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    序　章

  


  
    　天てん穹きゆうという言葉がある。


    　天の極きわみ、空の果て、なるほどとても格好のいい言葉だ。


    　屋上のフェンスから広がる空に向かって一人立つ姿を想像する。あるいは川辺の土手に寝転がり、眩まぶしさに目を細めて中天を仰あおぐ図でもいい。


    　空の果てを見上げた子供たちは、自然とそこへ手を伸ばすようにできている。無む辺へん大だいの空に憧あこがれを抱いだき、そうしてその場所を目指さなくてはいけないらしい。


    　それが普通ということだ。『普通』の重力は空に向かって伸びている。


    



    [image: ]：おつかれさまです。


    ──ぜんぜん疲れてませんよ？


    [image: ]：その妄もう想そうは、疲れてるか病気かの二択ですよ。


    ──どっちかといえば後者かもです。


    [image: ]：ふふふ、お医者さんごっこがしたいんですね。


    



    　カーテンの繊せん維いの向こうから、外の明かりが淡く部屋を照らしている。


    　弱い光だ。


    　あたりが静かなのは、まだ雨になっていないからだろう。


    　ノートパソコンを覗のぞいていた輪りん玖くはベッドの上で仰向けに転がった。薄暗い天井が回る。そのままもう半回転して俯うつ伏ぶせに戻ると、マットレスからはみ出した右手がくたりとカーペットの上に落ちる。


    　本当の重力は、人を地に縛り付けている。


    　そのことに気づかぬふりをしながら、かりそめに天穹を目指すことが子供たちの役割なのだ。


    　大人たちは「天を目指せ」と言うのと同じ口で「地を見渡せ」と言う。ただ上を見るばかりではなく、周りに気を配れる人間になれと指導する。天と地と、等しく神のように見通す目を求めるかのように。


    　そうこう頭をめぐらせているうちに、輪玖は自分の広げた妄想の翼に気づく。


    　脳内で悪い大人を組み立てる作業を繰り返してみても、産み落とされるのは被害妄想の塊かたまりだ。なぜなら輪玖の置かれた現実は、それとはまるで違う。父親の樽たる人ひと氏は子供に何も求めないから、輪玖が神になる必要などどこにもなかった。


    　だから輪玖は自分で自分を縛しばることにした。


    　自みずから神の子たらんと規定して、そうなるのだと胸に定めていた。たとえそれが樽人氏へのあてつけに過ぎなくても。


    



    [image: ]：反抗期なんですね。


    ──ずいぶん簡単にまとめちゃいましたね。


    [image: ]：複雑にまとめると、自じ己こ愛あい性せい人格障害？


    ──なんですそれは。


    [image: ]：ぐぐってくだちゃいね、ばぶー。


    ──やってます。赤ちゃんじゃないですから！


    [image: ]：あはは。


    



    　軽いニュアンスの『怒り』の顔文字を選んでいると、液晶画面に映りこむ窓の光が気になった。顔を上げると、カーテンの合わせ目にわずかな隙すき間まができている。転がってベッドから降りた輪りん玖くは、机に身を乗り出してベージュ色のカーテンをいったん開いた。


    　暗がりの部屋に外の色が入り込む。窓枠に切り取られた空には低い雲が垂れ込めて、天の果てを覆おおい隠していた。坂の上の一軒家、その二階の窓から見上げる曇どん天てんは驚くほど近く、薄汚れた綿のような雲の向こうに白い太陽の光がくすんでいる。


    　カーテンを閉め、ノートパソコンの置かれたベッドにふたたび身体を預けた。


    　外の光を避けてベッドの隅すみに身を寄せる。暗さを取り戻した部屋をノートパソコンの液晶画面が照らし、輪玖は薄暗い宮きゆう殿でんの中に沈んでゆく。もうひとりの自分、にゃー様の寵ちよう愛あいを受ける選ばれた臣しん民みんの『りょー』となって。


    



    ──にゃー様って自分のこと好きですか？


    [image: ]：うん、りょーくんと同じくらい好きです☆


    ──ええー？


    [image: ]：ふふ、ほんとほんと。


    



    　それって、どれくらい？


    　入力しかけた二度目の問いを途中で削除した。にゃー様は立て続けに質問されるのを好まない。下へ手たをするとそこで会話が終わってしまうこともある。


    　言葉遣いのニュアンスも、ただ敬語を守るだけでは距離を置かれてしまうことがわかった。にゃー様の御ぎよ意いに適かなうのは、恭うやうやしい作法よりも素直なリアクションなのだ。正しい会話スタイルを手探りするうちに、次第にりょーの口調も柔らかくなった。


    　特にあれこれ指図された覚えはないのに、いつしかりょーの挙動には女王様好みの作法がすっかり染み付いていた。そんな自分の変化に憮ぶ然ぜんとしながらも、ほとんど毎日にゃー様の宮殿に通い詰めている。


    　にゃー様はいつも多くを語らない。どちらかというと合いの手を挟む形で輪玖の愚ぐ痴ちを聞いてくれる。いや、それは愚痴という言葉で束たばねられるほど志向性のある会話ではなかった。輪玖は頭の中のもやもやした塊かたまりを、にゃー様に投げつけることで形にしていたのだから。


    　ともあれ、その居心地のよさにいつしか腰まで浸つかっていた。


    　にゃー様を相手に身構えたり意地を張ったりするのは、会話の流れでお芝居をするときだけになった。自分の正体は秘密にしたまま、そのほかはすべて自然体で話すのが、この時間を正しく楽しむ方法だと気づいたからだ。そうして輪りん玖くはすっかり宮きゆう殿でんの住人になっていた。


    　時として理性が語りかけてくる。自分は快楽を求めてここにいるのではなく、あくまでも彼女の正体を探るためにチャットを続けているのだと。


    　しかし同時にこうも思う。正体を知ってしまったあとでも、にゃー様はにゃー様のままでいられるだろうか。その瞬間に、輪玖の中にいたにゃー様はかき消えてしまうのではなかろうか。


    



    ──今日は家族が留守なんです。


    [image: ]：じゃあ時間を気にしないでお話しできますね。


    ──声も気にしないでいいんです。


    [image: ]：ふふふ……そうなんだぁ。


    



    　期待を乗せた言葉を投げて、着けっぱなしのヘッドセットに耳を澄ませるが、今日も向こうから声は聞こえない。


    　にゃー様と初めて言葉を交わしたあの夜から、輪玖は夜よな夜よな宮殿に接続して絶対女王の肉声を待っていた。夜の行動範囲はノートパソコンから伸びたヘッドセットのコードの半径に収まるようになり、配線を引きずって部屋をうろうろする姿は、テレビのドキュメンタリーで見たカルト信者のようだ。妙な信仰を抱いだいたつもりはさらさらないが、いつにゃー様から音声チャットのコールが入るかわからないからヘッドセットは外せない。スピーカーから音を出して樽たる人ひと氏に気づかれるのは絶対に嫌だった。


    　それほど期待しているのに、にゃー様の声を聞けたのは最初の一度きりだった。あのときの甘ったるい囁ささやきが、今も鼓こ膜まくの奥に灼やきついている。


    　やはり音声は特別のご褒ほう美びなのだろうか。


    　にゃー様の宮殿のイラストを描かいた臣しん民みんのポンさんは、その功績によって一度だけにゃー様の声を聞かせてもらったという。ならばりょーの階位もその程度ということなのだろうか。


    



    [image: ]：りょーくん、えっちになってますか？


    ──ほんのちょっとだけ。


    [image: ]：ほんとにちょっと？


    ──ほんとですよ？


    [image: ]：ほんとにほんと？


    ──うー、ちょっとの量が増えました。


    [image: ]：あはは、ほんとにわかりやすいちんちんですね。


    ──にゃー様が敏感すぎるんです。


    [image: ]：だって感じやすいもん☆


    ──そっちの意味じゃないし！


    ──ていうか、にゃー様もＨになってません？


    



    　にゃー様の前でリラックスできるようになったのは、宮きゆう殿でんの環境に順じゆん応のうしただけではなく、香か苗なえとにゃー様の存在が輪りん玖くの中で完全に分離したせいかもしれない。


    　もともとはそれを探りにここを訪れたのだった。不登校になった香苗の部屋で『にゃー様の宮殿』というチャットサイトの存在を知り、香苗の裏の顔に対する好奇心から足を踏み入れた。しかし、サイトの支配者であるにゃー様は、香苗とは似ても似つかぬ絶対女王様だった。


    　香苗のパソコンに『にゃー様』の文字列が残っていたことの説明は、まだできていない。近ごろ宮殿を騒がせている、にゃー様の成りすまし犯が香苗なのだろうか。あるいは別の、輪玖の想像が及ばぬ理由があるのかもしれない。それを置いたまま、輪玖はにゃー様を『謎なぞの女子』と決めることで、かりそめの安定を見み出いだしていた。


    　ディスプレーの文字列を睨にらみながら、もの言わぬヘッドセットに耳をそばだてる。
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    　にゃー様の前では絶対服従。絶対敬語。絶対全ぜん裸ら──この宮きゆう殿でんの流儀を受け入れる覚悟はできているのに、なぜ声をかけてくれないのだろう。彼女のなかで、『りょー』の賞味期限が切れてしまったのかもしれない。


    　自分の鮮度を保つにはどうすればいいのだろう？


    　そんなことを考えるのは生まれて初めてだ。キーボードのアルファベットを目で追いながら、適切な言葉を模も索さくする。


    



    ──にゃー。


    [image: ]：あれ、がまんできなくなっちゃいました？


    ──にゃー様が悪いんです。


    [image: ]：どうしてですか？　なんでもわたしのせいにしてたら世界に通用するソリストになれないですよ。


    ──ソリスト？


    [image: ]：ソロプレイ専門の人。りょーくんみたいな。


    ──なら、にゃー様もソリストですね。


    [image: ]：『一流の』ってつけてくださいね。


    



    　そうして輪りん玖くは、一流のソリストを目指してにゃー様と会話を重ねる。自分の情報を切り売りしたい欲求をこらえながら、見えない相手との距離を縮める糸口を探る。


    



    ──いままでで、にゃー様が一番ドキドキしたＨってどんなのですか？


    [image: ]：りょーくんとしたとき。


    ──本当に？


    [image: ]：噓うそです。


    ──やっぱり。


    [image: ]：ふふふ、どうしてそんなこと聞きたいんですか？


    ──だって一流目指してますから。


    [image: ]：ふんふん。じゃあ教えてあげます。んーと、海外で大勢でしたときかな。


    ──海外って……実は帰国子女？


    [image: ]：えー、そっちに食いつくんですか？


    



    　香か苗なえは海外で暮らした経験はないはずだ。にゃー様の新情報が出てくるたびに、香苗のプロフィールと照合してしまう癖くせがついた。


    　海外で何があったのだろう、好奇心に焦じれながら話の続きを待つ。


    



    [image: ]：内緒なんですけどね、みんなで露出プレイしちゃったんです。昼間の公園で。


    ──それって比ひ喩ゆじゃなくて？


    [image: ]：もちろんリアルです。どーぶつ愛護ですよ。フライドチキンを食べちゃダメってキャンペーンだったんです。


    ──なんでそんなこと……。


    [image: ]：だって、どーぶつ好きですから。


    ──んーと、裸はだかになることにはどんな意味があるんですか？


    [image: ]：ないですね。


    ──ないんですか！


    [image: ]：意味がないことを意味があるようにアピールしてるんです。そーゆーの嫌いですけど。


    



    　にゃー様の入力した文字列に、自分の正体を見み透すかされたようでギクリとした。


    　ともあれにゃー様はその動物愛護イベントで、海外の活動家に交じって裸の抗議をしたのだという。


    　昼下がりの公園のエントランス付近。フライドチキンのショップの前で、二十人近い活動家たちが裸になって横たわる。その姿は、羽をむしられた鶏にわとりを表現しているのだそうだ。


    　折り重なる白い肌と肌──コンクリートの上に広がった裸のモニュメントの中央に、一いつ糸しまとわぬにゃー様も身を横たえた。


    　仰あお向むけになると空一面の青空と、なぶるような陽ひの光が白い肌を照らす。輪りん玖くは湧ゆう水すい調査の日に香か苗なえの膝ひざ枕まくらで見上げた太陽を思い出した。


    　すぐに周囲に集まってきた人々の好奇の目が突き刺さってくる。立ち止まる者、苦笑して顔を背そむけるカップル、しゃがみこんで覗のぞき込む背広の男、事前に情報を聞きつけたカメラマンもあたりを囲んでいる。研とぎ澄まされた好奇心が活動家たちの白い素肌に突き刺さってくる。


    　とりわけ目立っていたのはにゃー様だった。はじめ彼女は全ぜん裸らではなく、わざと毛皮フアーのマフラーを巻いて横たわってやろうと思っていたのだから。


    



    ──すごい、ガチでやったんですか？


    [image: ]：だって噓うそっぽいじゃないですか。


    



    　しかしメンバーに毛皮を取り上げられてしまったので、かわりににゃー様は、裸の生いけ垣がきの真ん中で自じ慰いをしたのだという。


    



    ──バレませんでした？


    [image: ]：それが、最初からバレバレでした。でも面白いんですよ、小声で注意してくる女の人はいたけど、無視していじってたら途中で黙っちゃうんです。それでね、だんだん周りにドキドキが伝わっていくのがわかるの。


    



    　輪りん玖くは想像した。動物愛護の活動家の輪の中で、人々の好奇の視線を浴びながら自じ慰いをするにゃー様の姿を。もちろんその姿に欲情した人ばかりでなく、なかには強い嫌悪感を露あらわにした人もいただろう。


    　いずれにしろ思う壺つぼだ。群衆が喜ぼうが不快に思おうが、少なくとも彼らの頭から鶏にわとりの命の問題は追い出され、代わりににゃー様という小悪魔が居座ったのだ。


    



    ──捕まったりは？


    [image: ]：平気です。途中でこっそり抜け出してフライドチキン食べて帰りました。


    



    　できすぎた話だ。


    　そう思いながらも輪玖は、今の話がにゃー様の空想ではなく、現実の出来事であればいいと願っている。


    　気づけば質問を重ねてしまっていた。しかし今はにゃー様の機嫌がいいので、このまま話を続けることにする。


    



    ──それって、どのくらい前なんですか？


    [image: ]：うーんと、四年前……ですね。


    ──若っ!?


    [image: ]：えへへ、画像見ますか？


    ──あるんですか？


    [image: ]：ネットで拾ったやつですけど。


    



    　すぐにファイルが送られてきた。


    　どこかのニュースサイトに掲載された写真だろうか、裸はだかの男女が芝しば生ふの上に折り重なっている画像だった。見たところ日本人少女の姿はなく、どこににゃー様がいたのかはわからない。


    　今の話は、この写真を見つけたにゃー様が想像の翼を広げただけのことかもしれない。作り話であるのなら、舞台設定が突とつ拍ぴよう子しもなく稚ち拙せつな出来といっていいだろう。けれど輪玖は目を皿のようにして、画像の中ににゃー様の姿を探している。おそらくはそれも見み透すかされているのだ。


    



    [image: ]：りょーくん、えっちになってる？


    ──ものすごく。


    [image: ]：ほんと？　なら証拠見たいな。


    



    　背はい徳とくの淵ふちでにゃー様が手招きする。


    　この中に飛び込んでこいと、臣しん民みんの中からりょーだけを名指ししている。


    　すぐに上体を起こして携帯のカメラで証拠の写メを撮った。現在時刻を紙にメモして、証拠となる部分と一緒に撮影するのだ。部屋の様子が写らないようにシーツの上で角度を探っている自分の姿は、おそらく相当に滑こつ稽けいなものだろう。


    　仰あお向むけになった輪玖の切きつ尖さきは、ためらいもなく天を目指している。それがおかしくて、写真は何枚も手ぶれを起こした。


    



    [image: ]：わ、りょーくんのえっち。


    ──だって女王様のご命令ですから。


    [image: ]：ふふふ、それならご褒ほう美びをあげないとですね。


    



    　にゃー様は証拠写真に満足してくれたようだ。


    　今日こそは二回目の音声チャットを──と期待をした輪玖に、別の餌えさが吊つり下げられる。


    



    [image: ]：にゃー様くじ、引きます？


    ──引きます！


    



    　即答した。


    　にゃー様くじは『Ａ』『Ｂ』『Ｃ』三枚の画像ファイルの中から、好きなアルファベットを選ぶだけの単純なゲームだ。そのうち二枚が当たりで、にゃー様の下着写真が送られてくる。下着部分だけがアップになった写真だが、もちろん身に着けた状態で撮影されたものだ。


    　写真が本物かどうかを確認する術すべはないのだが、そうやってにゃー様の情報が手元に積み重なってゆくのは楽しかった。時には当たりの画像を見比べて、すべて同一人物かを検証する遊びに興きようじることもある。


    



    [image: ]：よーく選んでくださいね。今日は大当たりがありますよ。


    



    　くじを引いたら、その画像で『にゃー』をするのが絶対のルールだ。


    　一度だけ、大当たりでバストの写真を引き当てたことがあった。指でトップを隠しただけの裸はだかの乳房だ。写メの接写がいまいちでピンボケしてはいたが、それはにゃー様の身体のラインがはっきりとわかる画像だった。


    　にゃー様の胸は未成熟だ。とても乳房とは呼べないぺたんとした上半身は幼児体型といってよく、プロフィールの12さい＋？にも説得力があった。ひょっとすると本当はもっと年下なのかもしれない。


    　香か苗なえはどうだったろうか──詳しいサイズは記憶の中にないが、胸が大きかった印象はない。


    



    [image: ]：パンツの大事なとこ、ちょっとずらしちゃいました。恥ずかしいけど……お尻しりの穴とか見えちゃってるかも。


    



    　露骨な言葉で期待感を煽あおられ、喉が勝手に生なま唾つばを飲む。前に引き当てた大当たりの画像で、いったい何度自分を慰なぐさめただろうか。何がしかの欲望に対して、自分の中にそこまでの情念が眠っていたことに驚いたくらいだ。


    　今回も予告どおりの写真だったとしたら、また輪りん玖くは猿のような自じ瀆とくに耽ふけってしまうのだろうか。


    　噓うそで怒らない。


    　臣しん民みんだけに告げられた掟おきてを思い出した。


    　これは噓を前提とした遊びなのだ。にゃー様がプロデュースした、あくまでもバーチャルな秘め事。そうと知りながらも輪玖の欲求は前のめりに手を伸ばしている。


    　Ａ、Ｂ、Ｃ──どの画像をつかみ取ればいい。


    



    ──じゃあ………………Ｂで！


    [image: ]：りょーかい。ふふふ、当たってるかなー？


    ──どきどきどき。


    



    　胸の鼓こ動どうを文字に起こしていると、すぐに画像が送られてきた。


    　時計の針は二時を回った。深夜ではなく昼の二時だ。日曜の昼ひる日ひ中なかに、輪玖は宮きゆう殿でんの暗がりでにゃー様の肌の色に目を凝こらしている。


    　送られてきた画像がノートパソコンのディスプレーいっぱいに展開される。輪玖はふたたび目を皿のようにして、液晶画面に食いついた。


    



    [image: ]：残念、死体写真です。
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    　空は灰色に煙けむっている。


    　右手のうちにあるのはひんやりとした手のひらの感触だ。


    　商店街を抜けて中学校の校舎が姿を現すころ、輪りん玖くと香か苗なえは制服の流れの中にすっかり紛まぎれ込む。手をつないで登校するようになって一週間、槍やりのように鋭かった好奇の視線は鈍にび色いろに褪あせ、その穂先もあちこちに向きを変えていた。


    　今日も手をつないだまま、香苗は俯うつむき加減に歩いている。輪玖はまっすぐに前を見ていた。二人並んで下を向くことは、決してしてはならないのだと心に決めていた。刑場までは毅き然ぜんと歩く。そうしなくては群衆の中から石が飛んでくるだろう。


    　早足になりたいのをこらえて昇降口にたどりつき、そこで香苗と手を離す。手つなぎはここまでの約束だ。


    「じゃな」


    「うん……」


    　同じ教室に向かう手前の昇降口で別れの言葉を交わす。それが毎朝の習慣だった。香苗の姿が廊下に消えるのを見送ってから、ようやく輪玖の一日が動きだす。


    　香苗が再登校した日から、輪玖の学校生活はこれまで以上に忙しくなった。することはただひとつ、会話だ。男子の集まる駄だ弁べりの輪に輪玖はいつも入っていなければならない。


    　お笑い番組と漫画雑誌とサッカーとゲーム、毎日の話題の半分はこの圏内でループしている。あとは友達や先生の話題が三割がたといったところだ。クラスメイトの似てない物もの真ま似ねに笑い声を上げて、この輪の中に留とどまることが輪玖の役目だった。それがいじめの再発を防ぐことにつながっている。


    　香苗のために躍やつ起きになっているつもりはなかった。ましてや怖おじ気けづいたのでもない。


    　桜さくら木ぎ川の流れの中に没した輪玖が、いつしか夢中で水を搔かいていたように、この学校で自分たちが窒ちつ息そくしないための手段を尽くそうとしているだけのことだった。すべては生きるための足あ搔がきだ。鮎あゆのように生きるために、輪玖は男子の流れから外れまいとしている。


    　香苗と手をつないだあの日──輪玖は覚悟を決めて教室という名の刑場を見渡した。


    　好奇心を研とぎ澄ましてこちらを窺うかがうクラスメイトの顔。そのなかに結ゆい華かがいる、藪やぶもいる、ほかの男子女子の視線が突き刺さってくる。要領よく立ち回ってきたはずの自分が、この教室から一度は追放された香か苗なえと手をつないでいる。いったいこれから何が始まるのか、自分の身に何が起こるのか、全く予測できないままに始業のチャイムが鳴り、そして何事もなく一日が過ぎた。


    　平へい穏おん無事。事件らしいハプニングも一切なく、絶対君主はその影すら現さなかった。


    　輪りん玖くの周りにいたのは、誰もがぼろをまとった群衆だった。


    　あるいは教室の外に処刑人がいるのだろうか。教師は、ほかのクラスの生徒たちは？


    　一日じゅう探し回った末の結論は、ここにイヴァン雷らい帝ていは存在しない──だ。


    「ゼルダ、お前どうしたんだよ。ヤバくない？」


    　仇あだ名なで呼びかけてきたのは、香苗を不登校に追い込んだ藪やぶ亮りよう一いちだ。


    「手つなぎ登校とか普通じゃないし」


    「あとで話すよ」


    　闇やみの軍勢を率ひきいる藪の言葉は、輪玖の魂たましいをぴくりとも震わさなかった。こいつごときが雷帝のはずがない。藪に殺される筋合いはないのだとはっきりわかった。


    　ならば輪玖を処刑するのは誰か？


    　群衆の中の誰かだろうか？


    　教室をぐるりと見渡すと、好奇心を抱いだきつつも積極的に輪玖に話しかけるのをためらっている顔が並んでいた。藪は彼らを代表して声をかけてきたのだ。誰も彼も、目の中の光はみんな同じように濁にごっている。

  


  [image: ]


  
    　こんな連中の手にかかるわけにはいかない。それではにゃー様の名を汚けがすことになる。輪りん玖くはそう思った。樽たる人ひと氏の子供にさしたる価値はないが、にゃー様の奴ど隷れいには相応の価値があるはずだ。


    　そうして輪玖は生きるために水を搔かきはじめた。にゃー様の名を借りて保身を図っただけなのかもしれない。そんな疑念が頭をかすめても、動きを止めるわけにはいかなかった。


    「四文字に頼まれたんだよ。クラスに不登校がいると困るんだって」


    　四文字というのは、『四文字熟女』とあだ名されているあんみつ先生のことだ。藪やぶの動きを封じるために担任教師の威い光こうを拝借する。香か苗なえは自然科学部の幽霊部員であり、輪玖は部長だ。顧問のあんみつ先生に不登校改善を頼まれたら、立場的に断れないという理屈で辻つじ褄つまが合う。


    「なんで手つないでんの？」


    「引っ張ってんだよ、手を離すと動かないから」


    「だからって恥ずいだろ」


    「恥ずいから説明してんじゃん」


    　納得顔になる男子の輪の外側で、藪は面白くなさそうな顔をしている。自分の立ち位置を明確にした輪玖は、次に香苗のための防衛線を張ることにした。


    「聞いたんだけど、なんか職員室でかなり問題になってるらしくてさ。四文字も思ったより必死っていうか。とりあえずあいつに何かするのはやめといたほうが無難かも」


    　他ひ人と事ごとのような口調で牽けん制せいしたのが効いたのか、次の休み時間から男子たちは香苗と距離を置くようになった。こうしてクラスの環境は落ち着いてきたが、尾翼の折れた飛行機をひとまず安定させた程度のことだ。いつ香苗もろとも墜つい落らくするか予断を許さない。


    　そうして、息を凝こらし続けるような五日間が過ぎた。


    　火曜の昼休み、教室に戻ろうとした輪玖は廊下で雑ぞう巾きんを絞っている香苗を見つけた。手洗い場で前まえ屈かがみになった香苗は、ステンレスを斑まだらにしている水滴の染みを拭ふき取っている様子だった。


    　いったいどういうつもりなのだろう。当番でもないのにそんなことをする必要はないのだ。親切心のつもりなのか知らないが、傍はたから見れば面倒な作業を押し付けられているようにしか見えない。つまりは雑ざつ役えきのカモにされるということだ。


    　男子たちはそんな香苗を遠巻きに眺めている。釘くぎを刺したのが効いているのか、何か仕掛けてやろうとする様子はなかった。一方で女子たちはもっと単純で、香苗のことなど見えないふりをしていた。


    「りんりん、放課後に準備室だって」


    　ふいに肩を叩たたかれた。声のほうを向くと、ふわっと柑かん橘きつ系の香りが鼻先をかすめて教室の中に消えていった。


    



    　放課後はずいぶん遅くやってきた。


    　香か苗なえを登校させるという目的は果たしたが、教室の空気は澱よどみを増していた。


    　廊下に出ても、じっとりと重い梅つ雨ゆの湿気が絡からみついてくる。何が起きるわけでもない学校生活は、まるで換気口のない小部屋に香苗と二人で籠こもっているようだった。


    　これでよかったはずだ。


    　香苗をあの冷房の部屋から引きずり出したのだ。輪りん玖くはふたたび結ゆい華かとの成績争いに打ち込むなり、県の自然科学コンクールに向けての部活動に時間を割さくことができる。


    　輪玖のお膳ぜん立だてどおりに事態は運んだのだから、あとは心置きなく天てん穹きゆうを窺うかがえばそれでいいのだ。


    「はい、新しいキットが届いたの」


    　第二理科準備室に入ると、安斎みつばことあんみつ先生が実験机の上に置かれた白い箱を押してよこした。


    　前回の桜さくら木ぎ川湧ゆう水すい調査でＣＯＤ調査液のキットが破損してしまい、新しい物を取り寄せたのだ。輪玖が暴れたときにしでかしたことだが、先生には自転車で転倒したと説明している。


    「けっこう高いのよ、今度は気をつけてね。で、生態はいつやるの」


    「今のとこ、夏休みに時間を作ろうかと思ってますけど、先生も来ますか？」


    「うん、時間があったらね」


    　生態というのは、水質調査に付ふ随ずいして行われる桜木川の生態調査のことだ。具体的には釣り竿ざおと網で水中生物を採取し種類と数を記録してゆくのだが、延長十二キロの桜木川に六か所の調査ポイントを設定すると、採取だけでも二日はかかる計算になる。


    「それまでに桜木川水槽、用意しとくから」


    「鮎あゆはいないと思いますよ」


    「やってみないとわからないでしょ」


    　水生生物マニアのあんみつ先生は、鮎の話になると目を輝かせる。もう少し香苗にも気をかけてやればいいと思うのだが、不登校が改善されてからというもの、香苗の話題は申し訳程度にしか出てこなくなった。


    　来週から期末試験が始まる。試験休みはやりかけの水質調査に使わざるを得ないだろうから、ほかの調査のほとんどは夏休みに時間を割くこととなるだろう。輪玖は、頭の中でスケジュールを再構築しながらキットの中身を確認した。


    　ふと気がついて部屋を見渡すと、これまで雑然と器具の積まれていたテーブルの上が小こ綺ぎ麗れいにまとめられている。


    「なんか片付いてますね」


    「ああ、香カ苗ナちゃん助かるのぉ、毎日掃除しに来てくれるから」


    「まさかそのために再登校させたとか言わないですよね」


    「そうだって言ったら怒る？」


    「教育委員会の人が怒るんじゃないですか」


    「あ、先生脅おどすなんて怖ぁい。そう思わない、結ゆい華かちゃん？」


    　あんみつ先生が輪りん玖くの背後に声を投げると、水槽のコリドラスに餌えさを与えていた結華が「あ、はい」と曖あい昧まいにうなずいた。


    「結華さん、体調悪い？」


    「ん、ちょっと風邪引いたっぽくて」


    　笑顔をこしらえた結華が鼻頭をこすってみせる。彼女にしてはいまいち決まらないポーズに見えた。そういえば、このところの結華は口数も減っているように感じられる。


    「熱？」


    「うん、インフルじゃないけど感う染つるとヤバいから」


    　そう言って結華が距離を取る。


    「送ってくよ」


    「平気」


    「そうは見えないけど」


    　ここに長居すると、あんみつ先生がどんな気まぐれを起こすかわからない。結華の風邪を口実に理科準備室から逃のがれることにした。


    「ほんとにいいのに」


    「ほら、一応部長だし」


    　エアコンの効いていない廊下に出ると、梅つ雨ゆの湿度がまとわりついてきた。


    　隣を歩く結華が小さくため息をつく。六月最後のこの一週間、『柑かん橘きつ系の結華さん』はかつての生彩を失っているように感じられた。それは風邪のせいでも彼女自身が変わったためでもなく、おそらく輪玖にとって彼女の存在が少し遠いものになったせいだろう。なんのつながりもない結華のことをどうしてにゃー様だと疑ったのだろうと、不思議に思うことさえある。


    　二足の上履きの音が、しんとした校舎の廊下に響く。熱で頰ほおの染まった結華はどこか頼りなげだ。優秀、可か憐れん、パーフェクト──いろいろな言葉で持ち上げられていた結華が、輪玖と同じ目線まで降りてきたような気さえする。


    　昇降口で待っているであろう香か苗なえのことを思い出し、輪玖は足を運ぶペースを少しだけ遅くした。


    「帰り、香苗と一緒でもいい？」


    「いいよ送らなくて。手つないで帰るんでしょ」


    「結華さんがいたらつながなくて済むかも」


    「あー、香カ苗ナちゃんかわいそう」


    「って言われても、別にそういう関係じゃないし」


    「あはは……でも、いいよわたしは」


    　声に翳かげりが差した。


    　隣を歩く結ゆい華かは窓の外を見ている。


    「次の湧ゆう水すい調査、試験明けの七日の予定。巾きん着ちやく池まで行くんだ」


    「そうなんだ、いいなぁ……わたしちょっと無理かも」


    「うん、わかってる。上う手まくやっとくから」


    　結華が洟はなをすする音がする。


    「夏風邪はバカがかかるって迷信だったんだな」


    「そうかな」


    「そうだよ」


    「わたしはけっこう当たってるかもって思うな、じゃね」


    　昇降口が見えてくる前に、結華は小走りで廊下の角を曲がった。


    　──ほかに居場所ないから。


    　彼女の言葉が脳のう裏りをよぎった。輪りん玖くの首に鉢巻きを巻きつけ、『りんりんって首輪似合いそう』なんて女王様じみた台詞せりふを言ったあとに続いた、それが結華の本音だった。成績学年トップの座が、彼女の唯ゆい一いつの居場所だったのだ。


    　あの雨の日に橋の上で距離感を間違えたことを、きっと彼女は後悔しているのだろう。そんな結華の恥じらいが、輪玖の中で彼女とにゃー様の距離を隔へだててゆく。


    　遠ざかる結華の足音がすっかり消えるのを待って、輪玖は昇降口へと歩き出した。
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    　香か苗なえが輪玖の家を訪れたのは、二日後の木曜日だった。


    　その日も輪玖は香苗と手をつないで春はる彩いろ小こ径みちを抜け、彼女の自宅まで一緒に帰った。桜さくら坂ざかを一分十秒で駆け上がり、家の鍵を開ける。樽たる人ひと氏の不在を確認した輪玖は、いつものように部屋の中を簡単に掃除した。


    　窓を開けて部屋の空気を入れ替える。屋根の連なる町並みに視線を下ろすと、両手に大きな手提げを持った香苗が桜坂を登ってくるのが見えた。


    　しばらくしてチャイムが鳴った。


    　ドアを開けると白いミニのキャミソールに着替えた香か苗なえが、桜さくら坂ざかの勾こう配ばいに頰ほおを上気させている。夏の薄着と両手の巨大な荷物はどうにも不釣り合いだ。


    「何その荷物」


    「あ、うん……ちょっと」


    「入れよ」


    　輪りん玖くは上がり框がまちの向こうでもじもじしている香苗に背を向けた。キャミソールの眩まぶしさに視線が吸い込まれそうになったのを、そうやってごまかした。


    「お邪魔します」


    　呟つぶやくように言った香苗が来客用のスリッパに足を入れる。輪玖は樽たる人ひと氏のテリトリーになりつつあるリビングを避けて、自分の部屋に香苗を通した。異性がこの部屋に入るのは何年ぶりだろう。五十センチ四方の座卓を挟んで差し向かいになる。


    　死者の密会だ。


    　ふとそんなイメージが浮かんだ。


    　にゃー様の宮きゆう殿でんの地下室にある濡ぬれた石いし畳だたみの部屋、そこで香苗と向かい合っている。


    　学校で死にぞこなった二人が、人目を忍んで会うのには理由があった。欠席で遅れている香苗の勉強を、輪玖が見てやることに決めたのだ。学校の授業から取り残されたままでは、クラスメイトからの軽けい蔑べつを引き寄せる。そういったマイナス要因をひとつでも減らすために、輪玖のほうから香苗を誘ったのだった。


    「五月に戻って追いつくぞ」


    「うん」


    「家で勉強してた？」


    「少しだけ、一応教科書くらいは」


    　香苗の言葉を信じて、副教材の問題集で数学からやり直すことにした。輪玖は一年の二学期に同じ範囲を塾で勉強している。連立方程式と一次関数の導入部分、これといって頭を使う必要のない問題ばかりだ。


    　幸いなことに香苗の理解力は悪くなかった。教科書もだいたいのところは頭に入っているようで、不慣れな家庭教師役の輪玖が苛いら々いらするようなこともなく、二か月のブランクを埋めるのも、さして骨の折れることではなさそうだ。


    「家でさ、教科書ひとりでやってたの？」


    「うん、あとネットの問題集とか」


    　ネットの──。


    　ごくり、と喉のどの鳴るのが聞こえた気がした。自分の喉だ。


    「ネットとかやるの？」


    「うん、少しくらいは」


    「テレビで見たけどさ、ヒキコモリがネットやると中毒になるとか」


    「平気だよ、部屋に閉じこもってたわけじゃないし」


    「そうなの？」


    「うん、お母さんの手伝いとか普通にしてたから」


    　香か苗なえはあの密室に封じ込められていたわけではなかったのだ。輪りん玖くは脳内の香苗像に抜ばつ本ぽん的な訂正を加えながら質問を重ねた。


    「そんなネット漬けじゃなかったんだ」


    「うん、でもどうして？」


    「いや、ほら、俺おれにＰＣ貸してよかったのかなとか……」


    「あれは予備のだから。調子悪くなってない？」


    「ああ、俺も別に毎日使ってるわけじゃないから特に問題ない」


    　さりげなく言ったつもりの言葉が、ずいぶんと言い訳がましく聞こえた。決まりの悪くなった輪玖が咳せき払ばらいをすると、ふっと、結ゆい華かに似た柑かん橘きつ系の香りが鼻先をかすめた。


    「香苗？」


    「え？」


    「いや、なんでも……」


    　気のせいか、それを確かめるために意識を嗅きゆう覚かくに集中させる。移うつり香がだろうか、確かに甘い柑橘系がうっすらと薫っている。


    「リンくん」


    「な、何？」


    「一休み……してもいい？」


    　時計を確認すると、午後五時を回ったところだった。かれこれ二時間近くぶっ通しで問題を解かせていたことになる。


    「そうしよう、長く続けても効率落ちるし」


    「よかった、おやつ持ってきたの」


    「そのバッグ？」


    「うん、あとお母さんが紅茶持ってけって。これ美お味いしいんだって」


    　銀色の平らな缶に入った紅茶の葉を持って一緒にリビングへ降りた。そろそろ外が暗くなるころだが、樽たる人ひと氏が戻ってくるとすれば夜になってからだろう。


    「この薬や罐かん使ってもいい？」


    　いつものケトルを香苗が取り上げる。樽人氏が飲んだままにしていたのだろう、空っぽの中に紅茶のティーバッグが三袋放り込んであった。水を吸った茶色のバッグを香苗がつまみ出すと、雫しずくがケトルの底でテンテンと音を立てる。


    「親おや父じだよ、麦茶みたいに沸かすの」


    「豪快なんだね」


    　だらしのない父親を美化されるのは不快だ。輪りん玖くは仏ぶつ頂ちよう面づらになって紅茶のラベルに目を通した。レモングラスのフレーバーティーと書かれている。原産国はスリランカでブレンドは国内だ。あまり役に立たない情報を入れて気を紛まぎらわした。


    　輪玖の気持ちなど知らない香か苗なえは、ケトルを洗って火にかけた。綺き麗れいに片付いているとは言いがたいキッチンだが、みっともないほど散らかっているわけでもない。その場を香苗に任せた輪玖は、樽たる人ひと氏がいつもするようにソファーに身体を預けて湯が沸くのを待った。


    「そういや、香苗の母さん変わんないな」


    「太ったと思うけど」


    「そうだっけ」


    「リンくんのお母さん、綺麗だからうらやましいって思ってた」


    「ふーん……」


    　香苗は知らないが、残念ながらその女性は五年も前にこの家から消えた。そういえばどんな顔をしていただろう。言われるほど綺麗だった覚えはない。


    「お父さん、いつも夜遅いの？」


    「昼間出かけるときはね」


    「お仕事？」


    「そんな感じ」


    　外出先で樽人氏が何をしているか、輪玖はよくわからない。夜から出かけるときは朝帰りだし、昼間いないときは深夜に酔っ払って帰ってくる。おそらくは余っている貯蓄を繁華街に捨てに行っているのだろう。


    「香苗ん家ちはいつも紅茶？」


    「うん、紅茶のほうがコーヒーよりカフェイン多いんだって」


    「それ迷信」


    「ほんと？」


    「グラム単位の含がん有ゆう量は多いけど、カップ一杯だとコーヒーのほうが倍くらい入ってるんだってさ。テレビでやってた」


    「そうなんだ、お母さんがそんなこと言って紅茶薦すすめてたから……」


    「香苗に？」


    「ううん、お父さん」


    　毎晩ＰＣに向かっている樽人氏の背中を思い出した。香苗の父親の顔は、もうずいぶん昔の記憶でどこかにまぎれてしまっている。


    「親父さんも夜忙しいの？」


    「うん、基本的にいつも忙しいよ」


    　香か苗なえがローテーブルの上の新聞や灰皿を片付けはじめた。そこまでしてもらう義理はないのだが、彼女にとっては学校の手洗い場を雑ぞう巾きんで拭ふくのと同じようなことなのだろう。


    「声をかけると笑うんだけど、無理してるのがわかるんだ」


    「どういう意味」


    「そのままの意味」


    　小さく息を吐ついた香苗が言葉をつなげる。


    「会社の人が減ったんだって。たぶんリストラなんだと思うけど、お父さんセーフだったからよかったなって話して……でもそのころから本当に忙しくなって、家でも仕事ばっかりしてるの。家族のこととか考えるのが大変みたいで」


    　自分語りの下へ手たな香苗がぽつぽつと話している。これを輪りん玖くに聞かせることで、いったい何を伝えたいのだろう。ただの身の上話として聞き流してしまえばいいのだろうか。


    「なんか、いつも笑顔でイライラしてる……」


    「ふーん」


    「きっと邪魔なんだと思う」


    「香苗が？」


    「リンくんはそう思わない？」


    「思わない」


    　答えに迷ったのを悟られないように輪玖は即答した。しかし続く言葉が見つからず、不自然な間まができた。コンロからケトルの底が泡立つ音が聞こえてくる。


    「お前は、普通じゃん」


    　その場しのぎの言葉に、香苗はきょとんとした顔になった。


    　今の言葉がどういう意味なのか、自分でもよくわからない。ケトルの音がごぼごぼに変わり、香苗は慌あわてて立ち上がった。


    「ちょっと待っててね」


    　その声は不思議と少し弾はずんでいた。


    　いつも女っ気のないキッチンに香苗の後ろ姿がある。樽たる人ひと氏が女性客をリビングに上げたがるのは、案外こうした感覚を味わいたい気持ちがあるのかもしれない。


    　白いキャミソールのワンピース。見た目に鮮あざやかな夏の衣装だが、内気な香苗にミニスカートは似合わない。何を思って香苗はこんな服を着てきたのだろう。


    　先日の湧ゆう水すい調査で見てしまった白い下着が頭に浮かんでくる。輪玖はテレビに視線を移し、後ろ向きのまま香苗に話しかけた。


    「学校さ、眼鏡めがねを取ってみたらどう？」


    「私？」


    「そう、コンタクト」


    「リンくんは眼鏡めがねなのに」


    　──俺おれはいじめられてないからいいんだ。


    　ストレートな反論を封じ込めて別の言葉を探す。


    「雰囲気変わると思うけどな」


    「そうかな、でも……」


    　ソファーから立ち上がって歯切れの悪い香か苗なえに歩み寄る。


    　急に手を握ると、香苗は面白いほどにうろたえた。


    「え？　あの……え？」


    「藪やぶとか寄せ付けたくないだろ」


    「リンくん？」


    「俺がどうして勉強見てるか、考えたことある？」


    「それは、私が追いつけるようにって」


    「だからそれはなんで」


    「……リンくん？」


    　ぎゅっと手を握る。


    　また柑かん橘きつ系が鼻先をかすめた。


    「あいつらに付け入る隙すきを見せないためだ」


    「リンくん、私……」


    「誤解するなよ、単にアフターサービスだから」


    　香苗を学校に引きずり出した責任はとらなければならない。それが本ほん音ねなのか、その場しのぎの口実なのか、輪りん玖くにもわからない。


    「眼鏡、取ればいいの」


    「コンタクトにするとか」


    「うん、やってみる……でも、学校だけでもいい？　コンタクトの感触がそんなに得意じゃなくて」


    「家に帰ってからは任せるよ」


    「うん、ありがとう」


    　ぱっと表情が明るくなった。手を握って説得すれば、香苗はなんでもやってくれそうだ。


    　ティーポットに湯を注いで部屋に戻ると、香苗は手提げからタッパーと紙皿、それにケーキナイフを取り出して、パウンドケーキを二人ぶん切り分けた。


    「ケーキなんて作るんだ」


    「うん、勉強のお礼。大きいほうね」


    　クッキーは甘かったが、パウンドケーキは甘くなかった。お愛想を口にするのは抵抗があったので、黙々とそれを口に運んだ。


    「うまいな」


    　全部平らげてからようやく言葉に出した。上う手まいとも美う味まいとも取れる言葉だったが、香か苗なえは恥ずかしそうに下を向いた。


    「昔からお菓子とか作ってたっけ」


    「最近覚えたの。家にいても暇ひまだったから」


    「やっぱり暇なんだ」


    「うん、一日が終わらない感じ」


    　そんなものだろうか。毎日の時間が足りないと思うことこそあれ、輪りん玖くは一日が終わらないという感覚を味わったことがない。二人の生息している時間の流れはだいぶ速度が違うのだろう。


    　ふと、香苗の父親のことが気になった。香苗は苛々した笑顔から逃のがれるために部屋にこもったのかもしれない。家族に気を遣つかう父親というのは、一見すると自分勝手な樽たる人ひと氏と正反対のようだが、根底にあるのは同じもののような気がする。


    「お前の部屋、なんであんなに冷たいの」


    「あ、あれは……汗かくの嫌いだから」


    　そう言った香苗の額ひたいは汗ばんでいた。


    　川原のキスが脳のう裏りに浮かび、輪玖はひそかに狼ろう狽ばいした。


    「風邪ひくだろ」


    「おなか痛くなることはあるけど」


    「で、また休める……と」


    「そんなつもりじゃなかったんだけど……」


    　そうして香苗はあの部屋に根を生やしたのだろう。


    　あるいは、それは今も変わっていないのかもしれない。


    　香苗はおとなしい。おとなしいだけに、何を考えているかわからないときがある。勉強を教えるという名目で彼女がこの部屋に通うようになったとしても、それは香苗の営えい巣そう地ちをひとつ増やしただけのことにすぎないのではないか。


    　手を握る、そうして一緒に登校する。


    　輪玖は香苗の望むものを与えた。


    　それから先は殴なぐり放題だとにゃー様は言っていた。


    　淡いレモンの香りが鼻先をくすぐった。視線を香苗の唇くちびるに落とすと、フレーバーティーに湿った唇が赤く色づいたまま、浅い呼吸を繰り返しているのが見えた。


    「その服」


    「え？」


    「買ったの？」


    「う、うん……ネットで、サイズ合ってるから大丈夫かなって思って。あとクレジットカードじゃなくて代引きもできたし、配送時間も指定できたから……」


    　そんなことまでは聞いていない。


    　口数を多くした香か苗なえは、途中でそれに気づいたのか顔を赤くしてこっちを向いた。


    「に、似合ってないよね？」


    「うん」


    「やっぱり……」


    「でも外で見たら似合ってるかも」


    　香苗がまた不思議そうな顔をした。


    「そうかな、なんか恥ずかしいけど……」


    　目を細めて笑おうとしている。


    　今、その手を取って顔を寄せたら、きっとあの唇くちびるが手に入る。


    　そう思った。似合いもしないのに露出が多い服に着替えてきた香苗なのだから、間違いないだろう。


    「リン……くん？」


    　気配を察したのか、香苗の声が細くなる。


    　輪りん玖くは座卓の上で組んでいた両手を解いて、向こう側に伸ばそうとした。


    　白いミニのキャミソール、そして香苗の上気した頰ほお。


    　ふと、川原で見上げた空を思い出した。ぽたぽたと落ちる水滴、デニムのスカートに膝ひざ枕まくらされた輪玖は、六月の青空と一緒に上気した香苗の横顔を見上げていた。


    　あのとき、逆光の香苗は綺き麗れいだった。


    　綺麗だったから、輪玖は伸ばしかけた手を組み戻した。


    　ふたたび香苗にキスをして、いったいどうするのだ？


    　彼女の営えい巣そう地ちを増やし、そうしてこれからも一緒に登校をする。それはいつまで続くというのか。


    「リンくん？」


    「なに」


    「なに考えていたの」


    「いろいろ」


    　香苗の大きな黒こく眸ぼうが輪玖を映している。きっと悪びれたような、みっともない顔に見えているはずだ。


    「そろそろ再開しよう、晩飯までには帰るんだろ」


    「じゃ、片付けるね」


    　小さくため息をついた香か苗なえの声には、かすかな棘とげがあった。黙々と紙皿とティーカップをまとめて、流しへ運んでゆく。


    　キスしたらどうだっていうんだ。


    　心の中で舌を打ったところへ、また柑かん橘きつ系の微香が通り過ぎた。フレーバーティーの香りではなく、もっとくっきりとした果実の香りだ。


    「この匂におい──」


    「ごめん、気になる？」


    「違うけど、なんかどっかで嗅かいだ気がして」


    「これ？」


    　手提げの中から、香苗が小さな半透明のスプレー瓶びんを取り出した。


    「ネットで買った香水みたいなやつ、香り強かったらごめんね」


    「香苗もこんなの使うんだ」


    「うん、結ゆい華かちゃんと同じやつなんだ。本当は香水じゃなくて化粧水なんだけど、香水の代わりにもなるんだって」


    　そうなんだ──と相あい槌づちを打ったつもりだったが、声にはなっていなかったかもしれない。


    　透明なボトルの半ばまで、薄く黄味がかった液体が入っている。


    　輪りん玖くが何度も胸をときめかせた、あるいは今もクラスの男子たちが同じように感じているであろう結華さんの正体。あの柑橘系は、このスプレー瓶に詰められた液体の匂いだった。


    「ふーん」


    　わざと興味なさそうに呟つぶやいて、スプレー瓶を取り上げる。輪玖の指先に揺らされたボトルの中で、結華の馬ば脚きやくがちゃぷちゃぷと音を立てた。
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    　時計を欲しいと思ったことがある。


    　百円ショップで買えるようなデジタルの玩おも具ちやではなく、芸能人がしているようなブランドのきらきらしたやつだ。


    　もちろん時間を知るためではない。さりとて誰かに見せびらかしてやろうというのでもない。強しいて言うならば、自分自身だ。こういう時計をつけるようになった自分を、自分に見せびらかしてやりたかったのだ。


    　桜さくら坂ざかを下る香か苗なえを玄関から見送った輪りん玖くは、明日の時間割を合わせ、すぐに家を飛び出した。今日も塾の日だ。高校入試用のカリキュラムに二時間取り組んでから自宅に戻り、香苗から借りたノートパソコンをネットに接続する。樽たる人ひと氏はまだ戻っていないようで、家の中は薄暗かった。


    　宮きゆう殿でんの２ショットチャットルームににゃー様が降こう臨りんしていた。にゃー様も、毎晩りょーだけを相手にしているわけにはいかない。このごろはりょーの時間が深夜零時よりも後になることが多くなった。それまで、人気者の絶対女王様はほかの奴ど隷れいや臣しん民みんの相手をしている。


    　そのことで嫉しつ妬と心や疎そ外がい感が湧わいて出ることはなかった。時間帯が多少ずれただけで、輪玖はいまだにゃー様にもっとも近いポジションを独占しているのだから。


    　２ショットに個室を取ってから、別ウインドウを開いて離宮の様子を覗のぞいてみることにした。常連はみんなこんなふうにして、にゃー様が降臨するまでの時間を潰つぶしている。今夜の離宮は空すいているようで、多人数用のオープンチャットに一号さんだけが入室していた。


    



    ──りょーさん、いらっしゃい。


    



    　一号さんの物腰は今日も柔らかい。


    　彼のフルネームは奴隷一号。このサイトの開設者であり、管理者でもあった。


    　このところ、輪玖はにゃー様とばかり話をしていて、離宮の臣民たちと話す機会をあまり作っていなかった。彼らの居直ったような明るさについていけなかったのが本音だが、その中で一号さんだけは、どこか物静かな空気を持った大人の男性だった。


    　年齢は二十代後半、趣味は音楽と釣り。にゃー様に魅み入いられているという一点を除けば、全くの一般人といった印象だ。


    　正体は公務員、いっそ教師とか──。


    　勝手に一号さんのイメージを膨ふくらませながら他愛たわいのない雑談をした。話題はネット上のニュースから宮殿のリニューアル時期に移ってゆき、一号さんは、一、二週間以内に改装を済ませることになりそうだと輪玖に告げた。


    



    ──女王様が夏になる前がいいと仰おおせなので。


    ──そうなんですか、楽しみだなー。


    ──新キャラが出現するかもって聞いたよ。


    ──新キャラ？


    ──あれ、りょーさん聞いてないんだ。


    ──初耳ですけど。


    



    　自分には内緒の話を一号さんとしているかと思うと、少しだけ気持ちが波立ってくる。あるいはそれがにゃー様の狙ねらいかもしれない。


    



    ──新キャラってどんな名前なんだろう。


    ──さあ、それは聞いてないけど。


    ──僕らの名前はにゃー様が付けてるじゃないですか。


    ──君たちのは、ね。


    



    　一号さんの悩みは、最古参の自分だけがちゃんとした名前をもらっていないことだ。ポンさん、草食さん、それにりょー、みんなにゃー様からもらった名前がある。以前、りょーは一号さんから、それを羨うらやましがられたことがあった。


    



    ──ポンさんとか、草食さんとか、由来はあるんですか？


    ──ああ、ポンさんはポンチ絵のポンだってさ。


    ──ポンチ絵？


    



    　サイトに使われているにゃー様のイラストを描かいたのが、かつて漫画家を目指していたポンさんだ。聞きなれない言葉なので検索してみたところ、ポンチ絵というのは風ふう刺し画や漫画を指す古い言葉で、どうやら蔑べつ視しのニュアンスが含まれるらしい。しようもない絵を描いている、というような意味合いなのだろうが、ポンさん自身はその由来を知っているだろうか。


    　一方で妻子持ちの草食さんの由来はわかりやすい。下ネタばかりを話したがる人だが、チャット上でもおとなしそうな、いかにも草食系というイメージがある。


    



    ──フルネームは草食系デブって言うんだよ。


    ──草食なのにデブですか？


    ──ありえないでしょ。


    



    　つまり、存在している意味がわからないという皮肉らしい。


    　確かに、妻子がありながらこんなサイトに通い詰めている草食さんにはお似合いの名前かもしれない。妙に納得しつつ、輪りん玖くは少し怖くなった。


    



    ──あの、俺おれの名前は？


    ──りょーさんの名前は、響きがいいから付けたんだってさ。羨ましいね。


    



    　無意識に握っていた両手から力が抜けてゆくのを感じた。


    　初めて会った夜のにゃー様の言葉に噓うそはなかったのだ。


    



    ──君は最初から少し違うんだね。


    



    　一号さんの率そつ直ちよくな感想が自じ尊そん心しんをくすぐる。この感情もまた、にゃー様の肉球の上で踊らされているにすぎないのだろう。


    



    ──俺おれは『一号さん』も立派な名前だと思いますよ。


    ──どうして？


    ──にゃー様のことを、誰より昔から知っているって意味でしょう。


    



    　そのフォローに一号さんも少し気持ちがほぐれたようで、そこから先の話は弾はずんだ。話題はどれも昔のにゃー様についてだったが、一年近く女王様に仕つかえてきた一号さんでさえ、にゃー様自身が乱れてしまうような姿は見たことがないらしい。


    



    ──不ふ心こころ得えな新参が手を出そうとして、すぐに逃げられた場面は何度も見たよ。


    ──じゃあ、服も脱がないんですね。


    ──そう。僕はね、ときどきにゃー様には性欲がないんじゃないかと思うことすらあるよ。


    ──性欲じゃなければ何があるんですか？


    ──そうだな、好奇心……とか？


    



    　一号さんも、そしておそらくはほかの臣しん民みんたちも、にゃー様が新入りの前にあられもない姿を晒さらして自じ慰いに耽ふけっていることを知らないのだ。


    　りょーの特別性は隠いん蔽ぺいされている。そう思うだけで下半身に脈動を感じた。いったい自分はどこまでこの宮きゆう殿でんの淵ふちに潜ってゆくのだろうか。


    　と、そこで待機中の２ショットルームに反応があった。


    　にゃー様だ。


    　とたんに気持ちがうわついた輪りん玖くは、一号さんとの会話を切り上げてオープンチャットを離脱した。


    



    [image: ]：おはよーございます☆


    ──おはよーございます☆


    [image: ]：二に窓まどですか？


    ──うん、一号さんとちょっと話してました。


    [image: ]：ふーん。


    ──あ、でももう終わりましたからっ！


    [image: ]：ふふふ、落ちたりしないから大丈夫ですよ。


    



    　今日もにゃー様は上機嫌モードのようだ。


    　安心した輪りん玖くがどんな話題を切り出そうかと頭をめぐらせたところで、珍しくにゃー様から尋ねられた。


    



    [image: ]：りょーくんに聞きたいことがあるんです。


    ──僕にわかることなら喜んで。


    [image: ]：メダカの加藤君ってどうなっちゃいました？


    ──絶賛療養中ですけど。


    



    　加藤君というのは輪玖がでっち上げた架空のクラスメイトであり、香か苗なえの分身のようなものだ。クラスで相手にされないまま自分の殻からにこもり、不登校になった眼鏡めがねの男子生徒という設定で、療養というのはもちろん自室に引きこもっているという意味だ。


    　香苗は学校に来たが、架空の加藤君は欠席のままということに今決めた。


    



    [image: ]：じゃあ、りょーくんに告白したメダカ２号ちゃんは？


    ──そっちは、その……特になんということもなくて。


    [image: ]：ふーん、そうですか。


    ──気になるんですか？


    [image: ]：もちろん気になります。


    



    　それは、輪玖に現実の彼女ができてしまうことへの懸け念ねんなのだろうか。口笛を吹きたいような高揚を抑えながら、ノートパソコンのキーボードを叩たたく。


    



    ──ちょっと意外です、にゃー様があんな奴やつのこと……。


    [image: ]：だって噓うそだから。


    ──噓？


    [image: ]：うん、どっちもりょーくんの作ったキャラですから。それともりょーくん本人のことだったりして？


    



    　キーを打つ手が止まった。


    　どうして見抜かれた？


    　いや、そうではない。


    　噓うそを見破られて心臓が止まりそうになったが、にゃー様の推測が的まと外はずれだったのに救われた。看かん破ぱされた噓から新しい噓へ、気持ちを落ち着ける間まもなく行ゆく先のわからない話を進めてゆく。


    



    ──ごめんなさい。バレるなんて思わなかったです。


    [image: ]：なんとなくわかっちゃいました。でも、りょーくんは学校行ってますよね。


    ──なんですけど、本当は行きたくないんです。あれは願望の姿っていうか、病気にでもなって部屋に籠こもってられればいいなって。


    [image: ]：そしたら昼間も宮きゆう殿でんに来られますねー。


    ──昼間はにゃー様がいないじゃないですか。


    [image: ]：ふふふ、でもいいことがあるかも。


    ──いいこと？


    [image: ]：あとで教えてあげます。


    



    　いいこととは何だろう。


    　興味はあったが話を先に進めてみる。


    



    ──あ、でも、メダカ２号っていうか、女子に言い寄られたのは本当なんです。


    [image: ]：ほんとに？


    ──はい、向こうが膝ひざ枕まくらしたいっていうから、させてやったんですけど。


    



    　手つなぎを膝枕にすり替えて、香か苗なえの話を投げかけてみる。


    　にゃー様と話せば、ゴールテープを切ったあとも目的なくトラックを周回しているような、先の見えない学校生活を変化させる術すべが見み出いだせるかもしれない。ハッピーエンドでなくても構わない。とにかく何がしかの決着が欲しいのだ。そんな希望にすがって、いまも輪りん玖くは、にゃー様の近くから離れられずにいる。


    



    ──向こうの欲しいものを与えてみたんです。で、あとは殴なぐり放題なんですよね。


    [image: ]：うんうん♪


    ──でも、殴り方がわからないです。


    [image: ]：やりたいことしちゃえばいいんです。即えっちで調教してエロ写メ撮ってネットにアップで神降臨みたいな！


    ──そこまで嫌いじゃないですよ。


    [image: ]：嫌いじゃなくてもできますよ。


    ──僕まだちょっとそのグレードに達してないです。それに、あんまり人と関わりあうの好きじゃないですし。


    



    　少し意地悪な好奇心が芽生えた輪りん玖くは、香か苗なえになったつもりでにゃー様に悩み相談をしてみることにした。


    　もしもにゃー様だったら、香苗にはどんな処方をするだろう。


    



    ──いつもそんなこと考えてて上う手まくいかないんです。誰かの役に立ってないと不安なんですけど、うまく話すことができないから黙って掃除とかするんですよ。そしたら逆にキモいっていうか、そんな扱いになったりするし。周りに避けられたり嫌われたりしてるのって、向こうが黙っててもわかるから、ますますこっちからは話しかけられなくなったりして……。


    [image: ]：うん、キモいです。


    ──自分でもわかってるから嫌なんです。ほんとはクラスに気になる子がいて、向こうもそこそこ優しくしてくれるんだけど、その子に対しても、


    



    　対しても……？


    　香苗は自分に対してどんな感情を持っているのだろう。


    



    ──その子とだけは少し話せるんですけど、でもにゃー様の前にいるときみたいには無理なんです。


    [image: ]：りょーくん、つらいんだ。


    ──うん、きっと自分ってクラスの邪魔者なのかなって思ったりするし。でもそんなんじゃだめだってわかってるんです。自分から外に出てかなきゃって。ちょっと勇気があればそれができると思うんです。だけど、僕はそれができてなくて。


    



    　いつしか、香苗の気持ちをシミュレートしているつもりが諭さとすような口調になっていた。


    　やや間が空あいて、にゃー様から返事が返ってくる。


    



    [image: ]：自殺してみる？


    ──え？


    [image: ]：って言ってほしいのかなー？


    ──うぅー、冗談じゃないんですけど！


    [image: ]：じゃあ自殺の準備だけしてみるのはどうでしょう？


    ──にゃー様、怖いこと言いますね。


    [image: ]：本当に死ななくてもいいんですよ、死ななくても簡単に自殺できるから。


    ──それって、どういうことですか？


    [image: ]：あとで教えてあげます。


    ──？？？


    [image: ]：とにかく、りょーくんはそんな自分がだいっきらいってことですね。


    ──うぅぅ……にゃー様にも嫌われそうで怖いですけど。


    [image: ]：べつに嫌いじゃないですよ。


    ──ほんとですか、よかったぁ。


    [image: ]：ふふふ……面白いな。


    ──な、なにがですか？


    [image: ]：りょーくん、かわいくなったね。


    ──かわいい、ですか？


    [image: ]：うん……最初に会ったときとはぜんぜんちがいます。


    



    　にゃー様の観察は正しい。


    　確かにりょーの口調は、にゃー様に好かれるように少しずつ柔らかくなっている。不思議なもので、それに引きずられるように輪りん玖くの考え方も、かつてより単純になったような気がしないでもない。


    　何より輪玖が驚いているのは、そんなふうに別の自分を演じることがそれほど苦痛ではなくなっていることだ。


    　にゃー様しか知らない秘密の人格。


    　そんなフレーズが浮かんで口の端はがほころんだ。


    



    [image: ]：素質ありですね。


    ──素質？


    [image: ]：そう、変態さんの素質☆


    ──よくわかんないです。


    [image: ]：ふふ、ちゅーしたい？


    ──にゃー様、今日ちょっといつもと違いますね。


    [image: ]：うん、今日はえっちなんです。


    



    　にゃー様がそんなことを言うのは久しぶりだ。たとえ肩かた透すかしだとしても嬉うれしくなる。


    　にゃー様の前では絶対全ぜん裸ら。


    　宮きゆう殿でんのルールを暗あん誦しようした輪りん玖くはベッドの上でシャツを脱いだ。


    



    ──キス、してもいいですか？


    [image: ]：まだだめです。どこにしたいの？


    



    　にゃー様の露あらわなコスチュームを頭の中に思い描えがく。


    　最初のキスはどこだろう。髪、耳の後ろ、頰ほお、唇くちびる、首筋、胸、おへそ、それから……。


    



    ──足の裏。


    [image: ]：あはは、りょーくん変態さん。


    ──にゃー様に調教されたせいですー！


    [image: ]：だめですよ、もっと素直にならないと。顔踏んづけちゃいます！


    ──あ、ん……ちゅ、ちゅっ。


    



    　ディスプレーの文字列を頼りににゃー様と気持ちを重ねてゆく。


    　間近にいながら断絶されている互いの距離を埋めるように、キーボードからキスの音を繰り返し入力する。ストッキングに包まれたにゃー様の足の裏の感触を思い描きながら、脳と身体が同時に痺しびれてゆくのがわかる。


    



    [image: ]：感じる、ふふふ……りょーくん、好き。


    ──にゃー様!?


    [image: ]：だめですよ、もっとちゅーして？


    ──ん……ちゅ、ちゅぅぅ、なんか嬉しいです、すごいドキドキしてる。


    [image: ]：どこが？


    ──えっちなとこ。


    [image: ]：えっちなとこって？


    ──にゃー様に開発されてるとこです。


    [image: ]：ふーん、顔踏まれて感じちゃったんですね。


    ──にゃー様、自分で触ってもいいですか？


    [image: ]：だめ。


    [image: ]：あ、でも皮剥むくだけなら特別に許可しちゃいます。


    ──ううぅ……いじわる……。


    [image: ]：ふふふ、かわいい。


    



    　今日はにゃー様との距離がやけに近い。その一言一言に胸がドクンと高鳴るのがわかった。わざと受け身のキャラクターを演じているつもりが、本ほん音ねとの境界線が曖あい昧まいになってゆくようだ。


    　チャットなのだからいくらでも噓うそをつける。勝手に自じ慰いを始めてもばれることはないのだが、そんなことをしても楽しみが薄れるだけだということは身をもって学んでいる。


    　息を荒くして下半身の疼うずきをこらえていると、液晶画面に待ちわびた一言が表示された。


    



    [image: ]：りょーくんの声、聞きたいなぁ。


    ──ま、待って、すぐにつなぐから。


    



    　輪りん玖くは慌あわてて音声通話のアプリケーションを起動させ、ヘッドセットに耳を澄ませた。すぐにコールの音が鳴る。ほぼ十日ぶりに聞く効果音だ。


    　続いて聞こえてきたのは──くすくすという笑い声。


    「にゃー様！」


    「おはよーございます」


    　囁ささやくような声は、間違いなくにゃー様だ。


    　文字上のキャラクターと全く変わらない、明るくて無む邪じや気きで残酷なにゃー様が耳から脳へ入り込んでくる。


    「勃たってる？」


    「うん、痺しびれたみたいになってます」


    「ふふ、りょーくんやっぱり変わったね」


    「それって、にゃー様の影響ですから」


    「ふふ、ソロプレイ開始しちゃう？」


    「してもいいですか？」


    「いいですよ。でも、どこ弄いじりたいかちゃんと言うの、えっちな言葉で。それが気に入ったら許可しちゃいます」


    「わかりました、言います、言いますから……あ、でもその前に」


    「なぁに？」


    「……にゃー」


    　それが合図なのだ。


    　鳴き声とともに輪玖は理性の甲殻をかなぐり捨て、にゃー様の言いなりになる。


    　ヘッドセットのマイクに向かって思いつく限りの卑ひ猥わいな言葉を囁ささやきかけ、手首が痛くなるほど右手を往復させる。


    「りょーくん、すごいね……ドキドキしちゃいます」


    「うん、僕も……にゃー、にゃぁぁ……！」


    「ふふっ、にゃぁぁ」


    「にゃー」


    　にゃー様の声が次第に潤うるおいを帯びてくる。


    　間近に声を聞くだけで、身体全体がにゃー様に温かく包まれているようだ。文字のチャットでは絶対に知ることのできない本物の感触が中枢神経を痺しびれさせている。


    　囁ささやきの鳴き声を重ねた輪りん玖くは、にゃー様とひとつになるところを想像する。


    「にゃー様、好き……」


    　香か苗なえにも結ゆい華かにも決して言えない言葉が、素直に喉のどを衝ついた。


    「わたしも、りょーくん好き……ん、ちゅ、ちゅ」


    　布団を抱きながらキスをして、右手と耳だけにすべての感覚を動員する。


    「ねぇ、お尻しりに指挿いれて」


    「え？」


    「奴ど隷れいさんでしょ？　りょーくんは」


    「う、うん……はい、やってみます」


    　にゃー様の命令には絶対服従。


    　宮きゆう殿でんの掟おきてが甘美な響きとなって輪玖を衝き動かす。


    「気持ちいい？」


    「わ、わかんない……けど、ドキドキしてます」


    「気持ちよくなるまで続けようね、ふふ、りょーくん、最後まで抜いちゃだめですよ」


    　ありとあらゆる倒錯や背はい徳とくが、にゃー様の声にくるまれるだけで甘く蕩とろける。その愉悦に輪玖は酔った。酩めい酊ていしたまま、にゃー様のばら撒まく快楽を拾い集めるのだ。


    「だめ、恥ずかしくなってきた……こんなことしてるの」


    「可愛いなぁ、もっともっと恥ずかしいこと教えてあげるね」


    「どうして僕にだけ？」


    「りょーくんは特別なの、好きだもん」


    「本当に？　どうして？」


    「だって、わたしみたいだから」


    　言葉の刺激が電流のように背筋を走る。


    　こらえていた声が自然と洩もれた。


    「あ、あ、もう限界、イきます、にゃー様……ぁ」


    「だめ、女の子の声でイくの」


    「え？」


    「だって指挿いれるのは女の子だもん」


    「は、はい。あ、い……イっちゃう……」


    「もっと聞かせて、わたしもイっちゃいそう」


    　何度もうなずきながら、にゃー様になったつもりで声を裏返らせる。潜らせた指を回し、手首を振り立て、快楽を貪むさぼるためだけに全身が機能する。


    　変態的な行為を強しいられ、性別を変えられ、まるでにゃー様の手で脳でぐちゃぐちゃにかき回されているようだ。


    「りょーくん、わたしみたい……」


    　とどめの言葉に全身が硬直する。身体の奥底でわだかまっていた塊かたまりが弾はじけ、息が詰まった。


    　ほとんど同時に、にゃー様が大きな吐と息いきとともに絶頂する。輪りん玖くは間欠的に襲おそいかかってくる放出の痙けい攣れんのなかでその声を聞いた。


    「はぁぁ……気持ちよかったね」


    「うん、にゃー様ぁ……」


    　虚きよ脱だつの中、輪玖は自分の甘え声を初めて聞いた。


    　こんな声が出てくるなんて、先月までの自分なら考えられもしないことだ。これはにゃー様のリクエストに応こたえてそうなったのだろうか、それとも……。


    「ね、りょーくん」


    「はい……なんですか」


    「今日から女装してください」


    「え？」


    「だって、りょーくんは女の子ですから」


    



    



    



    　　　　　４


    



    



    



    　果たしてこれは犯罪になるのだろうか。


    　真剣にそんなことを考えるようになったのは、宮きゆう殿でんでの生活が輪玖の日常に組み込まれたせいかもしれない。倒とう錯さくに彩いろどられた日々は甘く馨かぐわしいもので、だからこそ時として不安が湧わき起こることもある。


    　電話やチャットを使った擬ぎ似じ的な性行為を取り締まる法律は、これまで聞いたことがない。にゃー様のサイトにしても十八歳未満立入禁止のアダルトサイトではなく、あくまでも、いかがわしい一般サイトの体てい裁さいを取っている。


    　チャットに問題がなくても、携帯で撮影した写真を送りつけるのは違法行為になるかもしれない。しかし、たとえば恋人同士が自分たちの姿を送りあうことが犯罪にあたるのだろうか。


    



    [image: ]：で、どうだったんですか？


    ──複製したり、ばら撒まいたりしなければいいみたいです。


    [image: ]：なーんだ。


    ──残念そうですね。


    [image: ]：そーですね、それで安心してるりょーくんが残念です。


    ──そ、そんなことはないですよ、僕はあくまで好奇心で！


    [image: ]：ごまかしてもダメです。それに、もともとわたしたちの存在が違法なんですよ。だってわたしとりょーくんは歩く児童ポルノなんですから。


    ──えええ、それはつまり『こんなＨな中学生は違法です』みたいな？


    [image: ]：はい、ちょっとだけ正解です。


    



    　青少年保護や児童ポルノといった言葉にニュースで触れることはあっても、それらを自分の問題として受け止めた覚えは一度もなかった。子供の名が付けられたそれらは、実は大人の問題で、中学生の輪りん玖くはいつも遠くから眺めているだけだった。


    



    [image: ]：ポルノの定義は難しいんだそーです。


    ──僕たちも裸はだかになれば児童ポルノとか、そういう話ですか。


    [image: ]：それだとひねりがなさすぎますね。


    ──ひねり回すとどうなります？


    [image: ]：そうですね、わたしたちが欲情してるとき、でどうでしょう？


    ──欲情したらアウト？


    [image: ]：うん。性的に興奮すると、子供は児童ポルノになるんです。


    ──じゃ、完全に僕たち違法じゃないですか。


    [image: ]：ふふふ、超ちよう法ほう規き生命体ですね。


    



    　突とつ拍ぴよう子しもないけれど、それはとてもわかりやすい定義だった。


    　欲情を覚えたとたん、自分たちは性的な存在となり、すなわち児童ポルノになる。


    　その論理に従うなら、にゃー様と一緒にいるときの輪玖は、いつでも児童ポルノになっているということだ。


    



    [image: ]：今日もポルノっちゃいますか？


    ──うん、しちゃいます。


    



    　どんな暴論でも、にゃー様が言うならそうなのだ。この宮きゆう殿でんはそういう場所だ。


    　にゃー様と手を取り合って違法な存在へと堕おちてゆく。それは絶対女王が輪りん玖くを仲間と認めた証あかしでもある。そんな共犯意識が、輪玖の気持ちをますますディスプレーの向こうのにゃー様へと傾かたむけてゆく。


    　一号さんの予告どおり、週末のリニューアルでにゃー様の宮殿は明るく生まれ変わった。レイアウトとグラフィックが差し替わっただけで中の機能は昔と一緒だったが、これまで石いし畳だたみに覆おおわれていたページは吹き抜けの回かい廊ろうや空中庭園になり、サイト全体が外への広がりを意識したデザインになった。


    　そんな開放感のある宮殿で、にゃー様の最初のお相手を務めたのは一号さんだった。リニューアルの功労を考えれば、それが当然だと輪玖も思う。そのあとは離宮の臣しん民みんがとっかえひっかえにゃー様の庭園を訪れ、輪玖の順番が回ってきたのは深夜二時近くだった。


    　階下からは夜よ更ふかしな樽たる人ひと氏の気配がする。


    　輪玖は部屋の電気を消したまま、息を殺してにゃー様のもとへ推すい参さんした。


    



    [image: ]：女の子の服、用意できました？


    ──はい、ホームセンターで買ってきたんです。パーティーグッズのセーラー服ですけど。


    [image: ]：ちょっとムードないけど、おっけーです。


    



    　本当のことを言えば、セーラー服を調達したのも噓うそだった。


    　まだほかの臣民のように、そこまでは居直れない。代わりに輪玖は、申し訳程度にアクリルの花があしらわれたヘアゴムを買ってきた。すぐに着替えるように言われ、サイドの髪を持ち上げて頭の左右で結ゆってみる。たったそれだけで、鏡の中の輪玖は少し女子っぽくなった。


    



    ──できました。


    [image: ]：どんな気分ですか？


    ──なんか心細いみたいな不思議な感覚。


    [image: ]：ふふ、じゃあ今から自殺のやりかた教えてあげます。


    ──死なない自殺？


    [image: ]：そうです。携帯と生徒手帳持ってますか？　それを手元に置いてから、こんなポーズをしてみてください。


    



    　すぐに指示の画像が送られてきた。裸はだかのまま腰を下ろし、折った足を広げるポーズだ。全てを曝さらけ出した姿は、どこか水を搔かく直前の蛙かえるのようでもある。


    



    ──これって、Ｍ字開脚ですか。


    [image: ]：うんうん、くぱぁってわかります？


    ──広げる？


    [image: ]：そーそー、思い切って大事なとこを☆


    ──でも、男の場合はどこを……？


    [image: ]：それくらい、わかりまちゅよねー？


    



    　上半身を沈め、臀でん部ぶを突き出すような格好で尻しりの肉を左右にかき分ける。


    　顔の隣に生徒手帳を置いて、携帯のレンズに向かってピースサインをつくる。


    



    [image: ]：これが、破滅のスイッチです。


    



    　にゃー様はそう言った。


    　女装をした、顔入りのポルノ画像。これをネットにアップロードすれば、輪りん玖くはいつでも社会的に破滅できる。


    



    [image: ]：死ぬと決めたらこれをアップするんです。


    ──急に死にたくなくなりました。


    [image: ]：でしょ？　んー、でもわたしちょっと見たいなぁ。


    ──だめです、顔は。


    [image: ]：女王様の命令でも？


    ──ずるいですにゃー様。


    [image: ]：ふっふっふ……あ、ちょっと待って。


    



    　少し間を置いて、ヘッドセットのスピーカーから呼び出し音が聞こえた。


    　まさかこんな立て続けに──そう思いながらも、通話開始のボタンをクリックする。


    「ねぇ、ドキドキしてる？」


    　にゃー様の声だった。挨あい拶さつもなしにいきなりだ。


    　チャット画面の向こうでにゃー様もドキドキしているのだろうか、そんなことを思いながらふと感じた疑問を投げかけてみる。


    「でも、どうして女の子の格好なんですか？」


    「知りたいですか？」


    「はい、もちろん」


    「じゃあ教えてあげます。あのですね……りょーくんはわたしになってください」


    「にゃー様に？」


    「そうです」


    「それは成りすましになるってことですか？」


    「違います」


    　言葉を切ったにゃー様がおかしそうに笑い、先を続ける。


    「じつは、にゃー様には妹がいるんです」


    「そうなんですか？」


    「やだなぁ、りょーくんのことですよ」


    「僕が妹？」


    「そう、りょーくんが妹なんです」


    　いきなり言われても話がわからない。


    　順を追って聞いてみると、サイトリニューアルの隠し玉として、にゃー様の宮きゆう殿でんに新しい女王様キャラクターを登場させるつもりなのだという。


    　新しいキャラクターはもちろん女王様の一族で、にゃー様の妹になるらしい。


    「絶対女王第二号ですね。りょーくんが中の人」


    「無理ですよ」


    「だーめ、絶対命令です」


    「そんな、にゃー様ぁ」


    「聞く耳もちません！」


    「でも僕、チャットはそんな得意じゃないし……」


    「おちんちん出して」


    「にゃー様？」


    「ふふっ……いじってあげる、りょーくんの」


    　スピーカーの向こうでにゃー様の声が甘く蕩とろける。


    　淫いん靡びな響きにあやうく飲み込まれそうになり、輪りん玖くは必死に踏み留とどまった。


    「ちょっと待ってください。ねえ、そうじゃなくて……」


    「今ね、わたし指挿いれちゃってます」


    「だめですよ、僕は」


    「ちゅーしてあげる、えっちなとこ……んん」


    「にゃー様ぁ！」


    　畳たたみかけるように唾つばの音が聞こえてくる。ヘアゴムを香か苗なえのリボンのように髪に留めたまま、輪りん玖くはいつしか押し流されていた。


    「あ、こっそり始めちゃってませんか？」


    「に、にゃー！」


    「やーっぱりごまかしてた」


    　にゃー様はなにもかもお見通しなのだ。もはや輪玖に抗する術すべは残されていない。素直に自じ慰いの宣言をして、右手で自分自身を絡からめ取った。


    「わたし、りょーくんのこと妹にしたいなぁ」


    「難しすぎますよ……！」


    「ゆうこと聞かないとけつバットして国外追放」


    「にゃぁぁぁ！」


    　可愛らしい絶対女王様のわがままに翻ほん弄ろうされる、生き真ま面じ目めな男子。輪玖はそんなイメージを脳内に広げて、自分自身に酔っていた。


    　どんなに抵抗してもにゃー様の意思は変わらない。絶対女王の御ぎよ意いを翻ひるがえすことなど、できはしないのだ。


    「いっしょにいこ。ね、女の子の声で……できるよね？」


    「うん、やります……あ、あ」


    「お姉ちゃんって言って、女の子になったりょーくんのこと想像してるから」


    「はい……お、お、お姉ちゃん」


    　声が洩もれた瞬間に、にゃー様に支配された。


    　右手の動きを止めた輪玖は、射精の衝動を必死にこらえながら次の言葉を待ちわびる。


    「かわいいね、りょーくん」


    　あとは殴なぐられ放題だ。午前二時の静けさのなか、みっともないほど取り乱した輪玖は、ひたすらにゃー様の名前を囁ささやきながら自じ瀆とくに我を忘れた。


    　やがて熱情がティッシュの中に弾はじけ、汗まみれの身体がベッドに横たわる。酩めい酊ていしたままの脳のう髄ずいに理性の冷や水が注がれると、隣ににゃー様のぬくもりがないことが悔くやしいくらいに物足りなかった。


    「でも……妹役なんて僕にできますか？」


    「不安ですか」


    「うん、ちゃんと女の子みたいに演じられるかなって」


    「ふっふっふ、そこはちゃんと考えてます」


    「何か方法があるんですか」


    「はい、フタナリちゃんです」


    　馴な染じみのない言葉に首をかしげた輪りん玖くは、すぐにネットで検索した。


    「フタナリって……どっちも付いてるやつですか？」


    「そうです、りょーくんにぴったり」


    　調べたところ、フタナリというのは男女両方の生せい殖しよく器きを持っている状態を指す言葉のようだ。半はん陰いん陽ようとか両りよう性せい具ぐ有ゆうとか、聞きなれない言葉で解説が書かれている。


    「僕が、フタナリに？」


    　両方の性を持っているが、にゃー様の『妹』でもある。ということは、あくまでベースの身体は女子であって、股こ間かんにだけ男性の部分が同居している設定のようだ。


    　にゃー様の妹を演じるにしても、男子である輪玖が違和感なく振る舞うには、どこかに肉体の共通項が必要だ。その回答がフタナリということなのだろう。


    「うーん、できるかなぁ」


    「だいじょーぶですよ、りょーくんなら」


    「にゃー様の命令ならがんばりますけど……じゃあ名前は『りょーこ』とかですか？」


    「それ、すぐバレちゃいます」


    　妹の正体はあくまでも伏せなければならない。


    　そうして臣しん民みんの夢を保護し続けるのも、絶対女王の大事な役割なのだ。


    　虚きよ脱だつした頭に理性が戻ってくる。そこからはにゃー様と内緒話を楽しむような気分で、妹の名前を考えることにした。


    「やっぱりですね、にゃー様の名前をもじるのが自然かなって思いますけど」


    「じゃあ『にょー様』でおしっこキャラとか」


    「なりきる自信がないです」


    「うーん、新しいから『にゅー様』は？」


    「なんか『乳様』って感じですね」


    「うー、妹が巨乳なんて嫌です。却きやつ下か」


    「にゃー様、胸のサイズなんて気にしてたんですか？」


    「ふーんだ、知りません」


    　どこか初うい々ういしいにゃー様の反応に声が弾む。姉と妹──これまでと違う関係性が芽生えつつあるのだろうか。だんだんと妹役への期待が胸の中で膨ふくらんでくる。


    「じゃあ、身体的特徴から名前をつけてみるとか」


    「ちん子ちゃんとか？」


    「やですよ、そんなの」


    「りょーくん贅ぜい沢たくすぎます。そうですねー、ふーむ、フタナリ……足が三本…………ううーん」


    「みっつの『み』がつく名前とか」


    「それじゃ広すぎます。もっとわかりやすいのがいいんだけど……」


    　真剣に悩みはじめる女王様の様子を、輪りん玖くは幸せな気分でスピーカー越しに窺うかがう。


    　にゃー様の口から信じられない言葉が飛び出したのは、次の瞬間だった。


    「じゃあ、カナエにしましょう！」


    「カナエ!?」


    　がたん、と物音がした。ノートパソコンに自分の手が当たった音だ。


    　何を言われたのか、とっさに理解できなかった。


    　なぜ香か苗なえなのだ。呼吸が速くなるのが自分でもわかる。汗が浮いてきた。


    「いい名前ですよ、女の子っぽくてかわいいし」


    「でも、どうして香苗なんですか」


    「三本脚だから」


    「え？」


    「鼎かなえって三本脚じゃないですか」


    　パニックに陥おちいりかけていた頭に、つかの間まの理性が舞い戻る。確かに鼎の脚は三本だ。


    「あの、でもにゃー様……」


    「決まりです！　りょーくんは明日から、わたしの妹のカナエちゃん」


    　最後に『はい』と答えたかどうかも覚えていなかった。


    　いつしか通話は途切れ、輪玖は濡ぬれたティッシュの後始末も忘れたまま、汗の滲にじんだシーツに身を横たえていた。


    



    



    



    　　　　　５


    



    



    



    　にゃー様の命令には絶対服従だ。


    　絶対敬語、絶対服従、絶対全ぜん裸ら──この三か条に逆らえば、たちまちこの宮きゆう殿でんから追い出されてしまう。


    　かくしてカナエの宮殿デビューは翌々日の晩に決まり、それまではにゃー様と妹の人物像を固めてゆくことになった。


    　カナエはにゃー様の妹であり、姉には逆らえないちょっと内気なめがねっ娘こ。いつもにゃー様に振り回されて、困ってばかりいる潔けつ癖ぺき優等生ちゃん。


    「絶対にウケると思います。カナエちゃん人気者ですよ」


    「そんなものですか？」


    「はい、でもって本当は変態さんなんです。もうビジュアルもあるんですよ」


    　声を弾はずませるにゃー様から画像のアドレスが送られてきた。


    　ポンさんの絵だ。この二日間で描かき起こしたのだろう、眼鏡めがねをかけたショートカットの女の子がセーラー服を着たＣＧがネット上に用意されていた。


    「リアルのりょーくんに似てるかな？」


    「ちょっと雰囲気はあるかもです」


    　眼鏡のせいだろうか、カナエのイメージビジュアルは香か苗なえのようにも見えたし、輪りん玖く自身にもどこか似ている気がした。香苗と輪玖はこれといって似ていないのに、不思議と両者のイメージが絵の中に溶け合っているようだ。


    　やはり、にゃー様は輪玖の知っている誰かなのだろうか。


    　またしてもその疑問が頭をよぎる。


    　向こうにいるのは香苗なのか？


    　いや、それはないと思う。香苗がにゃー様のように聡さとければ、不登校になどならなかっただろう。首を振って不毛な想像を断ち切った。


    　答えの出ない疑念を巡めぐらせるくらいなら、にゃー様に寄り添いながら新しいヒントを探せばいい。カナエを演じている間は、チャットでにゃー様とつながっていられる。しかも唯ゆい一いつの同志という位置に立てるのだ。ならば進むだけだと輪玖は腹を据すえた。

  


  [image: ]


  
    「怖い？」


    「少しは……やっぱり、バレちゃわないかって思うし」


    「じゃ、今日はこのままつないでおくね」


    「音声を？」


    「うん、だいじょーぶ。お姉ちゃんがついてるから」


    「気が早いです、にゃー様」


    「姉様でしょ？」


    「……はい、姉様」


    　カナエはにゃー様のことを姉様と呼ぶ。平仮名で『ねー様』か、漢字で『姉様』にするのかも、にゃー様と相談して決めたことだ。真ま面じ目めな子なら漢字じゃないかという輪りん玖くの進しん言げんを、絶対女王様は受け入れてくれた。


    「最後に、これがＩＤとパスワード」


    　カナエ専用の文字列が送られてくる。テストページにアクセスしてみると、にゃー様とは色違いのアイコンまで用意されていた。いつもは表示されている自分のＩＰアドレスも見えなくなっている。そういえばにゃー様のＩＰも表示されていなかったことを思い出した。


    　デビューといっても、今日は離り宮きゆうの臣しん民みん限定でのお披ひ露ろ目め会で、みな一度くらいは挨あい拶さつをしたことのあるメンバーばかりだ。


    「ふふふ、りょーくん覚悟はいいですか？」


    「もー、脅おどかさないでください」


    　ヘッドセットに囁ささやきながら、輪玖の心臓は痛いほど強く拍を刻んでいた。この宮きゆう殿でんに初めてアクセスしたときに似たその緊張は、ストレスでありながら同時にどこか甘美だった。


    



    [image: ]：おはよーございます☆


    



    　離宮のオープンチャットににゃー様が入室すると、十数個の返答が殺到した。にゃー様はひとりひとりに簡単なレスを返してから、重大発表です……と妹の存在を発表する。


    



    ──えええええええええ！


    ──にゃーさまの妹モエス！


    ──ヒャッホォォォォォゥ！


    



    　たちまち、アスキーアートの混じった歓声が画面を埋め尽くした。にゃー様に招き入れられた輪玖は、入室ボタンの上に乗せたマウスカーソルを、目を瞑つむってクリックする。


    　──カナエさんが入室しました。


    　脳内にその文字列を思い描えがきながら、十秒ほど置いて目を開いた。


    　画面は叫び声の洪こう水ずいになっていた。立場が変わるだけで圧倒的な光景だ。『やべぇ』とか『キター』のあいだに、にゃー様に向けられた質問も混じっている。


    



    ──にゃー様のリア友ですか？


    [image: ]：ちがいますよー、妹ですから。


    



    　そうして、ポンさんの作成したイメージＣＧのアドレスが貼はられると、歓声は最高潮に達した。『めがね萌もえー』だの『ハァハァ』だので画面があっという間まに埋まってゆく。それがすべて、バーチャルな自分に向けられたものであると、にわかには信じられなかった。


    



    [image: ]：はじめまして、カナエです。にゃー様の妹です。


    



    　その一言でまたも大量のレスが画面を埋める。いったいここの臣しん民みんは、ポンさんのポンチ絵の向こうに、どんな幻想を思い描いているのだろうか。


    



    ──カナエたんは何歳？


    [image: ]：だめです、女王様の妹なんですから敬語です。


    ──すみませんすみません、カナエ様はおいくつですか？


    [image: ]：10さい＋？です。


    



    　四度目の歓声が画面を埋め尽くす。ぜんたい、ここの大人たちは若ければ若いほどいいのだ。


    　カナエの設定はにゃー様と細かく打ち合わせてある。


    　身長一四四センチ、体重は内緒、胸はＡＡカップ。趣味は読書で好きなジャンルはちょっとえっちなやつ。決して彼らの好みに迎げい合ごうするのではなく、自分たちのイメージを優先させたつもりだった。


    



    [image: ]：いつも姉様に意地悪されるんです。


    [image: ]：だってカナエたん、不幸ちゃんだから仕方ないですよ。


    [image: ]：ああん、決めつけないでください姉様！


    [image: ]：実はカナエたんって、真ま面じ目めっぽくしてるけどすごくエッチなんですよ。ちょっとくらいのセクハラなんてへっちゃらです。


    [image: ]：な、なに言ってるんですか、姉様っ！


    [image: ]：だって、そうだもん。ほら……（首筋をさわさわ）


    [image: ]：きゃん、だめですよ……やめてくださいー！


    



    　画面上に繰り広げられる他愛たわいもない寸劇で、臣しん民みんたちは狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。その姦かしましいムードとは裏腹に、輪りん玖くは緊張に震えながらカナエらしい言葉を選んでゆく。


    



    [image: ]：私はえっちとかだめなんです、ノーマルですから。


    [image: ]：むー、猫をかぶるとは不届きです。ほんとは興味あるのに！


    [image: ]：違います、私は姉様のお手伝いをするだけで……。


    [image: ]：とか言ってる恥ずかしがり屋さんに民衆の劣れつ情じよう力を見せ付けちゃってください。


    ──にゃー。


    ──にゃー。


    [image: ]：あ、だ、だめですよ、なにしてるんですか！


    ──にゃー！


    ──にゃーー！


    



    　にゃー様の号令を合図に、『にゃー』の文字列が画面を埋める。


    　最初のにゃーは自じ慰いの開始、二度目のにゃーが射精の合図だ。


    　輪玖の役回りは、おろおろしながら彼らの自慰を止めようとすることと決まっている。


    



    [image: ]：だめです、やめてください。


    [image: ]：こんなところでするの、おかしいですよーっ。


    [image: ]：うぅぅぅぅ……恥ずかしいぃ。


    [image: ]：あ、あの……そ、そんなに見られるのが好きなんですか……？


    



    　順を追ってカナエの発情を演出してゆく。


    　臣民というのは選ばれた変態の集まりだ。彼らの自慰の相手役など全力で回避したいところだが、ヘッドセットから聞こえる甘い囁ささやきに包まれていると、宮きゆう殿でんを訪れた臣民たちを肴さかなに、にゃー様と二人きりの睦むつみごとをしているように思えてくる。


    



    [image: ]：もー、姉様が変なこと言うからみんな始めちゃったじゃないですか！


    [image: ]：あ、カナエたん顔真まっ赤か？


    [image: ]：ちがいますー！


    [image: ]：ほんとに？　つんつん……。


    



    「喘あえいで」


    　ヘッドセットから声が飛んでくる。


    　打ち合わせを無視して、にゃー様が無む茶ちや振ぶりをしてきたのだ。


    



    [image: ]：あん、姉様、触っちゃだめです……！


    [image: ]：（みなさん、リアルでも触ってます）


    [image: ]：あ、なに言ってるんですか！


    ──まさか、本当に妹？


    ──いまカナエたんと一緒にいるんですか、にゃー様？


    [image: ]：ふふふ、さーてどうでしょう？


    [image: ]：し、知らないです。


    [image: ]：でも、カナエたんの喘ぎ声可愛いの……ねー？


    [image: ]：やだ、言っちゃダメです。


    



    　にゃー様のマイペースに必死で食らいつく。


    「上じよう手ずです、りょーくん」


    　ヘッドセットの声は蕩とろけ始めている。


    　気を抜いたところでネットの中のカナエは、にゃー様に羽は交がい絞めにされてしまった。そのままスカートがめくられる。


    



    [image: ]：はーい、カナエたんの秘密公開ー☆


    



    　そうして新しいアドレスが貼はられた。


    　カナエのフルヌードのイラストへのリンクだ。すぐに臣しん民みんたちの歓声が画面を埋め尽くす。


    



    [image: ]：カナエたんはえっちすぎて、おちんちん生えちゃったんですよねー？


    ──フタナリ!?


    ──変態だあああああ！


    [image: ]：へ、変態じゃないですっ！


    [image: ]：おまけに、女王様志望のくせにいじめられるの好きなのよね？


    [image: ]：ちがいます、あ、だめ！


    [image: ]：だーめ、ほら、指挿いれちゃう。


    



    「りょーくんも、お尻しり……」


    　抵抗はあったが、にゃー様の声には逆らえなかった。


    　ベッドの上でキーボードを打ちながら、無理な体勢に腰を持ち上げて指を挿いれる。


    



    [image: ]：いっちばん感じるとこ、こすって？


    [image: ]：あ、あ、あん……ああｎ


    



    　ミスタイプをした。


    　にゃー様の前で初めてのことだ。欲情が先行した輪りん玖くは、構わずに右手の運動を速くする。


    「ふふっ、りょーくんえっち……ねえ、ちゅーして」


    　ヘッドセットのマイクにキスをしながら、にゃー様の愛あい撫ぶに反応する喘あえぎをキーボードから出力する。


    



    [image: ]：ああん……だめだす、ねえさま、だめええ


    



    　輪玖が感じれば感じるほど、カナエの喘ぎは無機質になってゆく。それではにゃー様に叱しかられてしまうので、理性で本能を抑え込む。


    「先っちょ、もう濡ぬれてる？」


    「うん……透明なの出てます」


    



    [image: ]：みなさーん、カナエたんいまびっちょびちょになってまーす☆


    [image: ]：やだ、教えちゃダメ！


    



    　現実の自じ慰いと、音声チャット、そしてバーチャルなカナエのオープンチャットがねじれ、もつれあってごちゃごちゃになる。


    



    [image: ]：ふふっ、かわいー☆　えっちなとこ、舐なめちゃおっかな？


    



    「りょーくんの、しゃぶってあげる」


    



    [image: ]：あ、あ、あ……姉様ぁぁ！


    



    　初めての違和感も居心地の悪さも、ヘッドセットから聞こえてくるにゃー様の声が蕩とろかしてしまった。


    　カナエは臣しん民みんたちの前にあられもない姿をさらけ出し、暗所に隠れた輪玖はにゃー様だけに恥ずかしい声を聞かせている。


    　頭をくらくらさせながら夢中でチャットに興きようじていると、簡単に限界が押し寄せてきた。


    



    [image: ]：だめ、ダメダメだめいっちゃう、イっちゃいます！


    



    「まだだめ、りょーくん我慢して？」


    「でも、にゃー様ぁ」


    「だーめ、ゆうこと聞けない子は……」


    「わ、わかりました！」


    



    [image: ]：カナエたんって、えっちになるととーってもＳっぽくなっちゃうんですよ。そうだよね。


    [image: ]：だ、だって姉様がそうしろって言うから……。


    ──かわいー、カナエたん！


    [image: ]：あ、ありがとうございます。


    [image: ]：そういうわけで、カナエたんがイくまでいじめられたい人～？


    



    　またしても臣しん民みんの叫びが画面を埋め尽くす。


    　輪りん玖くは放出の欲求をこらえながら、どこか別世界の出来事のようにそれを眺めていた。


    「あはは、これみんな大人ですよ」


    「ほんとに」


    「うん、ニートさんとか、お医者さんとか、学校の先生もいるし……」


    　そんな大人たちが、自分たちの挑発に熱狂している。にゃー様は輪玖にこれを見せたかったのだろうか。しかし今は輪玖自身が、彼らに負けないくらい欲情していた。


    「にゃー様、なんでもします。言うとおりにしますから」


    「なーに？」


    「ちゅーしてください……」


    　くすっと笑い声がして耳元へにゃー様がキスをする。二度、三度、舌を絡からめて唾だ液えきの音を聞かせ、にゅぷにゅぷと舐なめ回す。


    　画面では、にゃー様がカナエの相手役を選んでいるところだった。十五人ほどの臣民の中から選ばれたのは、りょーが何度も話したことのある草食さんだった。


    　フルネーム『草食系デブ』の草食さんは、妻子がありながらも宮きゆう殿でんに入り浸びたっている救いようのない人だ。しかし性格は温厚でチャットでの人当たりもよく、輪玖が好感を持っている数少ない臣民のひとりでもあった。


    



    [image: ]：い、いじめてもいいんですか……？


    ──お願いします、カナエたん！


    [image: ]：じゃあ、カナエ様って言ってください。


    ──はい、カナエ様ぁぁ！


    



    　いつも温厚な、どこかの家庭のお父さんが、輪りん玖くの前に這はいつくばっている。おそらくは全ぜん裸らで自室にこもり、家族の目を気にしながら自じ慰いに耽ふけっているのだろう。ろくでもない人だ。


    　ドア越しに覗のぞいた樽たる人ひと氏の姿を思い出した。あの人も輪玖に背を向け、ＰＣの画面にしがみついている。


    



    [image: ]：顔、踏んでもいいですか？


    ──おおおお、どんどん踏んでくださいー！


    [image: ]：カナエたん、ＧＯ！


    



    　仮想の宮きゆう殿でんで草食さんの顔に足を乗せた。


    　力をこめる。親指で眉み間けんを押し、鼻を踏みにじり、足裏で蹴けりつける。そのたびに顔も知らない中年男が歓喜の声をあげて無ぶ様ざまに転げ回る。


    



    [image: ]：最低ですね、草食さんはゴミ虫です！


    [image: ]：生きてる価値ないっていつも言ってるんですよね？


    [image: ]：だったら踏み殺してあげます。私の足で射精して、そのまま死んじゃえばいいのに。


    ──ううううううううう


    [image: ]：一文字だけで手を抜かないでください。顔踏まれただけで興奮して、日本語も話せなくなるんですか？　どうせ言うなら「ぶー！」にしてください。豚みたいに鳴いてくれたらもう少し踏んであげます。


    



    　辛しん辣らつな言葉が次々に浮かんでくる。


    　豹ひよう変へんしたカナエに、見学中の臣しん民みんが歓喜の文字列を連ねる。当の草食さんは、カナエに顔を踏まれて鼻水でぐしょぐしょになりながら、ひたすら豚のように鳴いていた。


    　性的な興奮とは別種の、いや、同じ興奮かもしれない。輪玖は額ひたいに玉の汗を浮かべながら、思いつく限りの言葉で温厚な草食さんを罵ば倒とうした。


    「りょーくん……わたし、えっちになってきたぁ……」


    　マイクからにゃー様の喘あえぎ声が洩もれてくる。


    　自分の言葉がにゃー様を震わせているのだ。そう思うと全身が熱く痺しびれてくる。にゃー様のキスを聞きながら、左右の手をちぐはぐに動かした。


    　カナエは草食さんを仰あお向むけに転がすと、お粗末な局部の形状を本人に告白させた。許可なく二度目の『にゃー』を宣言したら、姉様に言いつけて宮きゆう殿でんから追放する。そう脅おどしながら、輪りん玖くよりもサイズの小さい男性器を踏みつけ、足裏を振動させて苦痛と快楽を送り込む。


    　輪玖の想像がカナエの言葉に変わり、それと同じことを草食さんは実行しているはずだ。きっと己の急所を痛めつけながら、倒とう錯さく的な自じ慰いに耽ふけっているのだろう。その様子をにゃー様に見せつけ、女王様の欲情を煽あおり立てる。


    　そうして遠回りで循環する倒錯的な快楽を輪玖は堪たん能のうした。チャットと草食さんを経由した快感は、にゃー様の声となってダイレクトに輪玖の脳に染み込んでくる。


    「りょーくん、りょーくん、すごい……あ、あ、あ……」


    「にゃー様、イきそう、もうイきそうです」


    　耳元で今にもにゃー様は果ててしまいそうだ。輪玖も右手を限界まで振り立てて、急斜面を一気に駆け上がってゆく。


    



    ──にゃー！


    



    　最初に果てたのは草食さんだった。


    　続いてカナエが誤字だらけの悲鳴を上げ、直後に輪玖とにゃー様がほとんど同時に声を上げる。


    「りょーくん……上じよう手ず……」


    「ちゃんとできてました？」


    「うん、びっくりしました、やっぱりりょーくんすごいです……撫なでてあげる」


    　にゃー様のご褒ほう美びに、ごろごろと声を上げたくなる。　


    　二人の脱力の吐と息いきがマイクごしに重なり、その向こうから互いがせわしなく打だ鍵けんする音が聞こえてくる。


    



    [image: ]：カナエたんかーわいー、ご褒美に指挿いれちゃいます。


    [image: ]：あ、あん……にゃー様ぁ……！


    



    　饗きよう宴えんには果てしがない。


    　臣しん民みんたちが口々に『にゃー』を連呼するなか、カナエはにゃー様に身体を開く。


    　にゃー様に手を引かれ、連れて行かれるこの道は、どこまで深い谷底へと続いているのだろう。


    　理性のもたらす不安が薄い靄もやのように立ち込めたが、ヘッドセットから聞こえるキスの音がすべて消し去ってしまった。


    　時計は午前三時を回っている。


    　五感を痺しびれさせる靄もやのなか、輪りん玖くは今日の宿題を済ませていなかったことを思い出した。


    



    



    



    　　　　　６


    



    



    



    　その奇妙な存在が輪玖の前に姿を現したのは、次の木曜日だった。


    　その日輪玖は、あんみつ先生から理科準備室の整せい頓とんに付き合うように言われ、帰宅時間を遅らせていた。香か苗なえの問題と湧ゆう水すい調査について、少しでも先生と話ができればと思い、煩わずらわしい作業を引き受けたのだ。しかし、準備室に香苗も来たので、肝心な話は何もできなかった。


    　埃ほこりをかぶった試験管類を残らず水洗いし、西日の当たる窓際に並べているうちに五時のチャイムが鳴った。


    「どうして香苗が？」


    「テストも終わったし、時間余ってるから」


    「一緒に帰る？」


    「うん……」


    　短いやり取りのあと、昇降口で手をつなぐ。


    　指先が香苗に触れる瞬間、輪玖は少し緊張した。りょーをカナエに変身させたにゃー様は、実は彼女かもしれない。あの強烈な饗きよう宴えんの記憶が、ふたたびそんな幻想を抱いだかせる。


    　ぎゅっと握り締めると、小さく声が上がった。


    「痛い？」


    「う、ううん……ぜんぜん」


    　耳たぶまで赤くして首を振る香苗を見ていると、少しだけ気持ちが楽になる。この反応も、声こわ色いろも表情も、そして手に伝わる肉付きのいい肌の感触も、香苗は香苗のままだ。


    　だとすれば、香苗のノートパソコンにはどうして『にゃー様』の名前があったのだろう。香苗本人ではなく、香苗と関係のある誰かがにゃー様なのだろうか。だとすれば筆ひつ頭とうに上がるのは結ゆい華かだが、しかし……。


    「リンくん、どうしたの？」


    「ああ、大丈夫」


    　いっときは気にするのをやめたにゃー様の正体が、新しい混こん沌とんを呼び込み頭の中を灰色に覆おおい尽くそうとする。引き金は、輪りん玖くがカナエになったことだ。


    　フタナリだから三本脚の鼎かなえだと言うが、しかしこんな一致があるだろうか。


    「──ねえ」


    　手を引っ張られた。


    　香か苗なえと一緒に歩きながら、ついつい独ひとりの思し索さくに没入していた。意識を現実に引き戻すと川の流れる音がした。橋の上だ。いつか結ゆい華かに鉢はち巻まきの首輪をされた大おお宮みや橋とよく似ている。


    　二人の足の下を、護岸工事された桜さくら木ぎ川が流れている。


    　そうして──。


    　その奇妙な存在は、橋の向こう側にいた。


    「コスプレ？」


    「だよね」


    　肌を露出した黒ずくめの衣装、ミニスカートにとんがり帽子に猫のぬいぐるみ、左右でちぐはぐなストッキング──まるで魔法少女のような格好の少女が、橋の向こう側に立っている。


    　秋あき葉は原ばらやコミック系のイベントの関連ニュースでも見ないようなきわどいコスプレが、夕暮れの町並みの中、まるで解け合わずに浮き上がっている。


    　──ころん。


    　すれ違いざまに鋭い鈴の音がした。


    　少女の首輪についた鈴が音を立てたのだ。彼女は欄らん干かんに場所を移して川かわ面もを見つめている。西日に伸ばされた影がこっちにまとわりついてくるようだ。鈴のついた首輪が、結華に巻かれた鉢巻きを思い起こさせる。


    「知ってる奴やつ？」


    「ううん」


    「なんであんな格好してんだろ」


    「ビジュアル系のライブに行くとか」


    「あんな格好してくの？」


    「うん、前にネットで見たことがあるから」


    「ふーん」


    　あいまいに相あい槌づちを打ちながら肩越しに振り返ると、欄干の手すりにもたれた彼女はじっとこちらを見ている。なんとなく気がひけた輪玖は、香苗にぴたりと寄り添った。


    「──！」


    　誤解した香苗が身を固くする。


    　輪玖は香苗と密着したいのではなく、つないだ手を隠したかっただけなのだ。


    　この数日というもの、手をつなぐことの恥ずかしさが日に日に募つのるのを感じる。香苗を学校に連れ出したあの日は、今日を境に自分を取り巻く環境が劇的に変わるものだと思い込んでいた。しかし世界は変わらず、輪りん玖くの隣で今日も香か苗なえは俯うつむいている。


    「また明日」


    「うん、また明日」


    　香苗の後ろ姿を見送ってから、家に戻る。


    　このまま夏休みに入ってしまうのだろうか。輪玖は香苗と手をつなぎ、夜はにゃー様のもとでカナエとなり、しかし現実にはまるで変わらない毎日が過ぎていく。それがひどく無む為いなことのように思えて、輪玖は早足で桜さくら坂ざかを登った。


    　足下に影が絡からんだ。


    　顔を上げる。桜並木の長々と続く坂道の中ほどに、さっきの少女がいた。


    　その向こうに沈みかけの太陽が浮いており、少女の姿は光の中に溶け込んでいる。その影が長く伸びて、輪玖の影を飲み込もうとしていた。


    　面倒だ、避けて帰ろう。


    　道の逆側に足の向きを変えると、目の前を塞ふさがれた。


    　誰だ？


    　顔を上げると相手は目の前だ。見たところ年は輪玖とそう離れていない。下着のようなきわどい格かつ好こうをしていても、エロいというより危なっかしい印象だ。香苗はビジュアル系がどうとか言っていたが、ライブだとしたら現地で着替えるのではないか。それともこの格好のまま、東京まで急行を乗り継いでいくのだろうか──。

  


  [image: ]


  
    　ひとしきり考えたところで、向こうが口を開いた。


    「兄様はりょーくんですか？」


    「え？」


    　とっさに意味がわからなかった。だがすぐに彼女の発した言葉へ意識の焦しよう点てんが合わさる。


    　りょーくん？


    「……誰？」


    　わからない。彼女はいったい。


    「いもーとです」


    「いもーと……？」


    「兄様、ご無ぶ沙さ汰たなのです」


    　そのとき、頭の中で雷らい光こうが弾はじけた。


    「妹──！」


    　いや、知らない顔だ。だが瞳ひとみには妹の面おも影かげがあるような気がする。もう五年も前に別れた、かつての家族の顔、それが夕陽の中へと溶け出してゆく。


    　どんな顔だ。


    　輪りん玖くが目を見開くと、妹の背後でぎらぎらと輝く傾かたむきかけの太陽が網もう膜まくを焼いた。

  


  
    第二章♡Bitter Bitter Brother

  


  
    



    



    



    　　　　　１


    



    



    



    　スプリングの軋きしむ音がして、背中がベッドの弾力に包まれる。


    　輪りん玖くはお守りのように握った携帯を開いて、写真フォルダの奥に隠したにゃー様の写真を表示した。下着の写真、また下着、下着、下着、そうして送っていくと肌色の画像が現れる。


    　カナエのバースデープレゼントにと、にゃー様が送ってくれたものだ。


    　乳房と呼ぶには平らすぎる胸部の写真──薄く色素の乗った乳首が、なだらかな膨ふくらみの中央でぽつんと花開いている。この数日、何度この肌色に意識を潜り込ませたか知れない。


    　縦十センチ程度の携帯画面に入り込み、二度の『にゃー』を言うまでは戻らない。そうして虚きよ脱だつしたあとに、妙に冷え切った意識の中で輪玖は意味もなく自分のしたことを振り返る。


    　これは刺激の強い排はい泄せつだ。


    　意識とは無関係に輪玖の肉体は精子を作り出し、生せい殖しよく器きを刺激しているとそれが押し出される。すべては単純な肉体のメカニズムにすぎない。そのつかの間まのうちに脳がさまざまな幻想を生み出して、輪玖の自我を変質させてゆくのだ。


    　それは、絶対女王に向けられた情念のすべてを生理現象と決め付け、機械的な反応として意識下に丸め込む作業といってよかった。そうして不動の賢けん者じやとなった輪玖は机に向かい、自意識を満たすための勉強を開始する。クラスメイトを出し抜くために参考書の知識を詰め込み、その先にあるステレオタイプの成功を目指し、その一方で樽たる人ひと氏に苛いら立だちを募つのらせたりする、まるでつまらない人間となる。


    　──ただの照れ隠しですね。


    　ふと、にゃー様の声が聞こえたような気がして、輪玖はひとり赤くなった。


    　あの人の前にいるとき、きっと自分はもう少しましな人間になっている。


    　損得に縛られず、身を焦こがすような欲求に突き動かされ、滑こつ稽けいに、赤せき裸ら々らに快楽を求める自分の姿は、石くれのように冷たい賢者より何百倍も魅力的だろう。


    　にゃー様の前でだけ、輪玖は自分を許すことができる。そうできるように調教されてきたのかもしれない。


    　謎なぞの女王様に対する戸惑いと反発は完全に消え去ったわけではない。けれども、それ以上ににゃー様の手で解き放たれることの愉ゆ悦えつは大きかった。


    　だから輪玖はにゃー様の正体を探るのをやめたのだ。


    　はっきりとそう決意したわけではないが、正体を知ることですべてが泡ほう沫まつに帰きしてしまうくらいなら、果てが来るまであの宮きゆう殿でんに留とどまるのもいいと思っていた。にゃー様に誰より近い奴ど隷れいとなり、カナエという架空の妹となって──。


    　そう思っていた。


    　なのに……。


    　なのに、どうしてお前なんだ。


    



    　妹と二人、桜さくら坂ざかを登った。


    　当たり前のように門もん扉ぴをくぐった妹は、樽たる人ひと氏の家をゆっくりと見上げてからわざとらしいため息をついた。


    「この家も久しぶりです」


    「入るのか？」


    「外で立ち話でも構いませんけど」


    　あらためて妹を名乗る少女の格好を眺める。下着にスカートを組み合わせたような露出の高い服装は、梅つ雨ゆの明けきっていないこの時期には人目を引きすぎる。ビジュアル系のおっかけのようにも見えたが、頭に乗った巨大な帽子を見るとアニメキャラクターの仮装に見えなくもない。


    　そこまで考えて、輪りん玖くは自分が無意識に目を背そむけていることに気づいた。


    　帽子に巻きついた胴長な黒猫のぬいぐるみ、それに黒い下着とミニスカートの対比はどう見ても──。


    「ハロウィンって七月だっけ」


    　口からは全く別の言葉を逃がしながら、輪玖はドアを開けた。


    　どうして妹らしき少女がこんな格好をしているのか、意識の中でそれがまるでつながらない。しかし、ぞっとするほど目を引く姿の彼女と家の前で立ち話をするほど我を忘れているわけでもない。


    「その格好で電車に乗ってきたの？」


    「何か問題でも」


    　──どういう教育してんだ、あの女。


    　口の中で毒づいた輪玖は、来客用のスリッパを出しながら腹をくくった。樽人氏が帰ってくるまでに帰してしまえば、何事もなかったことになるだろう。


    「散らかっていますね」


    「そっちの母親ほど几き帳ちよう面めんじゃないんだよ、こっちのは」


    　そこそこ片付いているはずのリビングを気けだるそうに見渡した自称妹が、二度目のため息をつく。輪玖は妹にソファーをすすめ、その向かいに腰を下ろした。


    「で、どなた様」


    「わかりませんか」


    「わかるよ、けど兄様って誰だよ」


    「兄様は兄様です」


    「俺おれは兄様じゃないよ。お兄ちゃんならわかるけど」


    　妹なら、輪りん玖くが小学三年生のときまで確かにいた。


    　ひとつ下の妹は活発すぎるほど明るい性格で、いつも『お兄ちゃん、お兄ちゃん』と輪玖にまとわりついてきたものだ。香か苗なえのようにそっと寄り添うのではなく、輪玖の手を引いてあちこち連れ回すような奴やつだった。


    　この部屋で雑誌の付録の取り合いをしたことはまだ覚えている。男の子向けの付録が欲しいと意地を張っていたやんちゃな妹は、こんなに気けだるげな視線でリビングを見渡すような奴ではなかったはずだ。


    「五年ぶりの再会なのに、兄様はよそよそしいです」


    「変わりすぎだよ、誰かが成りすましてるのかと思った」


    「そうですか？　兄様を好きなのは一緒ですけど」


    　妹がソファーから身を乗り出してきた。魔女みたいに巨大な帽子を取った下は、おかっぱでロングの黒髪。記憶の中の妹は頭の左右でお団子をつくっていたはずだ。


    「そんなこと言われた覚えがないし」


    「いつも言っていました」


    「ひょっとして別の家の子じゃない？」


    「兄様、ひどいです」


    「だから兄様じゃないし。昔そう呼んでたんなら、それ絶対俺じゃないから」


    「今は兄様のほうが似合ってるんです」


    　頰ほおを膨ふくらませた妹はソファーから立ち上がると、くるりと後ろを向いた。彼女の動きに合わせて、首輪に取り付けられた鈴がころんと音を立てる。


    「どうしても信用できないなら証拠を見せますから」


    「証拠って、何を……」


    　妹は腰をこっちに向けて突き出すと、黒のミニスカートをめくり上げた。思わず息を呑のんだが、下にはもこもこしたショートパンツがある。ほっとしたところで、妹の指先がもこもこの中に潜り込んでゆく。


    「お尻しりの黒子ほくろは一緒です。覚えていますか？」


    　制止する間まもなく、つるんとした白い隆りゆう起きが現れる。呼吸が止まった。妹に欲情したのではなく、下着を着けていないことに驚いたのだ。


    「ばか、めくるな」


    「兄様、赤くなってはだめですよ。近きん親しん相そう姦かんです」


    「むしろ青ざめそうだし」


    「ちゃんと見てください。もっと下ろさないとわかりませんか？」


    「ていうか黒子ほくろの場所なんて覚えてないから」


    　輪りん玖くはキッチンへ逃げ出して、前に香か苗なえが置いていった紅茶を淹いれることにした。


    　妹を名乗る少女。しかし印象がここまで違うと初対面の女子のようだ。間近に向き合っていると、居心地の悪い緊張感がこみ上げてまともに相手の顔を見ることもできない。


    　ケトルに水を汲くんで、そのままキッチンから声をかける。


    「もう中学生だろ、恥じらいとかないのかよ」


    「ですけど兄様……」


    「そのあたりは五年前と一緒か」


    「ふつつかな妹ですみません」


    「で、その格好はお前の母親の趣味？」


    「まさか、あの人にそんなユーモアセンスがあるとでも？」


    「それもそうか」


    　どうして敬語なのだ。両親にも敬語なんて使ったことのない奴やつだったのに。


    　それとも、妹の印象がこうまで変わってしまったように、輪玖自身も五年前とは別人になっているのだろうか。


    　入学式、遠足、社会科見学、当時やっていたゲーム、読んだ漫画、初めての塾──五年前の自分を思い出そうとするが、浮かんでくる記憶はどれも断片的で、なおかつ靄もやがかかったようにおぼろげだ。それでも無理に頭をひねっていると食事中におならをした樽たる人ひと氏のにやけ顔が飛び込んできて、輪玖は追憶をあきらめた。


    「美お味いしいです、兄様お上じよう手ずなんですね」


    　紅茶を一口飲んだ妹が口元をほころばせる。五年前、低学年だった輪玖たちは、夜眠れなくなるからという理由で紅茶を飲ませてもらえなかった。


    　あれこれと思案をめぐらせる輪玖を、肌も露あらわな妹は面白そうに眺めている。


    「まだ気づきませんか？」


    「わかったよ、妹なんだろう」


    　深呼吸のあと、息を止めて妹に顔を近づける。


    　言われれば当時の面おも影かげはかろうじてある。瞳ひとみの色は一緒だし、薄く引かれた唇くちびるの形もあのころのままだ。しかし目を凝こらして共通点を探すよりも、相違点を挙げるほうがよほど簡単だ。五年というのはつまり、それほどの歳月なのだろう。


    「認めるよ。面影はちょっとあるし」


    「違いますよ、りょーくん」


    「……！」


    　息が詰まった。


    　──りょーくん？


    　そうだ、桜さくら坂ざかで輪りん玖くはそのことに驚いたのだ。目を背そむけようとしてすっかり意識の外に追いやっていた言葉を、あらためて突きつけられた。どうして妹の口からその名前が出てくる？


    「りょーくんって誰？」


    「ふふふ、知らないのならいいです」


    　それだけで会話は終わった。


    　宙ぶらりんにされたまま、余計にもやもやさせられる。


    「あのさ、お前はなんで……」


    「兄様、さっきの女の子は誰ですか？」


    「香か苗なえだよ、昔遊んだだろう。それからその兄様ってのはやめてくれ」


    「兄様がダメなら、ひらがなでにー様って呼びます」


    「一緒だし！」


    　にー様……にゃー様。


    　きわどい符号をちらつかせ、黒ずくめの少女が挑発をしていることはわかる。


    　けれど、どうしてりょーの名前が？


    「あのさ、お前は」


    「お前？」


    　妹……のような奇妙な相手が小首をかしげる。その仕草は、どこか脳のう裏りに思い描えがいていた絶対女王様のようでもあり、ここが自分の家のリビングであることを忘れてしまいそうになる。


    　目の前にいるのは妹ではないのか。


    　妹ではなく、にゃー様が忠実な奴ど隷れいのもとに降こう臨りんしてきたのだとしたら。


    「お前じゃなくて……君……っていうか」


    　どうしてこの家がわかったのだ。


    　自分の正体が特定できる情報を、いつの間にかにゃー様に漏もらしていたのだろうか。いや、そんなに迂う闊かつなことはしていない。ならば、あのサイトに仕掛けが……？


    　目の前に座っている少女はただの妹ではない。ならば何者だ。


    　輪玖の思考は千ち々ぢに乱れ、いつもならすぐに見み出いだせる抜け道も深い霧に霞かすんでいた。何もできずに目の前で組まれた左右ちぐはぐなストッキングを見つめていると、謎なぞのコスプレ少女がとどめを刺した。


    「りょーくんはリアルもネットと変わりませんね」


    　ぐらり、世界が揺れる。


    　にゃー様が……妹？


    　そして輪りん玖くは、自分の妹の、そのまた妹であるカナエにされてしまった。


    「りょーくん鈍にぶいです」


    「噓うそだ」


    「噓じゃないです。それから、絶対敬語」


    　宮きゆう殿でんの掟おきてが妹の薄い唇くちびるから告げられる。ソファーの上で輪玖は後ずさりをした。


    「ゆうことを聞かない奴ど隷れいさんには、けつバット炸さく裂れつです」


    　──ころん。


    　鈴の音とともに絶対女王が立ち上がる。引きずっていた大きなカートから、スパンキウスの杖つえが引き抜かれる。輪玖は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにじっとそれを見ているだけだ。


    『いざとなったら、お母さんと一緒に行こうね』


    　ふいに、離婚前の母親から告げられた言葉が蘇よみがえった。あのとき指きりをした右の小指が痛い。なぜ今になって──。


    　そうして妹を振り仰あおいだ輪玖の視線は、女王様の右手に吸い込まれる。


    　スパンキウスの杖を握った彼女の小指には、黒いリボンが巻かれていた。


    



    



    



    　　　　　２


    



    



    



    　虚きよ脱だつを引きずりながらベッドから身を起こした。


    　窓の外はもう暮れている。どのくらい時間が経たったのだろう。丸めたティッシュペーパーはとうに乾いていた。


    　いつもならば、放出のあとは物事を冷静に考えることができる。けれど輪玖の頭の中は、いまだ妹のにゃー様に制圧されていた。


    「君が、にゃー様？」


    「そう思いますか、にー様？」


    　ちゃんと答えてくれないところも、にゃー様と一緒だった。


    「また来ます」


    「また？」


    「はい、もうネットの時間ですから」


    　そうして妹のにゃー様は何もせずに帰っていった。呆ほうけたまま彼女を送り出した輪玖は、来客の痕こん跡せきをなくすためにリビングの片付けをして部屋に戻ったのだ。


    「どういう意味ですか、にゃー様」


    　ベッドに顔を埋うずめたまま呟つぶやく。


    　絨じゆう毯たんの上にはにゃー様の武器がある。妹のにゃー様がリビングに忘れていったのだ。これは忘れ物なのか、それとも、輪りん玖くに対する何らかのメッセージなのだろうか。


    　ネットのプロフィールにある、にゃー様の第一武器、スパンキウスの杖つえ──それは、ゆうことを聞かない奴ど隷れいさんに、けつバットを食らわせるための聖なる武器だ。おもちゃのバットのようなものをイメージしていたが、輪玖の前に置かれているのは布ふ団とん叩たたきを改造した魔法の杖だった。


    　これで打ち据すえられている姿を想像して、輪玖は背筋が寒くなった。


    　想像の痛みに怯おびえたのではなく、どこかそれを甘美なものとして受け止めそうになっている自分が怖かったのだ。


    　あの悪魔──そう、悪魔と呼んでしまっていいだろう。彼女は本当ににゃー様なのだろうか、あるいは本当に妹なのだろうか。


    　答えの出ないまま想像の翼は広がる。


    　輪玖の家の住所と家族構成を突き止めたにゃー様が、妹のふりをして現れたのだとしたらどうだ。せめてそうであってくれと願いながらにゃー様の杖に手を伸ばした。


    　布団叩きというのは、上手うまい具合に叩く面がハート形をしている。それをラメ入りの塗と料りようで黒く塗ぬり、おもちゃの宝石が付けてある。よくできているが布団叩きは布団叩きだ。手作り感たっぷりのごっこ遊び、それが女王様の正体なのだろうか。


    　まるで結ゆい華かの香水を手に取るような気持ちで杖を握る。これで自分を打ったとしても、それにはなんの意味もないだろう。だとしたらなぜにゃー様はこれを残していったのか。これ以上、何も得るものはないとでも言いたいのだろうか。


    　電話の音が輪玖の妄もう想そうを断ち切った。


    　部屋の子機を取ると香か苗なえの声がした。


    「次の湧ゆう水すい調査、いつになるか聞きたくて……」


    　風邪でもひいたのか妙に高い声だ。受話器越しに聞く女子の声は、無条件ににゃー様の声を思い起こさせる。湧水調査はテスト明けの土曜日を予定していると手短に告げた。


    「晴れるといいね」


    「香苗が来ればまた晴れるよ」


    「そうかな……」


    　語尾に嬉うれしそうな吐と息いきが重なり、輪玖を少しだけ日常に引き戻した。


    　香苗との勉強は、彼女の家に場所を移すようになっていた。樽たる人ひと氏のいない自分の家よりも、母親の目がある彼女の家のほうが、余計な気を回さずに済むのではないかと思ったからだ。


    　湧水調査の日程などそのときに聞けばいいものを、なぜわざわざ電話をよこしたのか。それが気になったところで、香か苗なえのほうから切り出してきた。


    「あと、帰り道に見た女の子だけど……」


    　桜さくら坂ざかでふたたび彼女と合流したのを香苗に見られていたのだろうか。


    「ああ、変な格好の奴やつ？　あいつがどうしたの」


    「ううん……なんだったんだろうなって」


    「俺おれに聞いてもわからないよ」


    　噓うそだ。しかし本当のことだ。


    　輪りん玖くもまだわからないのだ、あの妹が誰なのか。


    　かつてにゃー様ではないかと疑った香苗、目の前に現れたにゃー様のことを聞いてくる。しかし、あの少女が本物のにゃー様だとは、どうしても思えなかった。本物のにゃー様が簡単に姿を現すはずがないし、あるとしたら明確な理由を告げるはずだ。奴ど隷れいを茶ちや化かすためだけに軽々しく腰を上げるなんて、そんなのはにゃー様らしくない。


    　香苗との会話を早めに切り上げて受話器を戻した。


    　結局自分は、現実に存在する誰のこともにゃー様と認めたくないのだ。それを見み透すかしたうえで、にゃー様が姿を現したのだとしたらどうだろう。


    　気がつけば塾の時間だった。鍵かぎをかけて家を出る。


    　夕暮れが迫る町のどこかからにゃー様がこっちを見ているのではないか。周囲がやけに気になった輪玖は、塾への片道にいつもの倍の時間を費やした。


    



    　塾の勉強はほとんど頭に入らなかった。コンビニエンスストアで夕食を買うのも忘れて帰宅した輪玖は、樽たる人ひと氏の靴くつがないことに安あん堵どしながらネットの宮きゆう殿でんに入り込む。


    　今日もにゃー様は不在だった。


    　離宮にも、秘密の庭園にもいない。かわりに個室チャットの呼び込み文に『カナエ様』だの『カナエたん』だのという文字が並んでいるのを確認した。


    　にゃー様と話をすれば、あの妹の正体がわかるのではないか。その一心で画面を睨にらんでいたが、絶対女王が降りてくる気配はまるでない。何度か往復していると、ポンさんのいた個室が『会話中』になっているのに気がついた。


    　にゃー様はポンさんのもとへ降こう臨りんしているのだ。そう理解した輪玖は、カナエになるために気持ちの準備を始めた。にゃー様からは、毎日カナエとなって奴ど隷れいさんたちを調教するように指示されている。これまで輪玖はその言いつけを忠実に守ってきたが、今日ばかりはカナエに上う手まくなりきる自身がなかった。


    



    [image: ]：おはよーございます☆


    ──おっはよーございまーす☆


    



    　思案の末カナエは草食さんの個室に降こう臨りんした。


    　知らない相手よりは、多少なりとも自分に好感を持っている相手のほうが気持ちが乗るのではないかと考えたからだ。


    　にゃー様の見ていないところで、どこかの知らない男を相手に女王様ごっこをすることには、いまだに何の魅力も感じられない。それでも真ま面じ目めにカナエの役割をこなしているのは、いつヘッドセットからにゃー様の声が飛んでくるかわからないからだ。


    　男の自分が女になり、兄の自分が妹になり、独ひとりきりの部屋でその場にいないにゃー様の声と快楽を共にする。ぐちゃぐちゃの混こん沌とんの中に我が身を擲なげうつ不安と快感が、輪りん玖くの脳にくっきりと刻み込まれてしまった。


    



    ──今日も来てくれたんですか、嬉うれしいです！


    [image: ]：草食さんは優しいから、つい来てしまうんです。


    ──優しい人が好きなんですか？


    [image: ]：はい、優しいと意地悪したくなってしまいます。


    



    　敬語を徹底するだけで、語り口はなるべくにゃー様のようにする。


    　そうして見ず知らずの男にカナエの幻想を植え付けることで、輪玖はつかの間ま、にゃー様とひとつになったような錯覚を覚える。


    　草食さんとにゃー様が過去にどんなプレイをしてきたかは、にゃー様にもらった会話ログで学習済みだ。妻子持ちであるくせに、こんなサイトに入り浸びたっている草食さんのメンタリティーを徹底的に攻撃して、そのうえで顔を踏んだり部屋にある文房具で身体に傷をつけてやればいい。にゃー様は草食さんごときを相手に決して乱れたりはしないのだ。


    　画面の向こうで草食さんはカナエを値ね踏ぶみしている。


    　自称アラフォーの変態男は、一家の主あるじでありながら仕事と偽いつわっては宮きゆう殿でんでの倒錯行為にうつつを抜かしてばかりいる。


    　その姿は、どこか樽たる人ひと氏のようだ。


    　あるいはそう思わせることがにゃー様の狙ねらいなのかもしれない。彼女が自分の妹だとすれば、ありえる話だ。


    



    [image: ]：草食さん、ちゃんとえっちな格好していますか？


    



    　いや、考えるまい。


    　今はカナエとなって、妹ではないにゃー様の御ぎよ意いに従うまでだ。


    



    [image: ]：ゆうこと聞かないと、フルネームで呼んじゃいますよ。


    ──ごめんなさい、ちゃんとします。なんでもやりますカナエ様！


    [image: ]：じゃあ、最初はちくびクリップからです。


    



    　カナエになりきっているとき、おそらく自分は生き生きしているだろう。


    　倒とう錯さく的なプレイ内容には、あまり興味がない。それよりも、にゃー様の共犯者となって大人たちをペテンにかけることが楽しかった。


    　ものの十分もしないうちに興きように乗ってきた。無事にカナエに成りおおせた輪りん玖くは、敬語で草食さんを追い込んでゆく。


    



    [image: ]：本当に気持ちがいいんですか？


    [image: ]：やっぱり草食さんって変態さんなんですね。


    [image: ]：ふふふ、いいですよ……わたし、変態さんって好きなんです。


    [image: ]：大っきくなったところに歯を立ててあげますね。


    [image: ]：もし気持ちよかったら、家族に聞こえる声で叫んでみてください。


    



    　家族。


    　その言葉を使って罵ば倒とうされるのが草食さんのお好みだ。そうして背はい徳とくの刺激に脳を焦こがしているらしい。そんな卑ひ屈くつな劣れつ情じようを草食系と呼ぶのだろうか。


    



    ──カナエ様、たまりません。もう可愛すぎますよおっ。


    [image: ]：可愛いことなんて言っていませんよ？


    ──そんなことないです。もう最初のときからカナエたん一筋ですから！


    [image: ]：あ、いいんですか、姉様に言いつけちゃいます。


    ──でもほんとに今はカナエ様一筋なんです！


    



    　確かに草食さんは、デビューの夜からカナエだけにラブコールを送るようになった。イミテーションの女王様にすっかり入れ込んでしまったようで、相手をするのも今夜で四度目だ。いい年をした大人が、どうやら本気で輪玖の作り出した幻影に踊らされている。


    　それは背筋が震えるような興奮だった。同性の欲望の対象にされる薄気味悪さと同時に、自分がにゃー様に対して抱いだいていたあからさまな欲求が、草食さんの言葉を借りて突きつけられてくる。本来は不快なはずの情報が、罪悪感とないまぜになって輪玖の心しん拍ぱくを速く刻ませる。


    　草食さんを心置きなく責めるために、輪りん玖くはひとつの妄もう想そうを試みた。


    　彼の正体こそが妹なのだ。妹が草食さんに成りすまして輪りん玖くの様子を窺うかがっているのだと。なるほど、その仮定はいかにもありそうな話だ。


    　丸まる裸はだかにした草食さんの股こ間かんをストッキングの踵かかとで磨すり潰つぶしながら、カナエは眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで無ぶ様ざまな格好の妹を観察する。


    



    [image: ]：草食さん、本当はこんなことしてたらいけないってわかっているんですよね。


    ──わかりません、いますごい幸せですから。


    [image: ]：そうやって、ごまかしてばっかりいるんですね。


    ──カナエ様……！


    [image: ]：いいんですよ、草食さんの家族もみんな知ってますから。草食さんが逃げてること。


    



    『月並みでいいんです。あんまりリアルに追い込んでしまうより、当たり前のことを言ってあげれば、あとは奴ど隷れいさんが勝手に転んでくれます』


    　にゃー様の教えは正しかった。


    　しばらくは戸惑ったような返答しかしなかった草食さんが、途中から急に饒じよう舌ぜつに自分のことを語り始めた。それは人と話すのが苦手だとか、誠意が裏目にばかり出るだとか、都合のいい言い訳の塊かたまりだ。


    



    [image: ]：草食さんは噓うそばかりですね。


    



    　奴隷の反応は大きかった。


    『自分は大噓つきです』


    『罰してください』


    『カナエ様の犬になります』


    　にゃー様が言っていた。噓のない人間などどこにもいない。それで簡単に落ちてしまうのは、相手が自分に対して服従した証あかしなのだと。


    　カナエは草食さんの無様な姿を喜び、さらに強い力で彼の小さい性器を踏みにじる。


    



    ──カナエ様、カナエ様か奈江様!!


    



    　それからは大騒ぎだ。


    　草食さんが叫びながら身悶もだえする。


    　どんなに我を忘れていても、ミスタイプをしようともすぐに返事をしてくるのは、にゃー様の調教の成果だろう。カナエも同じように、この奴隷を自分専用に改造してしまえるだろうか。そんな誘惑に背中を押される。


    



    ──タマ蹴けってください。蹴りつけて、潰つぶしてええええ！


    ──ぐえええええええええ、苦しい、もっと絞めて！


    ──カッターあります、斬きってくだしあ。原を斬りわって内蔵引きずり出して。


    



    　どこかを境に、草食さんの欲求が変質を始めた。


    　カナエの手で殺してほしい。そう騒ぎ出した草食さんは、目玉をえぐれだの、ライターで身体を炙あぶれだの、猟りよう奇き的な世界に転げ落ちてゆく。


    



    [image: ]：本物の変態ってこうなんですね。正直引いています。


    ──もっと引いて、二度とにゃーができないように、指ぜんぶ折って！　ゴミだから燃やして！


    [image: ]：気持ち悪いです、草食さん。


    ──にゃーーー


    



    　射精した。


    　草食さんはカナエに腸をかき回されながら、断だん末まつ魔まのように体液をぶちまけた。


    　気づけば、輪りん玖くもまた汗びっしょりになっていた。この感覚をどう受け止めたらいいのだろう。頭の中はふわふわと落ち着かない。そうだ、強しいて言うなら死体写真だ。草食さんとの猟奇的なプレイは、破壊された人間の残ざん骸がいを眺めているのにどこか似ている。


    　下半身はまるで反応しないが心臓は確かに興奮を示している。にゃー様も同じだろうか。輪玖に死体写真で自慰をさせながら、同じように興奮していたのだろうか。


    　別のウインドウでチャットルームの様子を確かめる。


    　にゃー様はポンさんの個室から、また別の奴ど隷れいの個室に移っていた。


    「にゃー様……」


    　名前を呼んでブラウザの更新ボタンをクリックする。なぜだろう、涙が落ちてきそうだ。


    「にゃー様、にゃー様ぁ」


    　女の子の声を意識して、ヘアゴムで髪を留めて、草食さんを放置した輪玖は繰り返し何度も更新ボタンをクリックした。
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    「これ、リンくんの感じに合ってるんじゃないかな」


    　大きなトートバッグを提さげた香か苗なえが、黒と赤のリュックサックを手にとって値段を確かめる。


    「四千三百円」


    「高いよ、こっち二千円」


    「いいの？　リンくんデザインとかこだわってたし」


    「関係ないよ、部活のバッグだもん」


    　期末テスト明けの土曜日、輪りん玖くと香苗は自転車で隣駅のホームセンターに繰り出した。前回の湧ゆう水すい調査でぼろぼろになってしまったリュックを買い替えるためだ。


    「予算は部活の？」


    「俺おれの自腹」


    「じゃあ安いほうがいいね」


    　二千円のリュックに決めるつもりだったが、香苗が並んだ正札をひとつずつ確認しはじめたので、しばらく待つことにする。


    「香苗の服も買ってく？」


    「ここで？」


    「まさか、町のほう回ってから」


    「い、いいよ、そんなお金ないし」


    　胸の前で両手を振った香苗が、自分の服装に目を落とした。白のキャミソールにミニスカート。自転車を漕こぐと少しきわどいラインまで太ももが見えてしまう格好だ。


    「似合ってないかな？」


    「いや、普通」


    「そっか……」


    　安心したように香苗が微笑ほほえむ。


    　今日の服装は輪玖のリクエストを香苗なりに吟ぎん味みした結果だった。学校は制服だから悩むこともないが、あまり地味な格好で町をうろついていたら、それはそれで攻撃を受けるきっかけになる。垢あか抜ぬけていて、なおかつ目立たない服装がいい。そんな指示に忠実に応こたえる香苗は、どこか着せ替え人形のようでもある。


    「そろそろ行こう」


    「うん」


    　手をつないでホームセンターのレジへ向かう。香苗と外を歩くときはいつもこうだ。傍はたから見れば二人は仲のいい中学生のカップルだろう。手をつなぎながら、香苗はいつものように下を向いて歩く。輪りん玖くは前を見み据すえているが、好奇の視線のチリチリした感触はいまだに慣れることはない。


    　ホームセンターの駐車場で、お互いの自転車にまたがった。


    　買ったばかりのリュックを開けて、香か苗なえのトートバッグからＣＯＤ調査キットを移し替える。自然科学部の第三回桜さくら木ぎ川調査は、こうして始まった。


    



    　屋内の駐車場を出ると、カッと照りつける太陽がＴシャツの背中を焦こがした。


    「やっぱり晴れたな」


    　立ちこぎでついてくる晴れ女の香苗を振り返る。


    「梅つ雨ゆ明けなんじゃないかな」


    「水質調査にはもってこいさ」


    　真っ黒な影が香苗の身体からねずみ色のアスファルトに尾を引いている。まだ太陽は東の空にあるというのにこの暑さだ。真上に来たら相当こたえるだろう。


    「日射病だけ気をつけないとな」


    「うん、帽子あるから」


    「いまのうちにかぶっとけば」


    「待って、ちょっと止めるね」


    　路ろ肩かたに自転車を止めて、香苗がバッグの中の帽子をかぶるのを待つ。もともと器具をくるんでクッションにしていた布製の帽子だ。少しよれて皺しわになったそいつをかぶった香苗は、ガードレールに太ももを触れさせて「熱っ」と肩をすくめた。


    「焼けてるから気をつけろよ」


    「ほんと、火傷やけどするね」


    「そんなに？」


    　手のひらをガードレールの支柱に乗せた瞬間、痺しびれるような刺激に息が詰まった。


    「なんか、前もこんなことしたな」


    「うん……そうだね」


    　最初の湧ゆう水すい調査のときだ。欄らん干かんの熱に驚いた香苗の手を握った記憶が、ぬるっと意識の表側に滑すべり込んでくる。ウォーミングアップをするように肩を回してごまかした輪玖は、ことさら明るい声を投げた。


    「その格好でそのへん座るなよ。ケツ、猿みたいになるぞ」


    「しないってば、そんなこと」


    　頰ほおを膨ふくらませた香苗がペダルに足をかける。スカートの裾すそに流れそうになった視線を戻して、ふたたび桜木川を目指した。


    「また下流から？」


    「うん、次の下見も兼ねて」


    　前回やり残した水質調査ポイントは、上流の第十六湧ゆう水すい地点と水源地の巾きん着ちやく池周辺を残すのみだ。それなのに下流の和わ田だ橋から遡さかのぼっているのは、次に控えている生物調査の採集ポイントを下見する必要があったからだ。


    　もっともそれは建て前で、本当は夏の日差しを思い切り浴びて自転車をこぎたかったのだ。延長十二キロの桜さくら木ぎ川、その川沿いをサイクリングコースにして濁にごった汗を流し尽くせば、輪りん玖くを取り巻いているこの滞留した空気が晴れ渡るのではないだろうか。


    　それは死にぞこないの旅路だった。


    　香か苗なえと二人、きらきらと光をたたえた桜木川に逆らって上流へ上流へと自転車を走らせる。そうしてよさそうな場所を見つけては川辺に降りて、周囲の様子をあらためて写真に収める。あとはひたすら風を浴びるだけだ。


    「あ、鷺さぎの声」


    　風切る音にまぎれて香苗の声が飛び込んでくる。もう一度、あの断だん末まつ魔まの鳴き声を聞いてみたいと思った輪玖は、ブレーキをかけて耳を澄ませた。


    「いた？」


    「さっきは聞こえたんだけど」


    　空を見上げた。青空には、ぽつりと浮かぶ雲の影。


    　まだ入道雲の季節には少し早い。梅つ雨ゆの幕を張ったような雲も晴れて、頭上のほとんどが青に染め上げられている。


    　輪玖は空の果てに手を伸ばさず、庇ひさしをつくって陽光を避けた。


    　ここから二人、どこを目指すのだろう。


    　どうやら刑場はゴールではない。ならば香苗と手をつないで、行くあてのない旅を続けることになるのだろうか。


    「生物調査って何をするの？」


    　遊歩道に入ったところで香苗が基本的な質問をした。


    　ブレーキをかけた輪玖は、自転車を乱暴に倒して桜木川の流れを覗のぞき込む。透すき通った川の中に、黒く小さな影が時おり行ゆき交かうのが見える。あれはなんという魚だろう。


    　背後で自転車のスタンドを立てる音がして、香苗が隣に顔を並べた。


    「釣り」


    「釣り？」


    「そう、釣り」


    「魚を獲るんだ。でも、何か所もあるんでしょ？」


    「時間かかりそうだよな」


    「うん、そんな気がする」


    　徹底するのなら微生物や藻そう類るい、貝類までをポイントごとに比較したいところだが、桜さくら木ぎ川調査に割さける時間を考えると、おそらくは魚類調査だけで手いっぱいになるだろう。あんみつ先生の期待を無視してまで、小型の水生生物に執しゆう着ちやくするつもりもない。


    「でも、楽しそう」


    「釣れれば楽しいだろうけどさ」


    「そうかな、釣れないほうがゆっくりできるし」


    「香か苗なえは単に日向ひなたぼっこがしたいだけじゃない？」


    「そんなことない……けど」


    　話の最中に手を握ると、香苗が身を固くした。これといって特別な意図があったのではない、先を急ぐために自転車に戻ろうとしただけのことだ。しかし手のひらから伝わってくる緊張に、輪りん玖くは少しためらった。


    「リンくん？」


    「手つなぐのって、香苗はどうなの」


    「どうって？」


    「恥ずかしいでしょ」


    「うん、少し……」


    　少しだけなら、あんなに俯うつむいたりしないだろう。


    「もしかして、誰かにそうしろって命令されてるとか」


    「え？　そんなことないよ、どうしてそう思うの？」


    　それは不意にひらめいたひとつの可能性だった。


    　にゃー様という存在が香苗の背後にいて、手つなぎだの手作りケーキだのといったアプローチを仕掛けているのではないか。


    「なんとなく、香苗いつも手をつなぐと居心地悪そうだから」


    「そうかな……」


    　妄もう想そうの翼が際限なく広がりそうだったので、輪玖は香苗の手のひらに意識を逃がした。


    　香苗と手をつないでいると、少しだけ気持ちが落ち着く。


    　それは相手が気を遣わなくていい幼おさな馴な染じみだから、だけではない。


    　──俺おれが香苗を守る。


    　まだ分ふん別べつもつかなかった子供のころの約束だ。あのころ輪玖は勇ゆう者しやで、香苗はその相棒の魔法使いだった。そんな絵物語の世界にいたころの約束を、香苗は大事に隠し持っていた。


    　こうして手を引くことで、輪玖はかつて自分の誓った言葉にほんの少しだけ寄り添うことができる。


    「人目がなければ恥ずかしくない？」


    「そんなわけ……ないよ」


    　もじもじと香か苗なえが離れる。


    　その腕を引き寄せると、よろめいた拍ひよう子しに肩がぶつかった。


    「別に変な意味で言ってないし」


    「わ、私も変な意味で答えてないよ」


    「ほんとに？」


    「うん……ねえ、リンくん」


    「なに？」


    「リンくん、少し変わった」


    「そりゃ、香苗とこんなノリで登校してるんだから度ど胸きようだってつくし」


    「そうじゃなくて、なんていうか……」


    　間近から香苗が顔を覗のぞき込んでくる。


    　そんなふうに近づかれるとは思っていなかった輪りん玖くは、後ずさりしそうになるのをどうにかこらえた。


    「話しかたが変わったみたい」


    「そう？」


    「うん、なんか柔らかくなってる」


    　そうだろうか。


    　りょーの口調が変化したことで、現実の輪玖の口調にも何か影響が現れたのだろうか。自分でわからない何かが、香苗には感じ取れるのだろうか。


    　ネットの輪玖は、りょーからカナエになろうとしている。


    　すべてはにゃー様の手のひらの上でのことだ。そんなにゃー様は、輪玖の前に謎なぞばかりをばらまいて、答えを何ひとつ見せてはくれない。


    「なあ、俺おれの妹……覚えてる？」


    　川かわ面もに集中しているふりをして、全く別の話をした。


    「そういえばしばらく会ってないね。最後に会ったの、すごく昔だからあんまりわからないかも」


    「だよな」


    　言葉が切れた。


    　妹の話を、いったいどこまで香苗にしてよいのだろうか。


    　輪玖の中で可能性の糸はほとんど切れていたが、まだ香苗がにゃー様であるという芽も残ってはいる。下手へたなことを口走ってしまわないように続く言葉を模も索さくする。


    「本当のこと言うと、あいつさ……」


    「あれ……リンくん？」


    　香苗が顔を上げるのがわかった。


    　少し遅れて川の流れから視線を外すと、香か苗なえは十メートルほど隔へだてた向こう岸を指差している。そのさらに向こうには眩まぶしく白い七月の太陽。


    　右手で庇ひさしをつくった輪りん玖くの視界に、最初に入ってきたのは黒く巨大な帽子だった。


    「おはよーございます、にー様」


    「にいさま？」


    　香苗が目を丸くする。


    　桜さくら木ぎ川の向こう岸で、妹のにゃー様がひらひらと手を振っていた。
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    「リンくんの妹？」


    「らしいんだ」


    「らしいってどういう意味ですか、兄様」


    「そんな格好の妹いなかったし」


    「兄様だってずいぶん変わりましたよ、だってネットなんかで……」


    「ていうか五年ぶりなんだ、こいつと会うの」


    　妹らしい露出少女は、恐ろしいことに人前での暴ばく露ろもやりかねない勢いだ。慌あわてて話の舵かじを切ると、今度は香苗が食いついてくる。


    「五年？」


    「ちょっと家庭の事情がありまして」


    「ちゃんと説明しないとダメですよ、兄様」


    「五年前両親離婚、兄きよう妹だい離散」


    「そ、そうなんだ」


    　読ど経きようのように要点をかいつまむと、圧倒された香苗が「ごめんね、知らなかった」と付け加える。


    「秘密だったのですか、兄様？」


    「違う、聞かれなかったから言わなかっただけ」


    「よかったぁ、兄様はヒミツだらけなのでハラハラします」


    「秘密部分に意い味み深しんなニュアンスを含ませるな」


    「だって……ねえ？」


    「もういいから、それよりなんでここにいるってわかった？」


    「学校で聞いたんです」


    「学校行ったの？」


    　思わず香か苗なえと声が揃そろってしまった。そんな二人を見比べて、妹がにまっと笑う。


    「そのコスプレでか」


    「コスプレじゃないです、ふつーの外出着。ナイス熟女な先生から聞きましたよ、桜さくら木ぎ川の上流にいるんじゃないかって」


    「妹って名乗ったのか」


    「もちろんです。あ、この服かわいいって褒ほめてくれましたよ」


    　この場所を知っているということは、あんみつ先生だ。


    　週明けの調査報告で、好奇心旺おう盛せいな四文字熟女からどんなことを聞かれるかと想像すると眩暈めまいを起こしそうになる。


    「その格好で学校入れたんだ」


    「はいっ、アタックライド・インビジブルです」


    　出で所どころのわからない技を唱となえた妹がポーズを決め、話に割り込んできた香苗をしげしげと眺めた。黒ずくめの妹とは対照的に、香苗は白のキャミソールに白い帽子だ。


    「このめがねっ娘こたんはどなたですか？」


    「香苗だよ、昔遊んだろ」


    「カナエ？」


    　きょとんと目を丸くした黒の妹は、やがて納得がいったように頷うなずいた。


    「ふーん、なるほどです」


    　上から下まで値踏みするような視線に香苗は戸惑っている。早く会話を打ち切りたい輪りん玖くは、倒れていた自転車を起こしてサドルに腰を乗せた。


    「五年ぶりかあ……。そんなに離れてても分かるんだね」


    「血のつながりがとーっても濃ければ楽勝です。ね、兄様？」


    「血液のことは知らないよ。で、わざわざ学校にまで行くほどの用件ってのは？」


    「兄様とお話ししたくって」


    「電話でよくない？」


    「川原でなにをしていたんですか？」


    「部活」


    「ははーん……さては、らぶら部ですねっ！」


    　びしっ、びしっと輪玖と香苗を指差して、黒い妹がはしゃぐ。


    「なにそれ」


    「ぶらぶら歩いてラブラブする部活じゃないんですか？」


    「そんなんで部費が下りたら苦労しないな」


    「でも手つないでましたよ？」


    「そ、それは」


    　急に慌あわてた香か苗なえが一歩あとずさる。あからさまな反応にますます気をよくした妹が、その間に割り込んで輪りん玖くと手をつなぐ。


    「あ！」


    　香苗のお株を奪った妹は、そのまま腕も絡からめてきた。ぽかんとしていた香苗が下を向いてしまう。


    「自然科学部で川の水質調査やってんの」


    「そういうことなら参加しちゃいます。いいですよね、兄様」


    「よくない、お前はだって……」


    「兄様兄様」


    　ひそひそ声になった妹が耳を貸せと手招きする。


    「カナエたんにりょーくんの秘密がばれちゃう大ピンチ……」


    「ちょ、ちょっと待って！」


    「連れてってくれますよね？」


    「それ、脅迫じゃないですか」


    「だって兄様つれないんですもの」


    　いったいこの妹は、どこまでにゃー様なのだろう。認めたくはないが言葉の端はし々ばしににゃー様の意地悪が薫っている。


    「連れていくけど、香苗の前でチャットの話は禁止です」


    「りょーかいです」


    　妹に敬語を使いながら、輪玖はこの先の道のりがどんなものになるのかを想像する。そこには暗あん澹たんたる不安とチリチリしたスリルがマーブル模様のように渦うずを巻いていた。


    「私の自転車、二人乗りできるから」


    　妹の徒歩に合わせていたら、巾きん着ちやく池に着くころには夕方になってしまうだろう。輪玖の自転車は二人乗りができないので、妹は香苗の自転車にまたがることになった。


    「これ、ワンタッチで外れるやつなんだ。ホームセンターで買ったんだけど……」


    　もともとついていた後ろカゴを外して、前カゴに重ねる。間まが持たなくなった香苗の余計な説明を、妹は完全に聞き流している。


    「ふーむ、カナエたんはいつもめがねっ娘こですか？」


    「う、うん……変かな」


    「変じゃないと思います、むしろテンプレですが」


    「テンプレ？」


    「はい、王道っていう意味です」


    　そうしてふたたび、二台の自転車は七月の遊歩道を走り始めた。


    　遊歩道の石いし畳だたみに、前を走る香か苗なえの自転車ががたがたと揺れる。風と光に包まれていた桜さくら木ぎ川の道行きに、二人乗りした車体のきしむ音が混ざりこんでくる。


    　少し遅れて自転車を走らせた輪りん玖くの目の前で、黒いミニスカートがひらひらと躍っている。このまま市街地を抜けたら、さぞかし人目を引くだろう。その場合、注目を浴びるのは香苗の自転車だ。いったい香苗はどんな顔をしてペダルをこいでいるのだろう。


    



    　正体不明の妹は、残念なことに本物の妹だった。


    　一昨日おとといの深夜、輪りん玖くは遅く帰ってきた樽たる人ひと氏をつかまえて、謎なぞの少女についての心当たりを尋ねてみたのだ。


    「ああ、お前のところにも来たのかあ」


    　あの下着少女は、にゃー様が妹のふりをしているだけではなかろうか。そんな輪玖の妄もう念ねんは、樽人氏にあっさりと粉ふん砕さいされた。


    　妹は六月の下旬ごろから樽人氏と連絡を取るようになり、何度か外で一緒に食事をしたり、遊びに連れていってもらったりしていたようだ。香苗が大きなバッグをかついで輪玖の家を訪れた日も、どうやら樽人氏はそれで留守にしていたようだ。


    「でも、会っていいの？」


    「特にそういう取り決めをしたわけじゃないからなあ」


    　離婚のことなんてよく覚えていないと、樽人氏が痩やせた肩をすくめる。


    「変な格好してなかった？」


    「変って、向こうの学校の制服だろう」


    「黒髪ロングでおかっぱ……」


    「そうそう、あいつ可愛くなったよなあ」


    「どういう目で見てんの」


    「父親の目線に決まってるじゃないか。だがまあ、傍はたから見たら援助交際の危ないオジサンだったかもしれないなあ、へっへっへ」


    　どうも樽人氏の前では、妹はコスプレまがいの格好をしていないようだ。明るくて活発な、昔の妹を演じながら猫をかぶっているのだろう。


    「けど、どうして急に……」


    「元嫁と仲なか違たがいしたんだとさ」


    　元嫁というのは輪玖の母親のことだ。得意げに口の端はを歪ゆがめた樽人氏が先を続ける。


    「そういうわけで、これからちょくちょく家に来るかもしれないから、見られて困るものは片付けておくといいよ」


    「あいつが？」


    「ん、先方の親御さんには話をつけとくってさ」


    「妹が？」


    「おいおい、可愛い娘にそんな面倒を押し付けたりしないよ。離婚のときにお世話になった弁護士せんせいがいただろう、さっき相談をしてみたらさぁ……」


    　無責任な樽たる人ひと氏の離婚自慢が始まりそうだったので、輪りん玖くは声だけを聞き流して思案の迷宮に閉じこもった。


    　あの妹が帰ってくる。『また来ます』とはそういう意味だったのだ。


    　いったい何が目的だ？


    　彼女は本物のにゃー様なのか、それともどこかでにゃー様の情報をつかんだだけの偽にせ者ものなのか、だとすれば臣しん民みんの誰かが妹だったという推測も可能になる。


    　そうだ、少なくとも妹はにゃー様の宮きゆう殿でんと、輪玖がりょーであることを知っている。信じたくないことだが、それは間違いないだろう。当てずっぽうや偶然であんな言葉が出てくるはずがないのだから。


    　底の見えない崖がけに吊つられたまま、小悪魔に命綱を握られているような気分だ。この不安感はにゃー様に追い込まれる感覚と似ている。


    　あるいは、にゃー様が妹の裏で糸を引いているのかもしれない。それならば納得がいく。にゃー様の姿をした妹を家に送り込むことで輪玖に新しい世界を見せようとしているのかもしれない。黒ずくめの魔法少女が、学校にいなかったイヴァン雷らい帝ていの代わりになるという可能性もあるのだろうか。


    　その妄もう想そうの向こう側に甘美な未来図がちらちらと覗のぞいていたが、妹とにゃー様をイコールで結ぶことだけが腑ふに落ちなかった。そればかりか、無む性しように苛いら立だたしい反発を覚えている。


    



    　川の様子を見るのをすっかり忘れていた。


    　さいわいあたりに人影はない。輪玖は前の自転車に声をかけてブレーキを握った。遊歩道から川をまたぐ橋のたもとに自転車を止め、柵さくを乗り越えてなだらかな護岸のブロックを駆け下りる。


    　香か苗なえと妹もあとからついてきたようだった。


    　柵を乗り越えるときに下着が見えるのではないか、そんなことを気にしながら水草の揺れる流れを覗のぞき込む。デジカメで周囲の写真を撮っていると、先に妹が追いついてきた。


    「このあたりは釣れそうかな」


    「橋の下で釣れば目立たないかも」


    　遅れてきた香苗が橋脚の暗がりを指し示す。


    「バレたらタイーホですか？」


    「まさか、先生が許可を取ることになってるから」


    　とはいえ、事情を知らない大人の目を引くと面倒なので、できればこっそりと済ませてしまいたいところだ。輪りん玖くの説明に、妹はいちいち感心した顔になる。


    　ここで面と向かって「お前がにゃー様か」と聞くことができれば楽なのだが、今は香か苗なえが厄やつ介かいだ。もしも香苗がにゃー様だった場合、輪玖はその場で正体を明かしてしまうことになる。ならば香苗が離れた隙すきに──いや、そんな短い会話では妹にはぐらかされるのが関の山だろう。


    「兄様は真ま面じ目めに見えてちょっと変態さんなんですよ」


    「ふ、ふうん……そうなんだ」


    「変なこと言うな！」


    　こっちが思案している間に、妹がとんでもないことを吹き込もうとしている。慌あわてた輪玖は明らかに困っている香苗の前に割って入った。


    「邪魔するなら連れてかないって言ったろ」


    「兄様、むきにならなくてもいいです」


    「なってないし」


    「妹のぱんつばっかり見てたじゃないですか」


    「お前のスカートが短いだけ。そもそもパンツなのか、それ」


    「もちろんです、自転車で後ろを追つい尾びする段階で変態ですよ」


    「どっちかといえば見せるほうが変態」


    「チアリーダーを否定しないでください」


    「知るか！」


    　無駄に汗をかいている。まったく、どうしてこんなことになった。


    「俺おれは健全だし、今は部活の最中」


    「確かに健全な中二ショタくんです。ひとりえっちも欠かしてないですもんね？」


    「……お前ほんとなに言ってるの？」


    「本当のことを言ってますが」


    　こいつはにゃー様本人なのか、女王の威いを借かる妹なのか。それがわからずに手出しも反論もできない輪玖を、妹はきらきらした瞳ひとみで見つめている。


    「でも、私はそんな兄様が大好きなんです」


    「え？」


    　声を上げたのは香苗だった。輪玖は絶句したまま、間近に迫ったにゃー様の妹に唾つばを飲んだ。


    「だって仕方ないです、兄様が変態だと妹はドキドキしちゃう生き物ですから」


    「そ、そうなの？」


    　香苗が背後からおずおずと聞いてくる。輪玖以外にほとんど心を開かない香苗を食いつかせた妹の顔は、どこか得意げだ。憎らしいと思う反面、そうやって感情を弄もてあそぶのがにゃー様なのだと思い直しもする。


    「もちろんです。だって兄様が変態なら、自分にも同じ遺伝子が組み込まれてるってことじゃないですか。これをビジネス用語でウィン・ウィンって言うんです。テレビでやってました」


    「共倒れじゃないか、もう行く」


    「あ、ひどいです。乙女おとめの告白をないがしろにするなんて」


    「俺おれの手には余るんで自己解決してください」


    「さ、さすが兄様です……実の妹にまでひとりえっちをご推すい奨しようだなんて」


    　大げさな身振りで驚いてみせる妹を置いて、輪りん玖くはさっさと自転車にまたがった。せっかく香か苗なえとの関係が構築しつつあるところへ、あの悪魔は容よう赦しやなく踏み入ってくる。


    　二人乗りでスタートに手間取る香苗たちは、まだ話を続けている。つい聞き耳を立ててしまうのが自分の弱さだ。改めねばと思う一方で、黒い妹が白い香苗に何を吹き込むつもりなのかが気になって仕方がない。


    「……ネットのえっちなページを見てるんです」


    「リンくんが」


    「うん、だってブックマークがついてましたし。それで兄様は毎晩トレーニングに励はげんでいるんです」


    「それって、ノートパソコンで？」


    「もちろんです、兄様の部屋にはノートしかないですから」


    「待て、なんで知ってるんだ！」


    　たまらず割り込んだ。妹を部屋に上げたとき、ＰＣは隠しておいたはずだ。


    「ほら、認めました」


    「認めてない！　どこで見たんだって聞いてんの」


    「スーパーハカーさんにお願いして、兄様のパソコンを覗のぞいちゃいました」


    「そんなこと……」


    　信じ難がたいが、ない、とも言い切れない。


    　妹が何らかの方法で輪玖のパソコンに不正アクセスをしていたのなら、にゃー様の情報はすべてあからさまになっているはずだ。


    「お前、それでそんな格好……」


    「なんのことですか？」


    　だめだ、香苗の前ではこれ以上踏み込めない。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする輪玖に、妹と香苗の好奇の視線が向けられる。


    「どんなふうにするんですか？」


    「何を？　知るか、してないし！」


    「あれれ、おかしいですね……私の知っている話だと」


    「し、してないとは言わないけど……」


    　暴ばく露ろをちらつかせる妹が相手では、反はん駁ばくの術すべがなかった。この妹がにゃー様だろうが、偽にせ者ものだろうが、輪りん玖くがチャットで自じ慰いをしていることはおそらく知られている。


    「男の場合は仕方ないの、肉体のメカニズムだし」


    「女子だってそうですよ。ね、カナエたん？」


    「わ、私はわからない……けど」


    「置いてくぞ」


    　思い切りペダルを踏みつけた輪玖は、自転車を遊歩道に戻して長い道草から復帰した。スピードを緩ゆるめて進むと、すぐに香か苗なえの自転車が追いついてくる。人ひと気けがないのをいいことに、後ろから妹が大きな声で尋ねてくる。


    「そういうときって、カナエたんを想像してたりしますよね！」


    「なんでそうなる！」


    「だってカナエたん裏アイドルだし！」


    　そのカナエは宮きゆう殿でんのカナエだ。にゃー様を名乗る妹は、香苗の前で妹のカナエである輪玖に向かってわざと香苗をカナエと呼ぶ。


    　言葉にすると頭がこんがらがりそうだ。


    　混こん沌とんとした会話のせいで、とても香苗の顔を正視できない。


    　しばらく行くと、左手に公園が見えてきた。前に立ち寄った駄だ菓が子し屋は、このあたりにある。三人の湧ゆう水すい調査。前回のメンバーは結ゆい華かと香苗と輪玖だった。あのときの道行きにはもっと落ち着いたもので、自分の気持ちと向き合うことのできる空気が流れていた。それが今はどうだ。


    「兄様、今度は長いですね」


    「人目につくと面倒だから一気に住宅街を抜ける」


    「いいの？」


    　露出プレイをしているような妹がいてはやむを得ない。たまにすれ違う人は、ほとんど例外なく妹を振り返る。いったいこの三人は、どんな集団に見られているのだろう。


    　水草の生おい茂る自然護岸から、なだらかな斜面のコンクリート護岸へと川の様相が変わる。結華の鉢巻きを首に巻かれた大おお宮みや橋を過ぎ、住宅街のアスファルトを抜けると、また水草の自然護岸が現れる。十五分ほど進んだところで、自転車は第十六湧水地点の付近に到着した。


    　舗ほ装そうされた遊歩道は川の流れからずいぶんと離れ、白い石の転がる川原が幅を広くしている。そこに自転車を乗り入れると、真上に差しかかった太陽に照らされた石が眩まぶしく輝いた。


    　陽ひ差しはますます強い。陽光に背中を焦こがされながら、輪玖はＣＯＤ調査液のキットを用意した。


    「うぅぅ、暑いです」


    　黒ずくめの妹が顔を真まっ赤かにしている。その頰ほおを香か苗なえは白い帽子で扇あおいでいる。川の水を覗のぞくと汗が頰を伝った。この陽差しだ、妹と香苗の額にも汗が玉を結んでいる。


    「あの薬で川の水を調べるのですか？」


    「うん、ＣＯＤ検査っていってね……」


    　聞こえないふりをしている輪りん玖くに代わって、香苗が調査の方法を説明する。


    　いつしか打ち解け始めた二人を置いて、輪玖はサンダルのまま流れに入った。流れは冷たく、背中だけが熱い。流れの中からあたりを見渡した輪玖は、時計の針が先月に戻ってしまったかのような錯覚を受けた。


    　あのとき、輪玖を弾はじき飛ばした川石は、まだ同じところに同じ形であるだろう。輪玖と香苗もまた、何かが大きく変わったかのように思っていても、実際は同じような気持ちを抱かかえて、同じ調査をやっている。


    　検水を試験管に集めて、ついでに水面みなもを覗き込む。


    　三週間前、輪玖はこの場所で香苗を前に取り乱した。突発的に香苗との過去を思い出し、突発的に自分が嫌になり、突発的に駆け出したのだ。その思い出は羞しゆう恥ちをともなっていたが、濁にごった感情は透明な桜さくら木ぎ川が洗い流してくれるようにも思えた。


    　試験管の水を持って川原に戻る。前回、六月二十日の計測値は１・８ｐｐｍだった。今日の水質に大きな変化が認められれば、それは三週間分の誤差の目安になる。


    　試験管の検水をスポイトで吸い上げ、ＣＯＤ調査液の入った試験管に移し替える。前は川の水を直接スポイトで吸っていたが、今回は慎重に手順を踏んだ。検査の万ばん全ぜんを期きしたのではなく、妹に口を挟ませないように、デリケートな作業だと印象付けるためだった。


    　輪玖の作業を香苗はいつもの手て際ぎわで手伝ってくれる。その顔を見ると、帽子の真っ黒い影の奥で香苗が包み込むような笑顔を浮かべているように思えた。


    　──前のこと、気にしてないよ。そんな台詞せりふが頭に浮かんだ輪玖は、保護者ぶるなとわけもなく反発を覚え、そんな自分に羞恥を覚えた。


    　ふと気づけば妹の姿がない。


    「あいつは？」


    「探検してくるって、上流のほうに行ったみたい」


    　自然科学部の活動にはまるで興味がないのだろう。退屈した妹が姿を消したおかげで、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。


    「ごめんな、昔はあんな変な奴やつじゃなかったんだけど」


    「ぜんぜん、なんか楽しかったし」


    　香苗の声がわずかに弾はずんでいる。輪玖と二人の湧ゆう水すい調査では、今日のようなテンションで話す機会はなかったかもしれない。試験管にゴムキャップをかまして、日陰に置いた。


    　香苗とカナエ──二人並んで空を見上げる。


    「香か苗なえって、敬語使わないよな」


    「年上の人には使ってるよ」


    「そうなんだ」


    「はい、そうなんです」


    　語尾にかすかな笑みが滲にじむ。三週間前の思い出が蘇よみがえったためか、あるいは同じ名前になったせいだろうか、今日は香苗がやけに近く感じられた。


    「今日さ、なんか明るくない？」


    「そうかな、でもちょっとそうかも」


    「テスト終わったしな、どうだった？」


    「うん、思ったよりできた」


    　言葉がいったん切れて、小声の「ありがと」が続く。微風が吹き抜けて、そよと木々の揺れる音がする。


    「……なんか、気持ちいいね」


    「だから外に出ろっていつも言ってるじゃん」


    「そうじゃなくて、リンくんとこうしてるの」


    「え？」


    「上う手まく言えないけど……」


    　香苗が口ごもる。


    　予期していなかった話の流れに、喉のどから洩もれた声が上うわずった。


    「なんで俺おれとなの？」


    「あ、変な意味じゃないから、そんなびっくりしないで」


    「びっくりしてないし！　普通だし！」


    　思わず口を尖とがらせた輪りん玖くは、それに気づいてむせたふりをした。大丈夫、と香苗の手のひらが背中に当たる。そのままゆっくりと上下に運動して、輪玖の息はさらに詰まった。


    　妹が近くで見ているかもしれない。


    　動揺を押し殺して、さも当たり前といったふうに伸びをする。


    「ねえリンくん、さっきの話だけど」


    「妹が言ってるのって、みんな噓うそ」


    「ひとりえっちも？」


    「するかよ」


    「してないんだ」


    「なんでそんなこと気にしてんだ」


    「だって……」


    　香苗の手はまだ背中をさすっている。規則的な上下運動が、何か別種の刺激を想像させる。


    「そんな話興味ないだろ？」


    「あるよ」


    　ぎょっとした。香か苗なえが自分からそんなことを言うはずがない。視線を向けると、香苗は間近から輪りん玖くをじっと見つめている。


    「あ、あの、さっきあいつが言ってたカナエっていうのはさ……」


    　妹の話に逃げた。ここで香苗とキスをしたことに、今は触れられたくなかった。


    「お前じゃなくてキャラなんだよ、ゲームっていうか、そういうのの」


    「なんてゲーム？」


    「それは……十八禁だし」


    　正体は自分自身なのだから、輪玖がカナエで自じ慰いをするわけがない。なのに、にゃー様であるはずの妹は、どうしてそんなことを言ったのだろう。カナエになりきって自慰をするという意味か、あるいは香苗に勘違いをさせるだけの悪戯いたずらだろうか。


    「ていうか、そういうのはいいじゃん」


    「私のＰＣだってバレちゃったかな？」


    　香苗の好奇心が突き刺さってくる。ほかの話に逃げようとして輪玖はあきらめた。第十六湧ゆう水すい地点──きっとここは、そういう場所なのだ。


    「それは大丈夫だと思う。それにバレたっていうか、そういうの誰だってしてるから」


    「女子も？」


    「三日に一回だって」


    「ふーん……」


    　お前はどうなんだ、その質問を飲み込んで眉み間けんを伝う汗を拭ぬぐう。


    「ためしにやってみたけどさ、単にその部分に刺激を与え続けるってだけじゃん。別に特別な儀式でもないし、人体のメカニズムってだけの話でさ。特に珍しくもないって」


    「うん、ほんとにそうだよね」


    「てことは、お前もしてるんだ？」


    　香苗が沈黙した。


    　馬鹿なことを聞いたからだ。すぐに後悔がのしかかってくる。


    　風が吹いてくれれば別の話題に移れる。理わ由けもなくそう思った輪玖は、黙って空気の音に耳を澄ませた。


    「……肩こりの機械とかあるから」


    「香苗？」


    「したことあるけど」


    　香苗が下を向く。隣となりを窺うかがうと、耳たぶまで真まっ赤かにした幼おさな馴な染じみの横顔が目に入った。


    　どうして香苗はこんなことを告白するのだ。妹の姿をしたにゃー様の残していった混こん沌とんの渦うずが、二人を飲み込もうとしているようだ。


    「やっぱ好奇心で？」


    「うん、部屋ですることなかったし。肉体のメカニズムっていうの、なんとなくわかる気がする」


    「ちょっと意外、香か苗なえがやってたなんて」


    「内緒にしてね」


    「言うかよ」


    　口だけはぶっきらぼうに、輪りん玖くは朱を散らした香苗の横顔を盗み見た。同じ俯うつむいた仕草でも、照れた香苗には陰いん鬱うつとしたな雰囲気がまるでなく、もじもじと落ち着かない表情はむしろ生き生きとして見えた。


    「にーさま、にーさま！」


    　遠くからの声に香苗が顔を上げる。窃せつ視しがばれないように、ことさらきょろきょろとあたりを見回すと、川上に群れる葦あしの茂みが揺れて、黒い帽子がひょこんと現れた。
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    「猫の死体？」


    「そうなんです、向こうにあるんだそうで」


    　探検から戻ってきた妹は、やけに興奮していた。ザリガニ釣りをしていた小学生と遭そう遇ぐうして、この上流に猫の死体があるという話を聞き出してきたという。


    「上流ってどのへん？」


    「送電線があるあたりだって聞きました」


    　桜さくら木ぎ川の地図を広げる。古いコピーのかすれた文字に目を凝こらすと、確かに第十六湧ゆう水すい地点より二キロほど上流に塔のマークがあった。


    「つまりですね、兄様が調べた水質の備考欄に『猫の亡なき骸がら』と書いておくべきではないでしょうかと恐きよう惶こう謹きん言げん」


    「それ書いて誰が得すんだ？」


    「せっかく兄様のお役に立とうとがんばったのに、ひどいです」


    　口を尖とがらせる妹を置いて、ＣＯＤ調査液の試験管をチェックする。検水は綺き麗れいな紫むらさき色だ。カラーチャートに照合した結果は２・０ｐｐｍ──鮎あゆが棲すめるほど美しい流れだ。三週間分の誤差がこの程度なら、データとしても問題ない。


    「かわいそうだね」


    　記録用紙に数値を書き込みながら、香か苗なえがぽつりと呟つぶやいた。


    　もちろん猫のことだろう。容よう赦しやなく照りつけるこの陽ひ差しで、野ざらしの死体は腐乱しているだろうか、あるいはもう白骨化するほど古いものかもしれない。


    「見てみたいな」


    　輪りん玖くの言葉に香苗がきょとんとした顔を上げる。すぐに妹が飛びついてきた。


    「さすが兄様です！　行きましょう、いざにゃー様のもとへ！」


    「にゃー様？」


    「だってねこさんだから、にゃー様じゃないですか。さ、さ、早く行きましょ、ね？」


    　なんてワードをチョイスするのだ。


    　心臓の鼓こ動どうを抑えながら、輪玖は妹に背中を押されるようにして自転車に戻った。


    　三人でふたたび上流を目指す。


    　少し進んだところで、妹の言うとおりザリガニを釣っている小学生を見つけた。


    「あの子たち？」


    「はい、カナエたんも来ればよかったのに」


    「私は手伝いがあったから」


    「そうですよね、兄様の近くのほうがいいでしょうし」


    「そんなこと……！」


    　妹にからかわれた香苗が、結局反はん駁ばくできずに下を向く。そんなふうに緊張するから、周囲から重たい奴だと思われるのだ。


    　それにしても、どうして猫の死体なんて見ようと思ったのだろう。


    　疑問を胸にペダルをこいで行くと、すっかり人ひと気けもなくなったところで送電線の鉄塔が見えてきた。自転車を止めて川原に降りる。あたりにそれらしい物体は転がっていなかったので、そこから徒歩で石くれの敷かれた川原を遡さかのぼることになった。


    「あっついですねー」


    「帽子脱いだほうがいいよ」


    「それはそうなんですけど、乙女の身だしなみというものが」


    「もう梅雨つゆ明けしてるだろ、これ」


    　ものの二、三分も歩いたところで汗が目に入った。影は足元に黒く丸まっている。天を仰あおぐと、真っ青さおの中にぽつりと送電線だけが突っ立っていた。


    　おそらくは火傷やけどしそうなほどに温まった鉄塔の脇わきを抜けて、葦あしの茂みに目を凝こらす。


    「猫って何色？」


    「わかりません、私は黒猫だと思うんですけど」


    「どうして？」


    「なんとなくです」


    　妹は帽子に巻きつけた猫のぬいぐるみを弄もてあそぶ。猫の死体とはどういうものだろう。輪りん玖くはまだ蛙かえるや鯉こいより大きな生き物の死体を見たことがない。ふと脳のう裏りをよぎるのは、にゃー様くじで引き当てた死体写真だ。


    　うつろな目をした男の頭が割れて、脳のう漿しようが流れ出している写真。赤と黒と薄茶の色あいを思い出すだけで胸がむかついてくる。あんなに気持ちの悪いものではなかろうが、ひどい臭においがしたりするのだろうか。


    　考えながら歩くうちに、胸の奥に黒々とした妄想イメージが広がってきた。


    　猫の死体を探す。


    　そのことにどんな意味があるのかはわからない。


    　けれどももし本当に猫が死んでいたら──そのときは、にゃー様の宮きゆう殿でんが崩ほう壊かいしてしまうのではなかろうか。


    　妄もう想そうだ。


    　降り注ぐ熱線が気を惑まどわせただけのことだ。


    　だから猫を探してやりたかった。猫の死体があって、それでもにゃー様はいつもと変わらず意い地じ悪わるで、この思い付きがまるっきりの虚きよ妄もうであったことを証明してやりたい。


    「鷺さぎを探したときみたい」


    「それって悪い予想じゃない？」


    「そういえば見つからなかったね」


    　香苗は少し考えて、


    「でも、今回は猫の死体を探してるんだから、いい予想かも」


    「そういえばそうか」


    　見つけたくないものを見つけに行く。それはにゃー様の宮殿と同じだ。見たくもない自分の姿を突きつけられに宮殿を訪れているのは、りょーだけではあるまい。


    「リンくんの家って猫飼ってたことは？」


    「ないよ。あ、でも前に猫拾ってきたことあったっけな」


    「はい、私が拾ってきたんです」


    　行列の先頭を歩く妹が手を振ってアピールする。


    「そうだったっけ。あのときはケージまで用意したのに……」


    「飼えなかったの？」


    「うん、なんだかんだ理由つけて結局親おや父じに捨てられた」


    「兄様、それ違いますよ」


    　妹の探るような視線が輪玖に向けられる。


    「捨てたのは、こっちの親です。お父様がそんなことするはずないじゃないですか」


    「いや、するって、せっかくのケージも粗大ゴミに出したじゃん」


    「木のケージですよね」


    「そうだよ、そっちの親が買ってきたやつ」


    「違います、あれはお父様が作ってくれたんです」


    「は？」


    　間まの抜けた声が出た。


    　樽たる人ひと氏にそんな気の利いたことはできない。猫のことだって子供には事後連絡の『捨てといた』で済ませるような人だ。


    「優しいお父様が猫を捨てさせるわけがないじゃないですか」


    「余裕でやるって、あの人」


    　記憶が曖あい昧まいになっている。いや、美化しているのだろう。無理もない、妹がまだ小学校に入ったばかりの思い出だ。


    「……私も捨てさせられたな」


    　それまで黙っていた香か苗なえが、兄きよう妹だいのキャッチボールに割って入った。


    「猫、飼いたかったんだけど、毛が散るからって」


    「どこも一緒なんですね」


    「卑ひ怯きようなんだよ、こっちが学校に行ってる間に捨てたりしてさ」


    「お父様は卑怯なことなんてしません」


    　どうして妹はここまで樽人氏の肩を持つのか。ささくれ立った気持ちがだんだんと膨ふくらんでくる。


    「でも、うちはそうじゃなかったけど」


    「元のところに帰してあげたんですか」


    「ううん、お父さんに言われて保健所に持ってったの」


    　香苗の言葉がぽんと宙に置かれる。


    　輪りん玖くと妹は無言で顔を見合わせ、けれど上う手まい言葉が見つからず、それからしばらくはせせらぎを耳に黙々と川原を歩いた。


    　結局、三十分あまりも近くをうろうろと探し回ったが、猫の死体はどこにもなかった。


    　いつかの鷺さぎと一緒だ。桜さくら木ぎ川周辺には生きている猫の姿もなく、かわりに根元から千ち切ぎられた鳩はとの翼が川べりの石の上に転がっているのを見つけた。


    「どうやら猫は元気みたいですね」


    　血のついた翼をつまみあげた妹が、そう総そう括かつする。そのまま「えい」と右手を振ると、鳩の翼はブーメランのように弧こを描えがいて葦あしの茂みに没した。


    　しかし、猫が鳩はとを捕るだろうか。


    　あの翼は野や犬けんか浮浪者が千ち切ぎったものかもしれない。気を回した輪りん玖くは二人を促うながして、足早に自転車のところまで戻ることにした。大きなタイムロスだ。またしても無駄足を踏んでしまったが、輪玖は心のどこかで猫の死体がなかったことに安あん堵どを覚えていた。


    



    　川沿いに自転車を進ませてゆくと、次第にあたりは山の景色に飲み込まれる。


    　道はいつしか遊歩道から国道のアスファルトへ変わり、二台の自転車はそのまま舗ほ装そうされていない『もみじ山ハイキングコース』へと折れていった。


    　土の道に自転車を乗り入れると視界は木々に覆おおわれ、太陽の光も遮さえぎられた。目的地まであと少し、樹木の暗がりがあたりを包んでいる。国道から一気に数度気温が下がったような涼気に、汗まみれの一同はほっと息をついた。


    「その格好、確実に焼けるな」


    「うー、冬コスで来ればよかったです」


    　白い肌を赤く染めた妹が口を尖とがらせる。


    　このまま巾きん着ちやく池まで、桜さくら木ぎ川は茂みの中を流れる。しばらく進むと山道と川の距離が狭まり、張り出した木の下を流れる静かな川かわ面もが姿を見せる。


    「ところで、カナエたんは兄様の何なんですか？」


    　木々のざわめきに混じる妹の声から、不穏な好奇心が溶け出している。


    「なにって、クラスメイト……かな」


    「今は単なる部長と部員」


    「らぶら部ですか？」


    「ちっ、ちがうよ、自然科学部！」


    「でも手をつないでましたよ」


    「あれは、川に落ちないようにって……」


    「ふーん、大事にされているんですね。カナエたんは兄様のこと好きなんですか？」


    「ううん……好きじゃないよ」


    　香か苗なえが眼鏡めがねの向こうの目を細めて笑う。


    「ぜんぜんそんな顔してないですけど」


    「でも、好きじゃないの」


    　その言葉の意味は、おそらく通じていない。


    　けれど輪玖の気持ちも一緒だった。


    　──だからキスできたんだ。


    　そう思う。


    　香苗を大事に思う気持ちはあるが、好きではない。少し早かったが「着いたよ」と声をかけて自転車を降りた。


    　巾きん着ちやく池周辺、最後の水質調査ポイントだ。


    　山道から茂みを分け入って川の汀みぎわまで降りてゆく。水源地の近くだというのに川は深かった。日陰の黒い水がとろりと流れている。水流は緩ゆるやかだが、水の底は見えなかった。


    　このあたりは生き物が豊富なのか、タモ網や虫網を持った子供たちがちらほら視界をよぎる。試験管で検水を採取しながらあたりを見回すと、どうやらもう少し下流にコンクリートの小さな滝があり、その先は浅い川の流れになっているようだ。つまり輪りん玖くがいる場所は、巾着池と桜さくら木ぎ川を結ぶ水路だった。


    　そういった環境のせいか、ＣＯＤ値は２・６ｐｐｍと第十六湧ゆう水すい地点よりも高い数値を示した。この水にあちこちの湧水が流れ込み、研とぎ澄すまされた清い流れへと変わるのだ。


    「これで先月のノルマは完了、と」


    　最後の調査ポイントの数値は、昭和六十年の水質調査とあまり変化がないが、下流の水はどれも低い数値を記録した。つまり、源泉近くの水質は一緒だが、家庭排水が流れ込まなくなったことで川の自然にはよい影響が出ているということだ。


    　調査前に予想したとおりの結果に満足しながら自転車を手押ししてゆくと、そのままハイキングコースはもみじ山自然公園に入り込んでゆく。巾着池があるのは公園の中央だ。そこを目指してゆくと、二十メートルほど先にある四阿あずまやから、聞き覚えのある声が飛んできた。


    「おーい、りんりん！」


    「結ゆい華かちゃん？」


    　香か苗なえが目を丸くする。声の主ぬしは確かに結華だった。


    　制服姿の結華が、爪つま先さき立ちで小刻みにジャンプしながら輪玖を手招いている。


    「お疲れさま、大変だった？」


    「結華さん、どうしてここに？」


    「ちょっとね、いいもの差し入れに来たの。えっと、その子は？」


    　とても場所にそぐわない格好の妹を結華が覗のぞき込む。


    「はじめまして、兄様の妹です」


    「兄様って、りんりんのこと？」


    　結華は噴き出すのをこらえながら輪玖と妹を見比べる。


    「パンダみたいに呼ばれてるんですね、兄様」


    「ほっといてくれ」


    「あ、でも確かにちょっと似てるかも。わたし、お兄様の部活の副部長です」


    　芝居がかった仕草で自己紹介をした結華が右手を差し出す。握手をした妹は、結華の顔をまじまじと覗き込み、したり顔を見せた。


    「ははーん、つまりこっちが本命ですね、兄様？」


    「馬鹿だろ、お前」


    「あ、帽子返してください、なにするんですかあ！」


    「残念だけど、そんな楽しい関係じゃないの。そうだよね、りんりん？」


    「当然です。で、面白いものっていうのは」


    「これ、先生に教えてもらったんだけど、生物もやるんでしょ」


    　四阿あずまやのテーブルに透明な工作物が広げられる。それは二リットルのペットボトルを切断してこしらえた、何らかの実験器具のようだった。


    「これは？」


    「『ビンどう』だって」


    「水の中に沈めとくやつ？」


    「そう、先生が居残りの男子にペットボトルで作らせたの」


    「どう」というのは、餌えさを入れた筒を水中に沈めて魚を捕る罠わなの一種で、ビンどうは名前のとおり瓶びんで作ったどうのことだ。この場合、正式にはペットボトルどうと呼ぶべきなのだろう。


    「カゴ網か何かを仕掛けてもいいかな、とは思ってたんだけど」


    「こっちのほうが数が作れるでしょ」


    「それは確かに」


    　結華さんの言うとおりだ。付け加えるならば手作り感も出て、コンクールでの心証もよくなるだろう。
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    「これと同じのをさっき仕掛けておいたの、取りに行かない？」


    「結ゆい華かさん、でも時間だいじょうぶ？」


    「今日は特別、気にしない気にしない」


    　学校ではどこか影の薄くなった結華だが、近くで見ればやはり眩まぶしい存在に違いなかった。香か苗なえでは太た刀ち打ちできない妹相手にも、物もの怖おじせずにどんどん攻め込んでゆく。


    「その服すごい、どこで買ったの？」


    「ネットの通販です」


    「いいなあ、ストッキングかわいいね」


    「……そうでしょうか」


    「わたしこういうの好き。一度着てみたいと思ってたし」


    「結華さんが？」


    　驚く輪りん玖くに余裕の笑みを返してくる。


    「うん、似合わない？」


    「それは……わかんないけど、ちょっとヤバいでしょ」


    「どうしてー？」


    　結華がにゃー様の衣装をまとった姿を想像する。それはかつて輪玖の脳内を占有していた、にゃー様のひとつの理想形でもあった。


    「気を使わなくてもいいですよ、変な格好ってわかってますから」


    「変っていうか斬ざん新しんでいいと思うけど」


    「じゃあ、ためしにスカートだけでも交換しちゃいます？」


    「い、今は無理だけど」


    　スカートを引っぱられた結華が小走りになる。


    　彼女がビンどうを仕掛けたのは、水路部分の対岸だった。靴下を脱ごうとする結華を止めて、輪玖が川の中に入った。顔を上げると、岸から張り出した木の枝にビニール紐ひもがくくり付けられているのが見えた。冷たい流れに手を浸ひたし、ゆっくりとビンどうを引き上げる。


    「あれ？」


    　魚の姿はない。


    　念のために岸まで持ち帰ってみんなの前で確かめたが、魚は一尾も入っていなかった。


    「一時間くらいじゃ短いのかな」


    　思案顔になる結華の隣で、妹がぼそっと呟つぶやく。


    「やっぱりイミテーションだからダメなんですね」


    「イミテーション？」


    「はい、イミテーションです、結華さん」


    　妹はじっと結華を見ている。


    　イミテーション──その言葉を結ゆい華かに向けて投げかけているように。


    「もう少し場所変えて試してみよう」


    　余計なトラブルはごめんだ。張り出した木の枝に跨またがった輪りん玖くは、川の中ほどまで枝の上を這はって進み、岩のごつごつしているあたりを覗のぞき込んだ。


    「このへん、魚いる」


    「仕掛け直してみる？」


    「ああ、結華さん、さっきのビンどう借りていい？」


    「もちろん使って。あ、ごめん、そろそろ行かないと……」


    　枝の上から振り返ると、両手を合わせて拝む仕草をした結華がきびすを返して走り去ってゆくのが見えた。


    「どうしてあんなこと言ったんだ」


    「だってあの人はイミテーションです」


    　去りゆく結華の背中に向かって、にゃー様の妹ははっきりとそう告げた。


    



    　それから三十分ほど、輪玖はほとんど妹と口をきかなかった。


    「兄様はどうしてお話にならないのですか？　私は淋さびしいです」


    　妹が結華にひどい言葉を吐はいたことはもちろん、にゃー様のようなそぶりを見せて輪玖の思考をかき乱すのも憎らしかった。


    「兄様、私は兄様のこと好きですよ、お慕したい申し上げています」


    「…………」


    「兄様、どうして黙っているんですか？」


    「…………」


    「兄様、兄様？　聞こえていますか？」


    「…………」


    　結華の残してくれたペットボトルのビンどうをいじりながら、効果的な設置方法を模も索さくしていると、やがて妹はあきらめたようだ。


    「……わかりました、帰ります」


    「うん、気をつけて」


    「ねえ兄様」


    「なに？」


    「あの子……カナエたんって可愛いですね」


    「そう思う奴やつは珍しいんだって」


    「ふーん、でも向いてそう……」


    「なにが？」


    「なんだと思います？」


    　爪つま先さき立ちになった妹が顔を寄せてくる。


    　四阿あずまやで記録の清書をしている香か苗なえをちらと振り返り、小さな声で囁ささやきかける。


    「本当は、あの子がカナエたんだったりして……」


    「え？」


    「ふふふっ、それでは、また明日あしたです兄様」


    　手を振った妹が国道へ続く道を軽やかに下ってゆく。輪りん玖くは今になってようやく確信を持った。


    　あいつはにゃー様じゃない。


    　──成りすまし。


    　そんな言葉が脳のう裏りをよぎる。


    　妹の姿が完全に見えなくなったとき、輪玖は腰くだけになってその場にへたり込んだ。


    　ほっとしたのだ。あいつは絶対ににゃー様じゃない。カナエの正体が輪玖であることを、まるで知らなかったのだから。


    「大丈夫、リンくん」


    「悪い、ちょっと疲れたかな」


    　香苗に手を引かれて立ち上がる。


    「ありがとう」


    「あ……」


    　小さな手を輪玖が握り返したときだった。指と指が絡からみ、ほんの一瞬たじろいだ香苗が力を抜いた。


    　完全に体重を預けていた輪玖の上体が、がくんと反そり返る。慌あわてた香苗が前に一歩踏み出して、輪玖を引き戻そうとする。そのまま足がもつれ、斜面を滑って流れの中に転げ落ちた。


    「マジか」


    　息を継ついで香苗を引き上げる。木の根っこで膝ひざをすりむいた。


    「ごめんなさい、リンくん」


    「いいから上がって」


    　どうにか引き上げたときには、二人ともずぶ濡ぬれだった。


    「乾かそう」


    「さっきの川原？」


    「ああ、早く降りるんだ」


    　調査キット一式を自転車に置いてきてよかった。濡れねずみの身体で斜面を登り、自転車に跨またがってどうにか国道まで引き返した。


    「リンくん……」


    　香苗が空を指差した。


    　白いキャミソールがずぶ濡ぬれで、身体のラインがくっきりと浮かんでいる。そこから空に視線を移すと、いつの間にか灰色の雲が広がっていた。激しく照りつけていた太陽が隠れるだけで、あたりを通る風が濡れた身体に肌寒く感じられる。


    「乾かないかな」


    「だめっぽいな、だいいち寒いだろ」


    「うん、少し……」


    　このまま雲がどくのを待っているわけにはいかない。ハイキングコース入口のガードレールに自転車のチェーンをロックした輪りん玖くは、少し先のバス停を目指すことにした。


    　さいわい五分ほどでバスが来た。二人分の整理券を抜いた輪玖は、車両最後尾の窓側に香か苗なえを座らせた。


    「よかった、帰ったらすぐシャワーだな」


    「うん、ちょっと青あお臭くさいね」


    「ほんとだ」


    　どうにか家に戻れそうだとわかり、安あん堵どの息が洩もれる。時刻は三時を回ったところだ。中途半端な時間なので乗客は輪玖と香苗の二人だけ。一度は水に落ちた携帯も、どうやら生きているようだ。
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    「なんか大変な調査になったな」


    「前回に引き続き？」


    「それは忘れて」


    「ふふふ……でもよかった」


    　妹に振り回され、最後は川に落ちたというのに香か苗なえは笑顔だった。意外に思いながら、あらためてずぶ濡ぬれの幼おさな馴な染じみを見る。


    　バスを使ったのは正解だったようだ。白いキャミソールが透すけて、下着のラインと肌色がはっきりと見て取れた。この格好のまま自転車で帰っては、妹以上に人目を引いたことだろう。


    「着くまでに乾くといいな」


    「え……あ、うん」


    　自分の格好に気づいた香苗が、きゅっと身体を丸くする。


    　輪りん玖くは少しためらってから、自分のＴシャツを脱いでその上にかけてやった。


    「いいの」


    「ちょっとカッコいいだろ？」


    　半裸の輪玖を見て、くすっと笑った香苗がＴシャツで前を隠す。


    「なんかリンくん、明るくなった」


    「香苗もそうじゃん」


    「今日は元気な妹さんがいたから」


    「いないときのほうが元気そうだったけど」


    「そうかな……」


    　香苗と笑顔で話すのはいつ以来だろう。


    　二人の距離を縮めたのは、三週間前のキスかもしれない。


    「あの子、お父さんが好きなんだね」


    「なんでなんだろうな」


    「女の子ってそうだよ」


    「香苗も？」


    「私は……女の子らしくないから」


    　窓の外を見つめる香苗から川の匂においがする。


    　がたんがたん、と車体が揺れる。


    　奇妙に安らいだ気持ちになり、座席に座ったまま手をつないだ。


    　香苗と同じ方角に視線を移すと、陽ひの翳かげった窓の外を白い鷺さぎが横切ってゆくのが見えた。


    　香苗の体温が手のひらに伝わる。湧ゆう水すい調査を始めるまでは感じることのできなかった温ぬくもりだ。こうしていると、わざわざ雷らい帝ていを探す必要などなかったのではないかと思えてくる。


    　香苗と一緒に湧水調査をするようになって、輪玖はひとつだけ気づいたことがある。近くにいて彼女の望みどおり手をつないでいても、香か苗なえはいつだってどこか遠くを見ているのだ。


    「オナモミのこと、図鑑で調べた」


    「え？」


    　香苗につき合う気持ちで、輪りん玖くは少しだけ踏み込んだ。


    　オナモミのギザギザした棘とげは、自分を守るために生やされたプロテクターではなく、ほかの動物の身体にひっかかるためのフックなのだ。独ひとりでは行くことのできないところへ運んでもらうために、あの棘はついている。


    「自分ではタンポポのように飛ぶことはできない。けれど遠くに行きたいから棘をつけているんだって、知ってる？」


    「うん……知ってる」


    　香苗がこっちを見ている。


    　輪玖が視線を合わせると、困ったように窓の外に目をやった。


    「香苗っていつも、なに考えてんの」


    「べつに、普通だよ」


    「お前の普通って？」


    「どうしてそんなこと聞くの？」


    「興味あるから」


    　明らかに香苗はたじろいだ。この瞬間、こいつは自分の掌しよう中ちゆうに収まっているのだと安心する。


    「う、噓うそだよ、リンくん私に興味なんてないのに」


    「あるよ」


    　身体を寄せる。香苗の表情に怯おびえが滲にじむ。


    「つっても……変な意味での興味じゃないけど」


    　そう付け加えることで香苗は少しだけ落ち着いた。


    「いつも……なに考えてるんだろ。たぶん、話したらリンくん引いちゃうようなこと」


    「それがお前の普通？」


    「それって変かな、普通じゃないのに」


    　いったん言葉を切った香苗が自分から話を先へ進めようとする。


    「たぶん、けっこう、変なこと考えてる」


    「たとえば？」


    　香苗から聞いた話をにゃー様のところへ持ち帰ったら、どんな答えがもらえるだろう。妹がにゃー様でなかったことが、輪玖をいつもより積極的にしている。


    「もしもクラスのみんなが魔法でねずみにされて、私が猫だったらとか」


    「皆殺しにする？」


    「ううん、無理。嫌いな人って触れるのもダメだったし。けれどそこに魔法使いが来て、誰かひとりだけ食べていいって言うのとか……ね、ぜんぜん馬鹿みたいな話でしょ、本当に気にしないで」


    「誰を食った？」


    　詰め寄った。


    「そんな話しても意味ないから」


    「意味なんてなくていいじゃん」


    「リンくんらしくないよ」


    「らしくないほうがいいし」


    　しばらく黙っていた香か苗なえは、女子の名前をひとりひとり並べ始めた。男子の名前はひとつもない。輪りん玖くは自分の名前が呼ばれるのをドキドキして待った。女子の最後に結ゆい華かの名前が告げられ、ため息をついた香苗が窓の外を見る。


    「…………リンくんはね、美お味いしかった」


    　がたんがたん、バスが揺れる。香苗の眼鏡めがねにはどんな世界が映うつっているのだろう。


    　あんがい、こんな身近な相手のこともわからない。いや、香苗というのはもともとわからない奴やつだった。


    　握った手に力をこめると、香苗がこっちを向いた。


    　よく知っている眼鏡の顔と見つめ合う。いつからこんなに女っぽい顔をするようになったのだろう。濡ぬれた髪が額ひたいに貼はりついて、雫しずくが頰ほおを滑すべり落ちる。


    「まだ十分くらいあるね」


    「ああ」


    　柔らかく握ると、香苗が瞳を閉じた。


    　しっとりと濡れた唇くちびるを見る。バスの振動に揺れている。


    　輪玖はつないだ手で香苗を操あやつることができる。


    　ためらいがよぎった。ここでするキスは本当に「好きじゃないからできるキス」なのだろうか。


    　相手の欲しがっているものを与える。そのあとは殴なぐり放題だ。不意に思い出したにゃー様の言葉が頭の中を回りはじめる。


    　香苗の薄い唇。輪玖は空あいている左手の人差し指をそこに差し入れた。


    「……！」


    　熱い粘ねん膜まくの中に指先がぬるっと滑り込む。驚いた香苗が身じろぎとともに目を開いた。


    「リンくん……」


    「イタズラ」


    「え……んっ？」


    　中で指を回し、香か苗なえの舌を探す。奥のほうに縮こまっていた肉の感触を探り当てると、香苗の息がひっと詰まる。


    「俺おれを食べたとき、どんな気分だった」


    「それは……んぁ、わはらなぃ」


    　口に指を入れたまま香苗に問いかける。突然の侵入に驚きながらも、香苗は輪りん玖くの指を吐き出そうとしなかった。


    　ただ、つないだ手だけがぎゅっと強く締め付けてくる。


    「食べてもいいよ、指だけど」


    「んんん……」


    　首を振る。


    「じゃあ吸って」


    　ためらう香苗の口の中をつつき回す。ぬるぬると唾だ液えきが溜たまってくるのがわかった。緊張をしているのか、ねっとりとした感触が指先をくるんでいる。


    　小鼻がひくひくと動いている。切なげに瞳ひとみを閉じた香苗の顔は、見たことがないほど真まっ赤かに染まっている。薄目を開けて、裸はだかになった輪玖の上半身を見ているのだ。目線を合わせると、香苗は観かん念ねんしたように指を吸った。


    「今みたいな気分かな」


    「リンくん……」


    「舐なめて、指」


    「だめ……」


    「舐めて」


    「できない……」


    　言葉とは裏腹に、香苗が舌を絡からめてきた。生赤い肉が指先にまとわりつき、ちろちろと生き物のように動く。ほかに乗客がいないのをいいことに、香苗が蕩とろけだしている。


    「肉体のメカニズムが知りたいとか、ただの照れ隠しだよ」


    「え？」


    「エロくなったからに決まってるじゃん」


    　小声で囁ささやいて、舌を根元のほうから摘つまみ上げる。口の中から引っ張り出してやると、息を荒らげた香苗の身体がびくんと震えた。まるで絶壁に垂らされたロープをつかむように、香苗の手が輪玖の手を締め付けている。


    「ご、ごめんなさい……もうだめ」


    「香苗エロいよ」


    「嫌……」


    　指を前後に動かして抜き差しする。


    　香か苗なえはそれでも必死にしゃぶりついてくる。


    　まるで、にゃー様にされたことを香苗に仕返ししているようだ。


    「もう無理……許して」


    「嫌ならやめる」


    　太ももがもじもじと擦すり合わされる。顔を真っ赤かにした香苗は、許しを請こいながら、口内の指をちゅっちゅっとついばみ続ける。輪りん玖くがもういいと言わなければ、きっとバスの終点までしゃぶっているだろう。


    　香苗が舐なめ上げようとしたタイミングで指を抜いた。


    　口の周りをよだれでべとべとにした香苗が、シートの角にぐったりと身をもたせて肩で息をする。


    　濡ぬれた香苗は驚くほど綺き麗れいだった。


    「ねえ、リンくん」


    「なに」


    「えっち……」


    　窓の外が見慣れた町並みに変わる。バスが最寄りの停留所に着くまで、香苗は目を閉じて荒い息を続けていた。


    「急ごう」


    「うん、ごめんね」


    　服はだいぶ乾いたが、それでもびしょ濡れには違いなかった。バス停から香苗の家までは、住宅街を二、三分といったところだ。誰ともすれ違わないことを祈りながら、輪玖は透すけたキャミソールの背後にぴったりと寄り添い、ＣＯＤ調査の検査キットを香苗に持たせた。胸の前で抱くように持てば、身体の前は隠せるだろう。


    　幸い、誰とも会わないまま香苗を自宅に送り届けることができた。


    「ありがと」


    「また月曜な」


    「うん……」


    　キットの入ったバッグを受け取って、香苗に背を向ける。早くシャワーを浴びないと風邪をひきそうだ。


    「リンくん……」


    　門もん扉ぴのところで声をかけられた。


    　振り向くと、ドアノブに手をかけた香苗が何か言いたそうにしている。


    「なに？」


    「……ううん、なんでもない」


    　おそらくは言葉が出なかったのだろう。それはつまり今の気持ちがわからないということだ。輪りん玖くにもその感覚はよくわかる。『ごめん』と『じゃあな』を迷った輪玖は、何も言わずに門もん扉ぴをくぐり、全力で桜さくら坂ざかを駆け上った。


    　地面を踏みしめるたびに、濡ぬれたサンダルがぶしゅーっと情けのない悲鳴をあげた。


    　家のドアを開けた輪玖は、香か苗なえの口に差し入れていた左手の人差し指を嗅かいでみた。


    　藻もの匂においに混じって、うっすら唾だ液えきの匂いがする。慌あわてて鍵かぎを閉めた輪玖は洗面所で真っ先に手を洗った。
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    　輪玖がカナエとしてデビューしたあの夜は、ひとつの到達点だった。それは上じよう死し点てんと言い換えることもできる、にゃー様の宮きゆう殿でんで積み重ねた背はい徳とくの最さい果はてだった。


    　上死点とは、技術の時間に習ったピストン運動の上限のことだ。限界まで昇りつめたピストンには下降以外の道がない。にゃー様の宮殿で同じような倒とう錯さくの運動を繰り返しても、到達できるのはそこまでということだ。


    　猫の死体を探しながら通り過ぎた送電線の鉄塔を思い出した。あの鉄塔はその身を焼きながら、青空の果てに向かってそびえている。


    　天てん穹きゆう。


    　その言葉への憧あこがれは少なからずある。上死点をはるかに貫つらぬいた、果ての果て。どこまでも澄すみきったその幻想に突き動かされてここまで来た。


    　こことはどこだ。香苗の再登校も、カナエとしてのデビューも、しかし過ぎてみれば何が残ったわけではない。あれから三週間、輪玖はいまだ到達地点の周辺をうろうろしている。


    　にゃー様ならば、今の輪玖にまた新しい景色を与えてくれるだろうか。自分の前に妹となって現れたのが、次のアプローチなのだろうか。


    



    　帰宅した輪玖はシャワーで川の汚れを落とし、そのままにゃー様の宮殿に入った。


    　塾に電話を入れて体調不良と告げる。代わりの受講日を設定してもらい、ヘッドセットを耳ににゃー様を個室で待つことにした。


    　カナエの正体が輪玖であることを知らなかった妹は、おそらくにゃー様ではない。しかしそれ自体がにゃー様の仕組んだトリックかもしれない。それを本人に問いただしたところで、答えを得ることはできないだろう。そこまでわかっていながら２ショットの個室で待ち続けた。輪りん玖くはただ、にゃー様とゆっくり話をしたかったのだ。


    　カナエは毎日ひとりの相手をする。


    　にゃー様の言いつけを思い出した輪玖は、離り宮きゆうのチャットルームを覗のぞくことにした。絶対服従の言いつけを守らなかったら、門前払いを食ってしまうかもしれない。カナエ待ちの常連さんを見つけて、にゃー様を待つ間にノルマをこなさなければならない。


    



    ──おはよー、カナエたん！


    



    　時間が早いせいか、カナエを待っていた住人はひとりしかいなかった。


    　近ごろやたらとテンションの高い草食さんだ。できれば遠慮したい相手だったが、ほかに待機している臣しん民みんの姿も見えない。カナエの存在を知っているのは、いまだ離宮の住人だけなのだ。


    　前回の降こう臨りんで味を占めたのか、今日も草食さんは逸いつ脱だつしていた。首にロープをかけながらチャットをしていると嘯うそぶいては汚きたない奇声の文字列ばかりを吐き出し、肛こう門もんに足を挿いれてくれだの、指を切り落としてくれだのと懇こん願がんしては、見るに耐えない局部写真をアップロードしてくる。


    　見習い女王様のカナエではまるで制御できなかった。多人数チャットで見せる温厚な家庭持ちの仮面が剥はがれた草食さんは、破壊された醜みにくい顔でのた打ち回る。そのくせ彼はカナエに依存しており、カナエたんの命令ならなんでも聞くと地べたに額ひたいをこすりつけるのだ。


    　猟りよう奇きと依存。


    　はじめは父親という立場の人間が崩ほう壊かいするさまに好奇心をそそられたが、今は薄寒さが上うわ回まわっている。その日も、醜い顔を破壊して欲しいとねだる草食さんのリクエストで、カナエは鋏はさみで彼の顔面を切り刻みながら、二度目の『にゃー』を待ち続けた。


    　いつからこの人はこんなモンスターになってしまったのだろう。それとも、ほかの臣民も似たり寄ったりで、だからにゃー様はりょーと仲よくなってくれたのだろうか。


    



    ──にゃああああああああああああああ


    



    　しつこいほどに「あ」を連打しながら草食さんが果てた。たかだか二時間弱のお相手だったが、丸一日ぶっ通しでチャットを続けたような疲労がのしかかってくる。


    



    ──一度でいいからお声を聞かせてください！


    ──カナエ様の声で、直接『ゴミムシ』と罵ののしってほしいんです。


    



    　草食さんのしつこい哀あい願がんをどうにか躱かわしていると、別ウインドウに反応があった。りょーの個室ににゃー様が降こう臨りんしてくれたのだ。逃げ出すように草食さんとのチャットを打ち切った輪りん玖くは、にゃー様の足元にすり寄っていった。


    



    [image: ]：おはよーございます☆


    ──おはよーございますー!!


    [image: ]：あれー、今日はハイテンションですね。


    ──にゃー様に会いたかったんです。


    [image: ]：だと思いました。こんな時間にりょーくんが来てるなんて珍しいから。


    ──カナエたんは来てますよ。


    [image: ]：ふふふ、えらいえらい。


    



    　にゃー様と話していると、自分が「いつものりょー」に戻ってゆくのを感じる。香か苗なえのこと、カナエのこと、妹のこと──輪玖自身が処理しきれないほどの変化が身の回りで起きているように感じていたが、あんがい何も変わっていなかったのかもしれない。


    



    　しばらくじゃれ合ってから、にゃー様と輪玖はホームページのチャットから、チャットソフト上での直接会話に切り替えることにした。


    　りょーとカナエの秘密は、管理者の一号さんにも知られてはならないのだ。


    



    ──ねえ、にゃー様？


    [image: ]：なんですか、カナエたん？


    ──りょーじゃダメですか？


    [image: ]：今日はカナエたんがいいなぁ。


    ──はい、お姉様。


    



    　にゃー様から与えられたカナエのアイコンに切り替える。


    



    [image: ]：今日も、草食さんの相手をしました。


    [image: ]：またですか。ひょっとして、カナエたんは草食さんがお気に入り？


    [image: ]：やめてください、ほかにいなかっただけです。


    [image: ]：おかしいなぁ、カナエたん人気あるのに。


    [image: ]：ちょっと、入る時間が早かったから。


    



    　気持ちがカナエに入ってゆくと、にゃー様が本当に頼りになるお姉様に思えてくる。カナエはすがるような気持ちで、厄やつ介かいな草食さんの扱いかたを相談した。


    　温厚な変態だったはずの草食さんだが、近ごろは猟りよう奇き殺人を犯したことがあるなんてほのめかすこともある。ひょっとして犯罪者なんじゃないかとも思うし、そうでなくともストーカーになるかもしれない。


    



    [image: ]：いつか家にやってきそうで怖いんです。


    



    　しかしにゃー様とのチャットでは、草食さんはそこまで恐ろしい存在ではないようだ。


    　にゃー様の前にいるときの草食さんは、家族のことや仕事の無能ぶりを罵ののしられたがっては、自じ虐ぎやくばかりを口にする卑ひ屈くつな人らしい。カナエの知っている草食さんとは別人だった。


    



    [image: ]：姉様って、誰なんですか？


    [image: ]：どうしたの、急に？


    [image: ]：もっと知りたいって思うの、おかしいですか。


    [image: ]：怖いんだ？


    [image: ]：……はい。


    



    　草食さんにかこつけて、カナエはにゃー様に甘え、その正体に手を伸ばす。願わくばにゃー様の口から、自分は妹じゃないと否定してほしかった。しかし、その道筋を立てることもできないまま、今日もはずれのにゃー様くじを引かされてしまった。


    　覚悟を決めたカナエに、にゃー様は嬉き々きとして特別の罰ゲームを申し渡す。


    



    [image: ]：鏡を前に置いて。


    



    　指示はそれだけ。


    　耳たぶまで真まっ赤かになっている自分の顔を見ながらの『にゃー』を命令される。


    



    [image: ]：姉様、これきついです……。


    [image: ]：でも喜んでる。どうして、カナエたんは変態になっちゃったんでしょう。


    [image: ]：家族が欠けてたから？


    [image: ]：ふふふ、そうかもしれないです。ね、わたしの指、舐なめて。


    



    　バスで香か苗なえの口に突っ込んだ指先を口に含む。口から鼻に抜ける匂においのなかに香苗の唾つばが混ざり込んでいる気がする。


    　あのあと、急いで手を洗った。かなり念入りに。


    　せっかく綺き麗れいになった指をしゃぶりながら自じ慰いをすると、自分がよくわからなくなってくる。


    



    　二度目の『にゃー』のあと、音声がつながった。


    「りょーくん？」


    「もう、りょーに戻っていいの？」


    「うん、いいよ……ねぇ、ポルノになってる？」


    　最初の台詞せりふから、にゃー様の声は蕩とろけていた。


    「はい、なってます」


    「ふふ、じゃあもっと舐なめて……わたしの指」


    「ん……んむ……」


    　口に指を入れられる。


    　バスで見た香か苗なえの顔を思い出しながら丹念に舌を動かした。


    　そのあとで草食さんのように、自分の性器を写メにしてにゃー様に献けん上じようした。にゃー様がカナエのように、奴ど隷れいの思し慕ぼを踏みつけにしないことを願いながら。


    「ふふふ、りょーくんかわいい。夏休みになったら、ずーっと一緒にいてあげる」


    「にゃー」


    　その言葉をよすがに、輪りん玖くは昇りつめる。


    　放出のあと、輪玖の脳内にはバスで息を荒らげた香苗の姿ばかりが明めい滅めつしていた。


    



    



    



    　　　　　７


    



    



    



    　月曜日、香苗と昇降口で別れた輪玖は、結ゆい華かの登校を待ち伏せて声をかけた。


    「あ、りんりんおはよー」


    　いつもの笑顔をつくる結華だが、先入観のせいか裏側の翳かげりがわずかに滲にじんでいるようにも見える。輪玖はストレートに話題を切り出すのを避けて、迂う回かい路ろを選んだ。


    「ビンどう、使ってみたよ。あのあと仕掛けたのを昨日回収したんだ」


    「お、どうだった？」


    「獲れた獲れた。小さいのが三、四匹だけど、さっきあんみつ先生のところに預けてきたところ」


    「よかった」


    　結ゆい華かのさばさばした笑顔に朝の陽ひが差した。湧ゆう水すい調査に出かけた土曜日から三日連続で、すっかり梅つ雨ゆを忘れた太陽が中天に昇っている。つい視線を持っていかれそうになった輪りん玖くは、教室の人目を避けて階段の踊り場に場所を移した。


    「それと、一昨日おとといはごめん」


    「え？」


    「妹が変なこと言ったから」


    「あ、ぜんぜん気にしてないし。やだなりんりん、それで気まずそうな顔してたの？」


    「そうじゃないけど、そっか……ならよかった」


    　安あん堵どの吐と息いきを洩もらした輪玖は、ふと結ゆい華かの手に何かが握られているのに気がついた。


    　ハンカチ──いや、緑色の鉢巻きだ。


    「結華さん？」


    「でも、りんりんも同じこと思ってなかった？」


    　イミテーション。


    　巾きん着ちやく池で聞いた言葉が結華の背後に太ゴシックで刻まれ、『ほかに居場所ないから』という彼女の告白がさらに重なる。


    　大おお宮みや橋で輪玖の首に鉢巻きを絡からめた結華がその言葉を口にしたとき、桜さくら木ぎ川は茶色い濁だく流りゆうに飲まれていた。ずぶ濡ぬれになった香か苗なえと輪玖と、きっとあの水は同じ匂においを発していたはずだ。


    「結華さん……」


    　踊り場の壁に背中が付いた。笑顔の結華が一歩、輪玖に身体を寄せてくる。


    　ふっと柑かん橘きつ系の香りが鼻先をくすぐった。


    「その香水、ネットで買ったんだ？」


    「それも調べたの？」


    「俺おれ、ひどいよね」


    「うん、ひどいね」


    　結華の指が静かに動き、鉢巻きの先端を輪玖の首の後ろに通した。


    「動いちゃだめ」


    「授業始まるよ」


    　首の周りを鉢巻きが回る。結華の笑顔が少しだけぎこちなく変わる。


    「りんりんは、わたしのこと好き？」


    「今の結華さんは本物？」


    「そう見えないかな」


    「本物なら、絞めてもいいよ」


    　結ゆい華かが口を閉ざす。廊下を走り回る男子の声が遠くから聞こえてくる。結華は何かを考えているようだったが、やがて視線を落とし鉢巻きを解ほどいた。


    「駄目みたい、これもたぶんイミテーション」


    　小首をかしげて笑う結華の表情はどこか寂さびしげだ。


    「けど、本物なんてあるのかな？」


    　輪りん玖くは解ほどけた鉢巻きを筒状に丸めて結華に返した。そうして彼女にではなく、おそらく自分に向けてその言葉を呟つぶやいた。


    



    　妹から電話があったのは放課後だった。


    　第二理科準備室で空からっぽの桜さくら木ぎ川水槽に水を張っている最中に、携帯が振動した。


    「ちょっと抜けまーす」


    「あ、りんりんずるーい」


    「水槽の管理は先生がやるって言ったじゃないですか」


    「そうだけどー、もうちょっと手伝ってよぉ」


    　着信を確認した輪玖は、口を尖とがらせるあんみつ先生を置いて準備室を後にした。放課後とはいえ、校内での通話が見つかると面倒だ。相手が妹だとわかった輪玖は朝に結華と話をしたのと同じ、屋上に続く踊り場で電話をかけ返した。


    「兄様？」


    「そうだけど、まだ学校」


    「お取り込み中ですか？」


    「そんなことはないけど、あれから無事に帰れたか？」


    「はい、おかげさまですぐにバスがつかまりました」


    　妹の声に屈託は感じられない。


    　いったいなんの用件でかけてきたのか尋ねようとしたところで、別のことが気になった。思えば輪玖はまだ、再会した妹とじっくり話をしていないのだ。いつも、にゃー様らしい思わせぶりな会話ばかりで、妹が何を思い、何を考えているのかを知る余裕すらなかった。


    「今度さ、ゆっくり話そう」


    「はい、お慕したいしてる兄様がお望みなら喜んで。でも何のお話ですか？」


    「ネットのこととか、りょーのこと」


    「ふふ、それは名案ですね」


    　携帯ごしにくぐもった笑い声が聞こえる。ふと思いついた輪玖は、声を潜ひそめて妹にひとつ注文を出した。


    「ちょっと、近くに友達いるから小声で話してくれる？」


    「はい……いいですけど、こんな感じですか、兄様？」


    　別の声だ。


    　安あん堵どと失望が輪りん玖くの脳のう裏りで交こう錯さくする。輪玖の脳のう幹かんを蕩とろけさせたにゃー様の声は、そこになかった。


    　けれど、こいつはなぜか輪玖がりょーであることを知っている。


    「夏休みに入ったら毎日会えますから」


    「こっちは塾もあるし、そんな暇ひまじゃないよ」


    「でも会えるんです。だって私が兄様の家に住むんですから」


    「なんだって？」


    「あ、ちょっと電波悪いから場所を変えますね」


    　そこで一方的に電話が切られた。


    　黒ずくめの妹がくすくす笑っている姿が目に浮かぶ。不意打ちを受けた緊張が抜けきらぬまま、輪玖は大きく息をついた。


    「俺おれの家に住むだと？」


    　胸を強く叩たたかれたように息苦しい。外の空気を吸おうと屋上の扉とびらを開けると、強い風が輪玖を包んで吹き抜けていった。


    　放課後の屋上はがらんとしていた。昼休みは生徒に開放されているが、放課後は特定の部活が利用申請でもしない限り、誰も立ち入らない場所になっている。


    　なのに、人影が動いた。


    　フェンスにもたれて誰かがいる。その姿を認めた輪玖はそっと扉を閉めようとした。たしかに外の空気は恋しかったが、それよりも独ひとりになりたかったのだ。


    　ふたたび人影が動いたところで、それが誰かわかった。


    「……香か苗なえ？」


    　同学生の女子よりも、ひときわ華きや奢しやな後ろ姿は、確かに香苗だった。


    　いつ見ても地味で小柄な香苗は、フェンスに指を絡からめて空を見上げている。


    　あらためて屋上に足を踏み入れた。香苗がここで何をしているのか、興味があったからだ。


    　フェンス越しに香苗は外を見ている。


    　まさか飛び下りようというのではあるまい。香苗がちゃんと上うわ履ばきを履はいているのを確認して、不吉な可能性を否定する。


    　香苗には気づかれないように一緒に空を見た。


    　今日もまた、青い空には雲ひとつ浮かんでいない。


    　大きなため息をついた香苗が振り返る。物陰から輪玖は息を殺してその顔を見た。


    　香苗は泣いていた。


    　いや、泣いた直後だろうか、眼鏡めがねの奥の両目が真まっ赤かに染まっている。距離はあったが、それだけは見間違いようがない。香か苗なえの頰ほおも同じように紅こう潮ちようしていた。


    　香苗が眼鏡めがねを外した。


    「さて……っと」


    　泣き腫はらした瞼まぶたをごしごしとこすった香苗が、ふたたび眼鏡をかけ直す。すると驚くほど爽さわやかな笑顔が現れて輪りん玖くの網もう膜まくを打った。無理につくった笑みのはずだ。けれどその表情は輪玖がこれまでに見たこともないほど透明だった。


    　笑顔のまま目を細め、香苗はフェンスの向こうに手を差し伸べるような格好で伸びをした。


    　そうして、スキップのような早足で校舎に戻ってゆく。


    　物陰に隠れた輪玖は、見つからないように必死で息を殺していた。いったい香苗はここで何をしていたのだろう──。


    　携帯がまた震えた。


    「遅くなりました、兄様」


    「いまどこにいるんだ」


    「駅ビルのレストランです。お父様と一緒に食事してるんです。で、さっきの話ですけど、お父様が夏休みの間ならお邪魔してもいいって」


    「なんでそっちで決まるんだ。それに泊まるったって、もう寝室が」


    「それも大丈夫。お父様はお仕事の相手先にしばらくお泊まりになるそうです」


    　輪玖が聞いたことのない話を妹がどんどん先に進める。


    　樽たる人ひと氏が家を空あける？


    　そんな話は聞かされていない。仕事相手とは言うが、いったいいつ仕事をしているというのだ。毎日ＰＣに向かって無意味なネットサーフを繰り返しているばかりではないか。


    　いや、彼の行ゆき先が女の家だろうが地獄の釜かまだろうがどうでもいい。問題は夏休みの間、輪玖は正体不明の妹と二人であの家に残されるということだ。


    「その間、お兄様の面倒を見るように……っておっしゃってます」


    「なに勝手なこと言ってんだ」


    　調子のいい奴やつだ。いつだって紅茶を淹いれるのも、デリバリーの電話をするのも輪玖の役目になっていたではないか。


    「お父様はいいですね。優しいですし」


    「お前の親は？」


    「こっちのは関係ないです。それじゃまた電話しますね」


    　あの厄やつ介かいな妹との共同生活──それはいったい、どんな毎日になるのだろうか。夏休みになれば、にゃー様との時間が増えると喜んでいたのに。


    「ちょっと待って、それ本当に間違いないのか」


    「はい、それではお父様をお待たせしちゃってますので」


    「待った、最後にひとつだけ……」


    　深呼吸をひとつ。考えてみれば、妹はまだ自分をにゃー様と名乗ったわけではない。


    　──夏休みになったら、ずーっと一緒にいてあげる。


    　にゃー様の言葉が脳のう裏りに明めい滅めつする。


    「お前のハンドルネームは？」


    「え？」


    「やってるんだろう、教えてくれ」


    「にゃー様……」


    　心臓が跳はねる。


    「……って、言ってほしかったですか？」


    　そこで電話が切れた。


    　携帯を持ったまま、輪りん玖くはしばらく呼吸を整える。


    　やがて四時を告げるチャイムが鳴り、舌打ちした輪玖はそこから空を見上げた。


    　真まっ青さおに広がる天の果て──そこから地との接点に視界を移すと、はるか遠くで入道雲が夏の訪れを告げていた。


    



    
      To be continued.　　　
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